
ＮＯ　．

建築工事 電気設備工事 機械設備工事

図面リスト

A-1

旧津市河芸プール管理棟改修工事

A-1

A-2

A-3

A-4

A-5

A-6

A-7

A-9

A-10

A-11

A-12

A-13

A-14

A-15

A-8

A-16

A-17

A-18

A-19

A-20

A-21

A-22

A-23

A-24

A-25

A-26

E-1表紙、図面リスト

改修特記仕様書（その１）

改修特記仕様書（その２）

改修特記仕様書（その３）

改修特記仕様書（その４）

改修特記仕様書（その５）
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M-3
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機械設備工事特記仕様書

給排水衛生設備　機器仕様　衛生器具表　桝ﾘｽﾄ

給排水衛生設備　改修前、後平面図

給排水衛生設備　改修後平面詳細図

給排水衛生設備　改修前平面詳細図

空調・換気設備　機器仕様

空調・換気設備　改修前、後平面図

M-8 ろ過設備　参考図

雑詳細図

改修後建具表

E-2 盤図（新設、撤去）

電気設備工事特記仕様書

E-3

E-4

E-5

E-6

E-7

E-8 改修後、便所廻り平面詳細図

弱電設備　改修前、後　平面図

コンセント設備　改修前、後　平面図

電灯設備　改修前、後　平面図

幹線動力設備　改修前、後　平面図

照明器具姿図（新設、撤去）

図面番号 図　面　名　称 図面番号 図　面　名　称 図面番号 図　面　名　称 図面番号 図　面　名　称

原図：A2

附近見取図、配置図兼仮設計画図

仕上表

改修前、後平面図

改修前、後屋根伏図

改修前立面図

改修後立面図

短計図（改修前、改修後）

改修前、後天井伏図

改修前平面詳細図1

改修前平面詳細図2

改修後平面詳細図1

改修後平面詳細図2

改修前展開図1

改修前展開図2

改修前展開図3

改修後展開図1

改修後展開図2

改修前、後建具表キープラン

改修前建具表1

改修前建具表2

A-27

A-28
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1.1 適用範囲

1.3 施工一般

1.4 改修工法の種類

　・ 津市公共建築物等木材利用方針

デジタルカメラで撮影し、全てＬ版相当サイズで印刷する。

　（Ａ４版用紙に１ページあたり３枚）　１部

箇所数は外観４面各室２面程度とし、規定の箇所数が確保できない場合や枚数が多大に

なる場合には、監督員と協議すること。

写真は、着工前・施工中・完成を同一場所から、黒板なしで撮影すること。

１
章
　
一
般
共
通
事
項

保全に関する資料：　・必要　・不要

Ⅰ.工事名称

Ⅱ.工事概要

Ⅲ.共通事項

　①．項目欄は番号等に　　印を附したものを適用する。

　③．特記事項は・印を附したものを適用する。但し・印の付かない場合は※印の附した事項を採用する。

　　　・印と※印を附した場合は共に適用する。

　②．項目欄に　　印を附し特記事項欄に・印を附していない場合は標準仕様書による。

　・国土交通省大臣官房長官営繕部監修  建築物解体工事共通仕様書　平成24年版

　・国土交通省大臣官房長官営繕部監修  公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）平成25年版

　・国土交通省大臣官房長官営繕部監修  公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成25年版

２.本特記仕様書における採用事項

３.本特記仕様書に記載なき事項については下記による。

　・「改正建築基準法に対応した建築物のシックハウス対策マニュアル」(編集:国土交通省住宅局建築指導課他)

棟名称

構造

建築面積

延面積

２.敷地面積

３.工事内容

１.工事場所

１
章
　
一
般
共
通
事
項

２
章
　
仮
設
工
事

内部足場の種別：　・脚立　・足場板　・ﾛｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ　・　

 材料等の運搬方法：　・A種　・B種　・C種　・D種　・E種

既存ブラインド、カーテンの養生方法：

　・指定場所に保管し再設置　・指定場所に保管し清掃の上再設置　・　

仮設間仕切り：　・無し　・有り

　設置箇所：　・図示　・　

　種　別：　・A種　・B種　・C種

　仮設扉の種別：　・鋼製　・木製　・図示　・　

　仮設扉：　・不要　・必要【設置箇所：　・図示　・任意の場所　・　　　　　　】

監督員事務所の設置：　・不要　・必要

　規模：　・30㎡内外　・20㎡内外　・10㎡内外　・その他：

　備品：　・机、椅子、書棚、図版、定規、黒板又は白板、温湿度計、ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ、

　　　　　・その他：

　設備：　・電灯　・給排水　・空調換気　・給湯　・通信　・消化器　・冷蔵庫

　　　　　・その他：

構内既存の用水施設：　・利用できない　・利用できる（・有償　　・無償）

構内既存の電力施設：　・利用できない　・利用できる（・有償　　・無償）

　　　　　　　　　　　・動力以外利用できる（・有償　　・無償）

既存部分養生材料：　・ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ　・その他：施工者にて適材適所を選択する

既存家具養生材料：　・ﾋﾞﾆｰﾙｼｰﾄ　・その他：施工者にて適材適所を選択する

　　　　　　ﾉｷﾞｽ、安全帽（来客用共）、水平・垂直器、ﾛｯｶｰ

　構造：　・ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ造　・その他：

保護シートの設置：　・設置する　・設置しない

３
章
　
防
水
改
修
工
事

防水工事の保証書の提出及び保証年限

降雨等による養生方法：　※標準仕様書3.1.3(e)による　・図示　・　

　　　　　　及び工程 施工部位

・浴室防水押え

工法の種類

・屋上防水押え

備考(特記工程)

P1B工法

M4SI工法

POS機械工法

◎防水改修工法の種類

　・保証年限10年；ｱｽﾌｧﾙﾄ防水　・合成高分子ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ防水

　・保証年限５年；塗膜防水　・その他；

・ﾙｰﾌﾊﾞﾙｺﾆｰ防水押え

　　＜保証書（請負人、材料製造所、防水施工者の連帯保証）は各２通提出する．防水

　　施工者は、防水材料製造所の施工者とし、監督員の承諾を受ける＞

*2工程無し

*1工程有り

◎シーリング改修工法の種類

施工部位

・外壁開口部建具廻り目地

備　考工法の種類

ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法

ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法

ｼｰﾘﾝｸﾞ充填工法・外壁ｺﾝｸﾘｰﾄ打継目地

・外壁ｺﾝｸﾘｰﾄ誘発目地

２重ドレンの設置：　・行わない　・行う（施工箇所；

施工部位

補修箇所の形状、長さ、数量等：　・下表による　・図示　・　

形状・長さ数量等 備　考

・脆弱部の補修

・既存目地の欠損部補修

㎡

ｍ

・欠損部の補修 ㎡

㎡・防水層表面の仕上げ塗装の除去

既存防水層表面の仕上げ塗装の除去：　・行わない　・行う

設備架台等防水層取り合い部の処置：　・協議による　・図示　・　

　　　　　　　　処置

章 項　目 特記事項

章 項　目 特記事項 項　目 特記事項章 項　目 特記事項章

旧津市河芸プール管理棟改修工事

津市河芸町浜田　地内

3,521㎡

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造　平家建

272㎡

272㎡

種類：　※ 実施設計図一式

提出部数：　※ ２部　・　部

　　　　　　・ＣＡＤデータ　・　

提出要領：　・Ａ２原稿２つ折り製本　・Ａ２版原図（ＣＡＤ作図による）

・保全に関する資料　提出部数：　※各２部　・　部

　　引渡を要するもの以外のものは、全て構外に搬出し、建設工事に係る資材の再資源化

　等に関する法律、資源の有効な利用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関す

　る法律、その他関係法令によるほか、「建設副産物適正処理推進要綱」に従い適切に処

１.本特記仕様書は、本工事における建築関連工事に適用する。

■memo ■check ■scale ■drawing title ■project title ■drawing no. ■sheet no.一級建築士       登録第146490号
一級建築士事務所 登録第1-169 号

管理建築士：山田　賢治

Architectural

Kisho

Design Office

client

contractor

architect （有）貴匠設計 Kisho Architectural Design Office改修特記仕様書（その１） A-2旧津市河芸プール管理棟改修工事

改  修  工  事  特  記  仕  様  書

　理し、監督員に報告すること。（マニフェストA、B2、D、E票を提示すること。）

1.3　発生材の処理等

1.4 完成時の提出図書

1.5 完成時の提出図書

1.6 完成図

1.7 完成写真

1.8 保全に関する資料

１．一般事項

２．既存防水層の処理

2.1 ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ廻りの処理

2.2 既存下地の補修

5.2 材　料

5.3 種別及び工程

5.4 施　工

5.4 施　工

6.3 種別及び工程

・R階屋上

・PHR階屋上

施工部位

　目地処理：　・図示　・　

ＰＣコンクリート下地の場合：

断熱材の種類：　・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ3種B(ｽｷﾝ付)　・図示　・　　

脱気装置：・設置

断熱工法の断熱材の厚さ：　・25mm　・35mm　・50mm　・　

・加硫ｺﾞﾑ系／・均質ｼｰﾄ・複合ｼｰﾄ

・ｴﾁﾚﾝ酢酸ﾋﾞﾆﾙ樹脂系／・均質ｼｰﾄ

・加硫ｺﾞﾑ系／・均質ｼｰﾄ・複合ｼｰﾄ

・ｴﾁﾚﾝ酢酸ﾋﾞﾆﾙ樹脂系／・均質ｼｰﾄ

・塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂系／・均質ｼｰﾄ・複合ｼｰﾄ

S-F1(SI-F1)

S-F2(Sl-F2)

S-M1(SI-M1)

S-M2(SI-M2)

S-M3(SI-M3)

工法種別 厚さ(mm)

※1.2　・1.5　・2.0

※1.2　・1.5　・2.0

・1.2　・1.5　※2.0

・1.2　※1.5　・2.0

・1.2　※1.5　・2.0

種類／種別

ルーフィングシートの種類・厚さ：　※標準仕様書表3.5.1～3.5.2による　・　　

絶縁用シート：　※発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ　・図示　・　

断熱工法に用いる断熱材：　※標準仕様書3.5.2(c)(2)による　・図示　・　

備　考工法／種別

・S4S／・S-F1(SI-F1)・S-F2(Sl-F2)

・S4SI／・S-F1(SI-F1)・S-F2(Sl-F2)

・S3S／・S-F1(SI-F1)・S-F2(Sl-F2)

・S3SI／・S-F1(SI-F1)・S-F2(Sl-F2)

・P0S／・S-F1(SI-F1)・S-F2(Sl-F2)

・P0SI／・S-F1(SI-F1)・S-F2(Sl-F2)

・P0S／・S-M1(SI-M1)・S-M2(SI-M2)・S-M3

・P0SI／・S-M1(SI-M1)・S-M2(SI-M2)・S-M3

・S4S／・S-M1(SI-M1)・S-M2(SI-M2)・S-M3

・S4SI／・S-M1(SI-M1)・S-M2(SI-M2)・S-M3

・M4S／・S-M1(SI-M1)・S-M2(SI-M2)・S-M3

・M4SI／・S-M1(SI-M1)・S-M2(SI-M2)・S-M3

7.2 材　料

7.* 保証年限

7.3 目地寸法

8.2 材　料

8.3 工　法

7.8 ｼｰﾘﾝｸﾞ材の試験

備　考工法／種別施工部位

脱気装置：・設置・P0X／※X-1　・X-2

・L4X／・X-1　※X-2 脱気装置：・設置

機械的固定工法の場合の風圧力に対応した工法：　・メーカー仕様による　・　

　入隅部の増張り：　・図示　・　

シーリング保証書：　・提出する　・提出しない

・保証書（請負人、材料製造所、ｼｰﾘﾝｸﾞ施工者連帯保証）は各２通提出すること。

縦どいの材種：　・配管用鋼管　・塩化ﾋﾞﾆﾙ管【・ｶﾗｰVP　・ｶﾗｰVU　・VP　・　　　】

掃除口：　・有　・無

飾り桝：　・塩ビ製　・銅板製　・　

とい受け金物：　・ｽﾃﾝﾚｽ製　・亜鉛めっき鋼板製　・　

ルーフドレイン：　・ｽﾃﾝﾚｽ製　・鋳鉄製　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

鋼管製といの防露：　・行う　・行わない

　施工箇所：　※標準仕様書表3.8.5による　・　

ルーフドレンの取替え：　・行わない　・行う【・標準仕様書3.8.3(h)による　・　　】

※簡易接着性試験　・引張接着性試験

既存といの撤去及び降雨時の養生：　・仮設のといを設置する　・図示　・　　

たてとい受金物の取付：　・図示　・＠2,000内外　・＠1,800内外　　

軒どいの材種：　・ｱｽﾌｧﾙﾄ被覆鋼板　・耐候性被覆鋼板　・　　

　　　　　　　　　　・　

ノンブリードタイプシーリング材の適用：　※使用する　・使用しない

施工部位 工法／種別 備　考

・250形　・300形　・350形

・板材折曲げ形

アルミニウム製笠木の厚み：　※2.0mm　・　

新規笠木の下地及ぴ撤去後の補修：　・　

板材折曲げ型笠木の取付方法：　・図示　・　

笠木本体の表面処理：　・A-1　・B-1　・　

9.2 材　料

9.3 工　法

５．合成高分子系

　　　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水

６．塗膜防水

７．シーリング

８．とい

９．アルミニウム製笠木

1.1 足場その他

1.2 既存部分の養生

1.3 仮設間仕切り

1.4 仮設物

1.5 工事用水及び電力

※　工事契約後、速やかに調査及び施工計画書等を作成し、現場着手までに市監督員の

　承諾を得ること。

※　工事中の安全計画・消防計画等は、市監督員と十分協議し災害防止に努めること。

　に影響の無いよう努めること。

※　本工事における諸官庁への届出、手続き及び書類等は、速やかに提出し工事の遂行

　った時は、工事を一時中断し、誠意をもって地元調整を行い、工事の再開は市監督員

　の承認を得てから行うこと。

※　工事期間中、近隣関係者等へ危害を与えないよう注意し、かつ周道路等に資材を落

　下させたり、ほこり等を飛散させないよう万全の注意を払うこと。

※　工事車両の出入りについては、安全確保に十分配慮すること。

旧津市河芸ﾌﾟｰﾙ管理棟

3.2 材　料

3.3 種別及び工程

3.5 保護層等の施工

保護層：普通ｺﾝｸﾘｰﾄ

◎屋根露出防水

備　考

・R階屋上

保護コンクリートの設計基準強度：　※18N/mm2　・21N/mm2　・　

保護コンクリートのスランプ：　※15cm　※18cm　・　

防水立上がり部の保護：　・湿式　・乾式　・　

立上り部の保護レンガの材料：　※標準仕様書3.3.2(o)による　・　

◎屋根保護防水

備　考

断熱材：t=

断熱材：t=

断熱材：t=

・R階屋上

・PHR階屋上

・PHR階屋上

改質アスファルトルーフィングシートの種別・厚さ：

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングの種別・厚さ：

保護防水断熱工法の断熱材の材質：　※標準仕様書3.3.2(h)による　・ﾒｰｶｰ仕様による

露出防水断熱工法の断熱材の材質：　※標準仕様書3.3.2(i)による　・ﾒｰｶｰ仕様による

保護防水断熱工法の断熱材の厚さ：　・図示　・　

露出防水断熱工法の断熱材の厚さ：　・図示　・　

絶縁シートの材料の指定：　※標準仕様書3.3.2(j)による　・ﾒｰｶｰ仕様による

・P1B／・B-1　※B-2　・B-3

・P1BI／・BI-1　※BI-2　・BI-3

・T1BI／・BI-1　※BI-2　・BI-3

・P2AI／・AI-1　※AI-2　・AI-3

・P2A／・A-1　※A-2　・A-3

・M4C／・C-1　※C-2　・C-3　・C-4

工法／種別

工法／種別施工部位

施工部位

・M3D／・D-1　※D-2　・D-3　・D-4

・P0D／・D-1　※D-2　・D-3　・D-4

仕上塗料；

仕上塗料；

仕上塗料；

◎屋内防水

備　考

・機械室

保護層：軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ

保護層：ﾓﾙﾀﾙt=30　

・浴室 保護層：普通ｺﾝｸﾘｰﾄ・P1E／・E-1　※E-2

・P2E／・E-1　※E-2

工法／種別施工部位

◎屋根露出防水断熱工法

　◇M3D工法及びP0D工法の脱気装置

備　考

・R階屋上

・PHR階屋上 ・P0DI／・DI-1　※DI-2

・M3DI／・DI-1　※DI-2

・M4DI／・DI-1　※DI-2

工法／種別施工部位

仕上塗料；

仕上塗料；

仕上塗料；

　防水立上りの保護コンクリートの適用：　・適用しない　・適用する

　防水立上りの保護コンクリートの工法：　・図示　・　

　脱気装置の種類：　※製造メーカー仕様による　・図示　・　

　脱気装置の設置数量：　※製造メーカー仕様による　・図示　・　

　※標準仕様書3.3.2(c)(6)による　・ﾒｰｶｰ仕様による

　※標準仕様書3.3.2(c)(7)による　・ﾒｰｶｰ仕様による

　脱気装置の種類：　※製造ﾒｰｶｰ仕様による　・図示　・　

　脱気装置の設置数量：　※製造ﾒｰｶｰ仕様による　・図示　・　

保護層のコンクリートの厚さ：　・100mm　※80mm　※60mm　・図示　・　　

防水立上がり部の保護：　・露出　・ｺﾝｸﾘｰﾄ　・ﾚﾝｶﾞ押え　・乾式保護材：

　　　　　シート防水

４．改質アスファルト

4.2 材　料

4.3 種別及び工法

改質アスファルトシートの種別・厚さ：

粘着層付改質アスファルトシートの種別・厚さ：

露出防水断熱工法の断熱材の材質・厚さ：

　※標準仕様書表3.4.1～3.4.3による　・ﾒｰｶｰ仕様による

　※標準仕様書表3.4.1～3.4.3による　・ﾒｰｶｰ仕様による

　※A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板2種1号又は2号　・ﾒｰｶｰ仕様による　・　

◎屋根露出防水密着工法

備　考

備　考

◎屋根露出防水絶縁工法

脱気装置：・設置

脱気装置：・設置

◎屋根露出防水断熱工法

備　考

防湿層：・設置

防湿層：・設置

防湿層：・設置

脱気装置：・設置

脱気装置：・設置

脱気装置：・設置

・R階屋上

・R階屋上

・R階屋上

・PHR階屋上

・PHR階屋上

・PHR階屋上

施工部位 工法／種別

施工部位 工法／種別

施工部位 工法／種別

・M3AS／・AS-T3・AS-T4・AS-J2・AS-J4

・P0AS／・AS-T3・AS-T4・AS-J2・AS-J4

・M4AS／・AS-T1・AS-T2・AS-J3

・M3ASI／・ASI-T1　・ASI-J1

・M4ASI／・ASI-T1　・ASI-J1

・POASI／・ASI-T1　・ASI-J1

３．アスファルト防水

1.1 施工条件

　はＪＩＳ等の材料規格において放散量が規定されている場合は原則としてＦ☆☆☆☆

　とする。但し使用予定材料にＦ☆☆☆☆が存在しない場合は監督員と協議のうえ決定

　する。

・仮設材以外の全ての建築材料（仕上材、下地材、副資材）のホルムアルデヒド放散量1.2 使用材料

原図：A2

※　特定作業に伴って発生する騒音は、低振動・低騒音に努め騒音規制法に基づき関

　係機関への届出・打合せの上、作業に着手する事とし又、周辺住民からの苦情があ

完成図　　　　　：　・必要（Ａ２　２部）　・不要

種類及び施工箇所：　・種類は標準仕様書表9.7.1により施工箇所は下表による

　施工箇所：　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞで仕上げありの部位

種 類目地寸法

ＰＵ-2ＲＣ目地 20×10

ＳＲ-1

施　工　箇　所

ガラス 5×5

外部足場の種別：　・A種（手摺先行枠組み本足場）　・B種　・C種　・D種　・E種

※　工事期間中、工事に起因し既存施設破損等を与えた場合は、工事請負者の責任におい

　て速やかに現状復旧するとともに市監督員に報告書を提出すること。

※　設計図書に明記なくとも機能上及び構造上当然必要と認められるもの並びに、取り

　優先する。

　合いのはつり補修復旧は本工事に含む。なお、内訳書の数量は参考とし、当図面を

※　フロン類の充填、回収作業を伴う場合は、フロン類の使用の合理化及び管理の適正化

　に関する法律等の関係法令を遵守し、第１種フロン類充填回収登録業者が行うこと。

　工事受注者との調整を行い、双方の工事が遅延なく行えるような工程計画をすること。

※　当該改修工事建物の周辺において、河芸プール跡地整備工事が行われるため、整備

※　工事車両及び工事関係車両は、周辺道路に駐車しないこと。

※　作業日には誘導員を配置し、通行人及び敷地周辺の安全に十分配慮すること。

   　　1.手ばらし等、出来るだけ粉塵の発生しない方法で行うこと。

　  　 6.事前に使用箇所や状況の調査を行い記録すること。

   　　5.解体されたボード等は、蓋のある容器に入れること。

　   　4.保護具及び作業着を着用すること。

　   　3.飛散されない様にすること。

  　 　2.可能であれば湿潤状態（散水）として作業を進めること。

　・  アスベスト成形板等解体時の留意点

　・　石綿含有産業廃棄物  ※　有( 石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　　　　)　　

構内既存の便所　　：　・利用できない　・利用できる

10×10
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４
章
　
外
壁
改
修
工
事

◎コンクリート打放し仕上げ外壁

◎モルタル塗り仕上げ外壁

１．一般事項

　ひび割れ部改修工法の種類：　※樹脂注入工法　・Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法　・ｼｰﾙ工法

　欠損部改修工法の種類：　※充填工法　・　

　ひび割れ部改修工法の種類：　※樹脂注入工法　・Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法　・ｼｰﾙ工法

　欠損部改修工法の種類：　・充填工法　・ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法　

1.4 外壁改修工法の種類

樹脂注入工法のエポキシ樹脂：　・低粘度形　・中粘度形

浮き部改修工法の種類：

　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　・充填工法　・ﾓﾙﾀﾙ塗り替え工法

　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

◎タイル張り仕上げ外壁

２．材　料

充填工法用材料：　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

シール工法用材料：　・ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

◎塗り仕上げ外壁

Ｕカットシール材充填工法用材料：

　・ｼｰﾘﾝｸﾞ材【※1成分形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系　※2成分形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系　・　　　　　　　　　　】

　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

　アンカーピンの材質：　※ｽﾃﾝﾚｽ鋼(SUS304・φ4mm・全ﾈｼﾞ)　・図示　・　

　ポリマーセメントスラリー：　・図示　・　　

　注入口付アンカーピンの材質：　※ｽﾃﾝﾚｽ鋼(SUS304・φ6mm)　・図示　・　

アンカーピンニング（注入口付アンカーピンニング）注入工法用材料：

モルタル塗替え工法の既製目地材の適用：　・適用しない　・適用する：　

タイル貼替え、及びタイル部分貼替え工法用接着剤：

タイルの種類：　・図示　・下表による　・　

耐凍害性 色 釉薬

有 無 標準 特注 施釉 無釉

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

形式・形状寸法

(mm) 区分

用途による
備　考施工箇所

・役物

・役物

・役物

・役物

・役物

・役物

・役物

　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂　・変成ｼﾘｺｰﾝ樹脂　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂　・ｼﾘｺｰﾝ樹脂

タイルの試験張り：　・行わない　・行う

タイルの見本焼き：　・行わない　・行う

◎塗り仕上げ用材料

・外装薄塗材Ｓi 吹付け

吹付け

工 法

・可とう形外装

　　　　　薄塗材Ｓi

・砂壁状・ゆず肌状

・ゆず肌状・さざ波状

・砂壁状・ゆず肌状

・ゆず肌状・さざ波状

種類（呼び名） 仕上げの形状

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

　ひび割れ部改修工法の種類：　・樹脂注入工法　・Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

　欠損部改修工法の種類：　・ﾀｲﾙ部分張替え工法　・ﾀｲﾙ貼り替え工法

　浮き部改修工法の種類：

　目地改修工法の種類：　・目地ひび割れ部改修工法　・伸縮目地改修工法

　　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

　　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

　　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入ﾀｲﾙ固定工法

　　・ﾀｲﾙ部分張替え工法　・ﾀｲﾙ貼り替え工法

　　・簿付け仕上塗材塗り　・厚付け仕上塗材塗り　・複層仕上塗材塗り　

　　・可とう形改修用仕上塗材塗り　・各種塗料塗り　・マスチック塗材塗り

　新規仕上げの種類：

　薄付仕上塗材の施工箇所：　・図示　・　

　材料の防火指定：　・無　・有（

1.4 外壁改修工法の種類

1.4 外壁改修工法の種類

2.2工法別仕様材料

工 法種類（呼び名） 仕上げの形状2.2工法別仕様材料

・外装薄塗材Ｅ 吹付け

こて塗り

・ゆず肌状・さざ波状

・砂壁状・ゆず肌状・着色骨材砂壁状

・平たん状・凹凸状・着色骨材砂壁状

ﾛｰﾗｰ塗り

吹付け

こて塗り

・可とう形外装

　　　　　薄塗材Ｅ

・砂壁状・ゆず肌状

・平たん状・凹凸状

・ゆず肌状・さざ波状

・ゆず肌状・さざ波状

・凹凸状 吹付け

・防水形外装薄塗材Ｅ

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

・外装厚塗材Ｓi

・外装厚塗材Ｅ

・外装厚塗材Ｃ

厚付仕上塗材の施工箇所：　・図示　・　

材料の防火指定：　・無　・有（

・平たん状・凹凸状・ひき起し

・平たん状・凹凸状・ひき起し

・吹放し・凸部処理

・平たん状・凹凸状・ひき起し・かき落し

・吹放し・凸部処理

こて塗り

吹付け

こて塗り

吹付け

仕上げの形状種類（呼び名） 工 法

複層仕上塗材の施工箇所：　・図示　・　

・複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

材料の防火指定：　・無　・有（不燃認定品

・凸部処理・凹凸模様

・ゆず肌状

・凸部処理・凹凸模様

・ゆず肌状

吹付け

吹付け

仕上げの形状種類（呼び名） 工 法

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

工 法種類（呼び名） 仕上げの形状

・外装薄塗材Ｓ ・砂壁状 吹付け

材料の防火指定：　・無　・有（

薄付仕上塗材の施工箇所：　・図示　・　

・防水形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材ＲＳ

・防水形複層塗材ＲＥ

・凸部処理・凹凸模様

・ゆず肌状

吹付け

防水形の増塗材の適用：　・する　・しない

耐候性：　※耐候形３種　・　

上塗材溶媒：　※水系　・溶剤系　・弱溶剤系　

上塗材樹脂：　※ｱｸﾘﾙ系　・ｼﾘｶ系　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系　・ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系　・ふっ素系　

上塗材外観：　※つやあり　・つやなし　・ﾒﾀﾘｯｸ　・　

・可とう形改修塗材　Ｅ

・可とう形改修塗材ＲＥ

・可とう形改修塗材ＣＥ

吹付け・ゆず肌状

・平たん状・さざ波

ﾛｰﾗｰ塗り

ﾛｰﾗｰ塗り

３．コンクリート打放し仕上げ外壁の改修

注入工法の種類：　・自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法3.4 樹脂注入工法 注入工法の種類：　※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

◎自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

◎手動式エポキシ樹脂注入工法

　　　　　　　　　・機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・　

◎機械式エポキシ樹脂注入工法

　注入間隔：　※200～300mm　・300～400mm　・　　

　注入量：　・約　　cc/m

　注入間隔：　・200～300mm　・300～400mm　・　　

　注入間隔：　・200～300mm　・300～400mm　・　　

　コア抜取り検査：　・行わない　・行う【個数：　※１個／500m　・　　　　　　】

　コア抜き取り部の補修方法：　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ充填　・　

材料：　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・　

◎充填3.5 Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

3.7 充填工法

４．モルタル塗り仕上げ外壁の改修

◎自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

◎手動式エポキシ樹脂注入工法

◎機械式エポキシ樹脂注入工法

　充填材：　・ｼｰﾘﾝｸﾞ用材充填　・ｼｰﾘﾝｸﾞ材の上にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ充填

　　　　　　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂充填　・　

　注入間隔：　※200～300mm　・300～400mm　・　　

　注入量：　・約　　cc/m

　注入間隔：　・200～300mm　・300～400mm　・　　

　注入間隔：　・200～300mm　・300～400mm　・　　

コア抜取り検査：　・行わない　・行う【個数：　※１個／500m　・　　　　　　　】

コア抜き取り部の補修方法：　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ充填　・　

4.4 樹脂注入工法

工法名称

材料：　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・　

塗り厚が25mmを超える場合：　・図示　・　　

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ(本/㎡)

一般部分 一般部分指定部分 指定部分

注入孔数(箇所/㎡)

充填量(cc)

１箇所当り

25 251616・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 20 2013 12

13 20 12 20

16

1616

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

◎アンカーピンニング工法4.10～4.15

　　　ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法

◎充填4.6 Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

4.8 充填工法

9

9

9

4.9 ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法

５．タイル張り仕上げ外壁の改修

注入工法の種類：　・自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法注入工法の種類：　※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

◎自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

◎手動式エポキシ樹脂注入工法

5.5 樹脂注入工法

張付け材料：　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・変成ｼﾘｺﾝ樹脂　・ｴﾎﾟｷｼ樹脂　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂

　　　　　　　・ｼﾘｺﾝ樹脂　・　

◎充填

　　　　　　　　　・機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　・　

◎機械式エポキシ樹脂注入工法

5.6 Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

5.7 ﾀｲﾙ部分張替え工法

※9

※9 ※9

※16

※16 ※16

※25

※25

※25

※25

※50

※50

誘発目地の位置：　※標準仕様書表4.5.1による　・図示　・　

伸縮目地の位置：　※標準仕様書表4.5.1による　・図示　・　5.8 ﾀｲﾙ張替え工法

◎タイル張り工法

施工部位

・行う　・行わない

接着力試験工法

タイル下地モルタルの接着力試験：　・行う　・行わない

・密着張り　・改良圧着張り

・改良積上げ張り

・ﾏｽｸ張り　・ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り　・図示

・陶磁器ﾀｲﾙ接着剤張り

◎有機系接着剤による陶磁器タイル張り工法

　打継ぎ目地・ひび割れ誘発目地：　※ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・　

　伸縮調整目地・その他の目地：　※変成ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・　

　充填材：　・ｼｰﾘﾝｸﾞ用材充填　・ｼｰﾘﾝｸﾞ材の上にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ充填

　　　　　　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂充填　・　

　注入間隔：　※200～300mm　・300～400mm　・　　

　注入量：　・約　　cc/m

　注入間隔：　・200～300mm　・300～400mm　・　　

　注入間隔：　・200～300mm　・300～400mm　・　　

　コア抜取り検査：　・行わない　・行う【個数：　※１個／500m　・　　　　　　】

　充填材：　・ｼｰﾘﾝｸﾞ用材充填　・ｼｰﾘﾝｸﾞ材の上にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ充填

　　　　　　・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂充填　・　

工法名称
ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ(本/㎡)

一般部分 一般部分指定部分 指定部分

注入孔数(箇所/㎡)

充填量(cc)

１箇所当り

25 251616・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 20 2013 12

13 20 12 20

1616

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ樹脂注入工法

◎アンカーピンニング工法

　　　ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法

5.9～5.15

9 9

169※9

※9 ※9

※16

※16 ※16

※25

※25

※25

※25

※50

※50

指定部分：見上げ部、庇の鼻先、まぐさ隅部　

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入ﾀｲﾙ固定工法

６．塗り仕上げ外壁等の改修

6.3 既存塗膜等の除去

　及び下地処理の工法

施工部位 工法／種別 備　考

・ｻﾝﾀﾞｰ工法

・水洗い工法

・塗膜はく離剤工法

・高圧水洗工法

サンダー工法の処理範囲：　・既存仕上全面　・図示　・　

塗膜はく離剤工法の処理範囲：　・既存仕上全面　・図示　・　

高圧水洗工法の処理範囲：　・既存仕上全面　・図示　・　

水洗い工法の処理範囲：　・既存仕上全面　・図示　・　

6.2 一般事項 

6.6 ﾏｽﾁｯｸ塗材塗り 種別：　・A種　・B種

工程ごとの所要量：　・標準仕様書表4.6.1による　・ﾒｰｶｰ仕様による　・図示

1.3 改修工法 工法：　・かぶせ工法　・撤去工法　・　

新規建具用開口部の補強方法：　・図示　・　

新規建具用開口部の範囲：　・図示　・　

防火戸の指定：　・図示　・　

建具見本の制作：　・必要　・不要　

仮組の実施　　：　・行う　・行わない　

・防火戸等の自動閉鎖装置は、日本建築センター評定品とする。

防犯建物部品の適用：　・図示　・適用　・適用しない

1.4 防火戸

1.5 見本の制作等

　遮音性の等級：　・T-1 ・T-2 ・T-3 ・T-4

防音ドアセット、サッシの適用：　・適用　・適用しない　・図示

断熱ドアセット、サッシの適用：　・適用　・適用しない　・図示

耐震ドアセットの適用：　・適用　・適用しない　・図示

　面内変形追随性の等級：　・D-1　・D-2　・D-3

　断熱性の等級：　・H-1 ・H-2 ・H-3 ・H-4 ・H-5

防虫網の適用：　・適用　・適用しない　・図示

　形式　　：　・外面納まり可動式　・外面納まり固定式

・A種

・B種

・C種

種　別 耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法（ｍｍ）

W-4

W-5A-4

A-3
S-4

S-5

S-6

 70

100

2.2 性能及び構造

2.3 材　料

　網の材種：　※合成樹脂製　・ｽﾃﾝﾚｽ製　・ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製
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建具枠の見込：　・図示　・70　・100　・　

表面色：　・標準色　　・特注色

引違い建具落下防止機構：　・採用する　・採用しない

2.4 形状及び仕上げ

外部に面する建具の表面処理：　・B-1種　・B-2種　

屋内の建具の表面処理　　　：　・C-1種　・C-2種　

2.5 工　法

水切り板：　・取付ける　・取付けない

ぜん板　：　・取付ける　・取付けない

結露水の処理方法：　・　

３．樹脂製建具

S-6

S-5

S-4

枠の見込み寸法（ｍｍ）水密性気密性耐風圧性種　別

・C種

・B種

・A種

防音ドアセット、サッシの適用：　・適用　・適用しない　・図示

W-4

W-5
A-4

 70

3.2 性能及び構造

　遮音性の等級：　・T-1 ・T-2 ・　

外部に面する鋼製建具の耐風圧性能：　・S-4　・S-5　・S-6　・　

亜鉛ﾒｯｷ鋼板のﾒｯｷの最小付着量（両面）：　・Z12又はF12（120 g/m2）以上　・　

性能及び構造：　※JIS規格による　・　

防音ドアセット、サッシの適用：　・適用　・適用しない　・図示

　遮音性の等級：　・T-1 ・T-2 ・T-3 ・T-4

鋼板類の厚さ(W>950mm,H>2,100mmの場合)：　・図示　・  

ガラスの形式：　・複層ｶﾞﾗｽ　・単層ｶﾞﾗｽ　・三重ｶﾞﾗｽ　・　

断熱ドアセット、サッシの適用：　・適用　・適用しない　・図示

　断熱性の等級：　・H-1 ・H-2 ・H-3 ・H-4 ・H-5

3.2 性能及び構造

3.3 材　料

3.4 形状及び仕上 建具の表面色：　・標準色　・特注色

3.5 工　法

ぜん板　：　・取付ける　・取付けない

水切り板：　・取付ける　・取付けない

4.2 性能及び構造

4.3 材　料

4.4 形状及び仕上げ 鋼板類の厚さ：　※標準仕様書表5.4.2による　・図示　・  

性能及び構造：　※ＪＩＳ規格による　・　

簡易気密型ドアセットの適用：　・適用　・適用しない　・図示

　水密性：　・W-1　・　

鋼板の種別：　・ﾋﾞﾆﾙ被覆鋼板　・ｶﾗｰ鋼板　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　・図示　

　気密性：　・A-1　・A-2　※A-3　

召合わせ、縦小口包み板等の材質：　※鋼板　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材

5.2 性能及び構造

5.3 材　料

表面仕上げ：　※HL　・鏡面　・ﾊﾞﾌ（　　）　・　

曲げ加工：　・普通曲げ　・角出し曲げ

性能及び構造：　※JIS規格による　・　6.3 材　料

6.5 工　法

ステンレス鋼鈑の材質：　※SUS304,430J1L,430　・SUS304　・SUS430　・　

１．一般事項

２．アルミニウム製建具

５．鋼製軽量建具

６．ステンレス製建具

４．鋼製建具

原図：A2

外壁全面



■memo ■check ■scale ■drawing title ■project title ■drawing no. ■sheet no.一級建築士       登録第146490号
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管理建築士：山田　賢治

Architectural

Kisho

Design Office

client

contractor

architect （有）貴匠設計 Kisho Architectural Design Office改修特記仕様書（その３） A-4旧津市河芸プール管理棟改修工事

章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項

適用範囲：　・建具製作所仕様以外の金物（

　　　　　及び寸法 　軸吊りヒンジ：　・自閉装置付き　・自閉装置なし

　戸当り：　・あおり止め(ﾌｯｸ)付き　・あおり止め(ﾌｯｸ)付きなし

　ドアクローザのディレードアクション（遅延閉）機能の適用：　・適用　・適用しない

7.1 適用範囲

7.2 材質、形状、

指定建物錠の防犯性能の適用：　・する　・しない

指定建物錠とは、建物の外部出入口用に用いるｼﾘﾝﾀﾞｰ錠・ｼﾘﾝﾀﾞｰ/ｻﾑﾀｰﾝ錠が該当

マスターキー：　・製作する　　・製作しない

　マスターキーの系統：　・　系統

　　　　　　　　・ﾏｽﾀｰｷｰの製作については施設管理者及び監督員と協議する。

　耐ピッキング性能　  　・5分未満　・5分以上　※10分以上

　耐鍵穴壊し性能　　　　・5分未満　・5分以上　※10分以上

握玉、レバーハンドル等の取付位置：　・FL+900　・FL+950　・FL+1,000　・　

クレセント類の取付位置：　・FL+900～FL+1,500迄　・　

7.3 取付け施工

7.4 鍵

樹脂製建具の丁番：　※標準仕様書表5.7.3による　・　

金物の種類、材質：　・標準仕様書表5.7.1による　・　
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スイングドアの開閉性能：　・SWD-1　・SWD-2

　　　　　　　　　・ﾀｯﾁｽｲｯﾁ　・押ﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ　・ﾍﾟﾀﾞﾙｽｲｯﾁ　・多機能便所ｽｲｯﾁ　

センサーの種類：　・ﾏｯﾄｽｲｯﾁ　・光線ｽｲｯﾁ　・熱線ｽｲｯﾁ　・音波ｽｲｯﾁ　・光電ｽｲｯﾁ

　　　　　　　　　・　

戸の開閉方法　：　・　

凍結防止装置：　・有　・無

スライディングドアの開閉性能：　・SSLD-1　・SSLD-2　・DSLD-1　・DSLD-2

　耐サムターン回し性能　・なし（5分未満）　※あり（5分以上）

　耐カム送り解錠性能 　 ・なし（5分未満）　※あり（5分以上）

　耐こじ破り性能 　     ・なし（5分未満）　※あり（5分以上）

出荷時の子鍵本数：　※3本　・　6本　・　

鍵箱の適用：　・必要　・不必要

7.4 鍵

8.2 性　能

8.3 機　構

耐風圧性能：　・50　・80　・120　・　

開閉機能　：　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式　・　　

シャッターケース：　・図示　※設ける　・設けない

シャッターの種類：　・図示　・一般重量ｼｬｯﾀｰ　・外壁用防火ｼｬｯﾀｰ

　　　　　　　　　　・ 屋内用防火ｼｬｯﾀｰ　・防煙ｼｬｯﾀｰ　・　

耐風圧性能：　・50　・80　・120　・　

<開閉形式>：　※手動式　・上部電動式（手動併用）　・　

開閉形式　：　※手動式　・上部電動式（手動併用）　・　

<パイプ径>　：　・図示　・13mm　・16mm　・19mm　・　

<パイプ間隔>：　・図示　・70mm　・　

<格子間隔>　：　・図示　・500mm　・　

スラットの形状：　・ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ形　・ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ形

<パイプの材質>：　・ｽﾃﾝﾚｽ　・ｽﾁｰﾙ　・　

スラットの材質：　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　

　　　　　　　　　※塗装溶融亜鉛-5%ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金めっき鋼板　・ｱﾙﾐ押出型材　　

9.3 性能等

10.2形式及び機構

11.2形式及び機構

11.3材　料

11.4形状及び仕上げ

セクション材料による区別：　・図示　・下表による

・ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ

・ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ

・ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ

耐風圧性能：　・50　・75　・100　・125　

・ﾊﾞﾗﾝｽ式

・ﾁｪｰﾝ式

・電動式

・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ形

・ﾛｰﾍｯﾄﾞ形

・ﾊｲﾘﾌﾄ形

・ﾊﾞｰﾁｶﾙ形

・鋼製

・ｽﾃﾝﾚｽ製

ｾｸｼｮﾝ材料による区別 開閉方式による種類 収納形式による区分 ガイドレールの材料

ガイドレールの材質：　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

12.2形式及び機構

12.3材　料

ガラスの種類：　・建具表による　・　

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

・鋼　製

・ｽﾃﾝﾚｽ製

・木　製

ガラス留め材

金属性製建具用パテはJISA5752による。

　　　　　　　形状等

建具の種類 種類・材質

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材　※ｶﾞｽｹｯﾄ　・ﾊﾟﾃ材(・1種　・2種)

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ﾊﾟﾃ材(・1種　・2種)

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ﾊﾟﾃ材(・1種　・2種)

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ﾊﾟﾃ材(・木製用　・　)

13.2材　料

13.3ガラス溝の寸法、

ガラス溝の大きさ：　※標準仕様書表5.13.1による　・　

性能：　※標準仕様書表5.9.1による　・　

伸縮調整目地の位置：　※標準仕様書による　・　

熱線反射ガラスの映像調整：　・行う　・行わない

寸法、厚み：　・図示　・190x190x95　・145x145x95　・　

壁用金属枠：　・図示　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　・ｽﾁｰﾙ製　・ｽﾃﾝﾚｽ製　・　

化粧目地の色：　・白　・ｸﾞﾚｰ　・黒　・　　

表面形状　：　・図示　・ﾌﾟﾚｰﾝ　・梨地　・ｶｽﾐ　・　

補強剤　　：　・図示　・　

シーリング材：　・ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系　・ｳﾚﾀﾝ系　・ｼﾘｺﾝ系　・　

金属製化粧カバー：　・図示　・　

目地幅：　※標準仕様書による　・　

風圧力に対応した工法：　・　

伸縮調整目地の仕上：　※標準仕様書による　・　

13.4工　法

13.5ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ積み
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天井内の既存壁の撤去に伴う取り合い天井改修範囲：　※両側600mm程度　・図示

既存間仕切り壁撤去に伴う天井、壁及ぴ床の改修範囲：　※壁厚程度　・図示

天井の撤去に伴う取り合い壁の改修範囲：　※既存のまま　・図示

　　　　　　取合い等

1.3 他の部位との

1.4 工　法 既存部分の撤去工法：

　・適用する【・標準仕様書6.2　・標準仕様書6.3　・標準仕様書6.4】　・図示　

新設下地の工法：

　・適用する【・標準仕様書6.5　・標準仕様書6.6　・標準仕様書6.7】　・図示　

仕上げの工法：　※該当項の有無により適用する　・図示

施工箇所 材面の品質

・1種 ※2種

品名 強度等級 接着性能 樹種名 寸法等

施工箇所 接着性能 樹種名 曲げ性能 寸法等

・図示　・　

・図示　・　

◎集成材等

　○構造用集成材

　○構造用単板積層材

施工箇所 樹種名 寸法等

・図示　・　

・図示　・　

　○造作用集成材

施工箇所 心材樹種名 化粧樹種名 表面の品質 寸法等

・図示　・　

寸法等

・図示　・　

施工箇所 表面の品質 防虫処理

施工箇所 表板樹種名 接着の程度 板面の品質 等級・処理・寸法等

･1類　･　 

･1類　･　 ･C-D　･　 

･1等　･2等 ・図示　・　

　○造作用単板積層材

◎床張り用合板等

　○合板t=5.5mm材

等級・処理・寸法等施工箇所 表板樹種名 接着の程度 板面の品質

･1類　･　 

･1類　･　 

･1等　･2等

･C-D　･　 

・図示　・　各室床下地捨て張り

　○合板t=12mm材

施工箇所 曲げの区分 接着の区分 等級・処理・寸法等

・図示　・　

　○パーティクルボード：　・t=15mm材　・18mm材　・　

上り框

ｶｳﾝﾀｰ

ｺﾞﾑ

ﾀﾓ

ﾗﾜﾝ

　○化粧ばり造作用集成材

　　　　　・　　

◎接着剤：　※接着剤に含まれる可塑剤は難揮発性とする。

◎防腐処理

◎防蟻処理

◎防虫処理

5.3 接合具等

　　　　　　防虫処理

5.5 防腐・防蟻・　

5.* 堅　木

5.* 銘　木

使用箇所：　・　

種別：　・真物　・貼物

樹種：　・　

使用箇所：　・　

　防腐剤：　※（社）日本木材保存協会認定品又は同等品

　防蟻剤：　・非有機ﾘﾝ系　・　

樹種：　・ﾅﾗ　・ｹﾔｷ　・ｻｸﾗ　・ｸﾘ　・ｼｵｼﾞ　・　

　防虫処理剤：　・非有機ﾘﾝ系　・　

屋外の野縁受け、吊りボルト、インサートの間隔：　・≒@900mm　・ 

6.2 材　料 種類：　※標準仕様書表6.6.1による　・　

6.3 形状及び寸法

屋外の野縁の間隔：　※標準仕様書表6.6.2による　・　

6.4 工　法 あと施工アンカーの引抜き試験：　・行わない　・行う

　試験法：　・標準仕様書6.6.4(a)(3)による　・図示　・　

屋外の引抜き試験の箇所：　・図示　・屋内と同等程度　・　

屋外の軒天井、ピロティー天井の補強：

　・図示　・　

　・天井内配管類及びダクト等により、野縁受けを吊れない場合には、野縁受けの断面

　　を大きくするか又は補強用チャンネル、アングル等を用いて十分補強を行う。

　・吊りボルトは配管類及びダクト等とは絶縁して取り付ける。

種類：　・50形　・65形　・90形　・100形　・　7.3 形状及び寸法

スタッドの高さが5mを超える場合：　・図示　・　

７．建具用金物

８．自動ドア開閉装置

９．自閉式上吊り引戸装置

１０．重量シャッター

１１．軽量シャッター　<パイプシャッター>

１２．オーバーヘッドドア

１３．ガラス

１．一般事項

合成樹脂塗り床材の除去：　・機械的除去工法　・目荒工法　・　2.2 工　法

改装後の床の清掃範囲：　・影響範囲全て　・図示

コンクリート間仕切壁等の撤去に伴う構造体の補修：　※行う　・既存のまま

　・ﾓﾙﾀﾙ塗り（改修標準仕様書4.4.9による）　・図示　・　

3.2 工　法

・開口部額縁　・建具枠　・笠木　

・棚板　・　

・梯子　・　

5.1 一般事項 ◎見え掛り面の表面仕上げの適用箇所、種類：　・図示　・下表による

・ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ・ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ　

・飾り柱　・格子　・ｶｳﾝﾀｰ天板　・衝立

5.2 木　材 ◎一般事項

・はり類

・その他

・鼻隠し、破風板

・その他

・間仕切軸組

・床組

・吊元枠、水掛かり

　の下枠及び敷居

・くつずり

・ＲＣ造等の内部間仕切

　軸組及び床組

・窓、出入口、その他

・屋根野地、軒廻り

・小屋組 ・松　・　

・杉又は松　・　

・杉　・　

・杉又は松　・　

・杉　・　

・杉又は松　・　

・桧　・　

材　種使用箇所

・桧　・ﾀﾓ又はｼｵｼﾞ類

適用箇所 種　類

・A種　※B種　・C種　・D種

・A種　※B種　・C種　・D種

・A種　※B種　・C種　・D種

・A種　※B種　・C種　・D種

・A種　※B種　・C種　・D種

　木材の含水率：　※A種　・B種

　保存処理木材：　・使用する　・使用しない

　　適用箇所　：　・標準仕様書6.5.2(h)(3)「腐処理を行う」としている部材

　　　　　　　　　・屋根下地等（瓦桟・登り淀・広小舞）　・　

　構造材・下地材の品質基準：　※標準仕様書による　・　

　造作材の品質基準：　※A種　・B種

　樹種：　※下表を標準とし変更する場合は、事前に監督員の承諾を得る事。

・窓、出入口、その他

材　種使用箇所

・床の間、階段

代用樹種を適用しない箇所：　・　

・敷居

・その他

・下張り用床材

・畳下床板

・床改め口（畳下）

・床板

・棚板

・その他

・押入

・見切り縁、回り縁、幅木、かさ木、幅木台

・壁及び天井下地

・床板張り

・桧　・松　

・合板　・　

・合板　・　

・板厚18mm以下（・杉　・　　）

・縁甲板張り（・桧　・　　　）

・桧　・　

・杉又は松　・合板

・杉又は松　・　

・杉又は松　・　

・合板(2類)　・　

・杉又は栂　・　

・杉又は栂　・　

・上り框

5.2 木　材

　　並びに下地補修

２．既存床の撤去

　　並びに下地補修

３．既存壁の撤去

５．木下地等

７．軽量鉄骨壁下地

ビニル床シートの材料：　・図示　・下表による　・　

厚さ(mm)色柄記号種　類

・DO ・　

※無地

・ﾏｰﾌﾞﾙ ・　

※2.3　・3.5

・NS

8.2 材　料

ビニル床タイル、ゴム床タイルの材料：　・図示　・下表による　・　

半硬質(CT)

軟質(CTS)

・無地

種　類

・4.0　・　

厚さ(mm)

・発泡砲層のないﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

・発泡層のあるﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

　（ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱ）

・ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ(HT)

・ｺﾞﾑ床ﾀｲﾙ

※2.0　・　

※2.0　・　

※2.0　・　

※2.0　・2.5※FS

　種類：　・　

　性能：　・体積抵抗値(1.0x109Ω)　・　

　厚さ：　・2.0mm　・4.0mm　・4.5mm　・　

・視覚障害者用床タイル張り

　厚み：　・2mm　・15mm　・20mm　・30mm　・　

・耐動荷重性床シート張り：　種類（　）厚さ（　）

・ビニル幅木の厚み：　※1.5mm以上　・　

・ビニル幅木の高さ：　※60mm　・100mm　・　　

・ﾏｰﾌﾞﾙ ・4.0　・　

・帯電防止床ｼｰﾄ張り　・帯電防止床ﾀｲﾙ貼り

　種類：　・合成ｺﾞﾑ貼付用　・合成ｺﾞﾑ埋込用　・合成ｺﾞﾑ裏面CON

　　　　　・せっ器質ﾀｲﾙ　・ｺﾝｸﾘｰﾄ

8.3 工　法

熱溶接工法：　・適用する　・適用しない

下地の工法：　※ﾓﾙﾀﾙ塗り下地　※木造下地　・図示　・　

◎織じゅうたん

　色柄：　・無地　・柄物

9.3 材　料

　帯電性の適用：　・適用しない　・適用する【人体帯電圧：　※3kV以下　・　　　】

◎タフテッドカーペット

◎ニードルパンチカーペット

◎タイルカーペット

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

パイル形状 寸法(mm) 総厚さ(mm)

※6.5

・　

※500x500

・　

※第１種

・第２種

種　類

　パイル形状：　・ﾙｰﾌﾟ　・ｶｯﾄ　・　

　パイル長：　・図示　・　mm

　種別：　・A種　・B種　・C種

◎下敷き材

タイルカーペットの敷き方（平場）：　※市松敷き　・　

　　　　　　　　　　（階段部分）：　※模様流し　・　

9.4 工　法

・ｶｯﾄ/ﾙｰﾌﾟ併用

　パイル形状：　・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ　・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ　・ｶｯﾄ／ﾙｰﾌﾟ併用

タフテッドカーペットの工法：　・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法　・全面接着工法　・　

※第1種ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

　下敷き材：　※反毛フェルト第2種2号(呼厚8mm)　・　

　厚さ：　・4mm　・7mm　・　

種　類 厚さ(mm)

・弾性ｳﾚﾀﾝ塗り床材

・ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗り床材

仕上げ種類

※平滑　・防滑　・つや消し

・薄膜流し展べ

・厚膜流し展べ：　※平滑　・防滑

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ：　・平滑　・防滑

・2

・2

・3

・4

10.3 工　法

10.2 材　料

１０．合成樹脂塗床

９．カーペット敷

８．ビニル床シート、

　　ビニル床タイル、

　及びゴム床タイル張り

原図：A2

６．軽量鉄骨天井下地
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■memo ■check ■scale ■drawing title ■project title ■drawing no. ■sheet no.一級建築士       登録第146490号
一級建築士事務所 登録第1-169 号

管理建築士：山田　賢治

Architectural

Kisho

Design Office

client

contractor

architect （有）貴匠設計 Kisho Architectural Design Office改修特記仕様書（その４） A-5旧津市河芸プール管理棟改修工事

章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項 章 項　目 特記事項

１１．フローリング張り

11.2 材　料

11.7 仕上げ

11.3～11.6 工　法

仕上げ：　※ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り　・既製仕上げ

１２．畳敷き

12.2 材　料 種別：　・A種　・B種　・C種

　　　　・D種（・KT-I　・KT-Ⅱ　・KT-Ⅲ　・KT-K　・KT-N）

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

・ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ

・弾性ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ

・複合1種ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

・複合2種ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

・複合3種ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

種　類

・　

・　

・　

・　

・　

・ｻｸﾗ

・500(L)x75(W)x15(t)以上

・303x303(L)x15(t)以上

厚さ：　・6　・7　・8

※ﾅﾗ

※ﾅﾗ

※ﾅﾗ

※ﾅﾗ

材　種

・釘留め工法(根太張)

・ﾓﾙﾀﾙ埋込み工法

・接着工法

・接着工法

・接着工法

工　法

・釘留め工法(直張り)

・接着工法・協議

・釘留め工法(根太張)

・釘留め工法(直張り)

形式寸法等(mm)LxWxｔ

・A種　・B種　※C種

・A種　・B種　※C種

・A種　・B種　※C種
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規格名称 厚さ(mm)種　類 記　号

・木毛ｾﾒﾝﾄ板

・木片ｾﾒﾝﾄ板

木質系ｾﾒﾝﾄ板

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ製品 ・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・HW　・NW

・HF　・NF

GB-S

GB-R

・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ GB-F

・せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ GB-L

・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ) GB-D

繊維強化ｾﾒﾝﾄ板 ・0.8FK

・1.0FK

・　

火山性ｶﾞﾗｽ質複層板(VSﾎﾞｰﾄﾞ) ・　

・　

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ繊維板

・DV・DO・DC

・RS・VS

・6・8・10

・6・8・10

・25・50

・9.5・12.5

・9.5・12.5

・12.5・15.0

※9.5・7

・9.5・12.5

・9.5・12.5

・ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板(ﾀｲﾌﾟ2)

13.2 材　料

13.3 工　法

◎合板

・難燃合板

材　種 厚さ(mm) 工法樹種など

・A種生地のまま又は透明塗料塗りの場合

・普通合板

・捨張り用合板

・有孔合板

・天然木化粧合板

不透明塗料塗りの場合

・針葉樹

・南洋材　・　

化粧単板のそば包み

化粧単板の厚さ

※0.3未満　・　

・行う　　※行わない

・1類

・2類

・型枠用

・構造用

・1類

・2類

・4　・5.5

・6　・　 ※B種

・A種

※B種

・A種

※B種

・A種

※B種

・A種

※B種

・6　・　

・9　・12

・4　・5.5

・　

・　

・4　・6

・4.2　・　

・ﾗﾜﾝ　・　

・ｼﾅ【・1級・2級】　 ・　 

・ﾗﾜﾝ　・　

・ｼﾅ

・ｼﾅ

表面仕上げの種類・特殊加工化粧合板

・ﾒﾗﾐﾝ　・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ　・　

・A種

※B種

・4.0　・3.0　

せっこうボードの目地処理：　・継目処理工法　・目透し工法　・突付け工法

遮音シール材：　・ｱｸﾘﾙ系ｼｰﾘﾝｸﾞ材　・ｼﾞｮｲﾝﾄｾﾒﾝﾄ

・織物系

品　質 検定区分 施工箇所

・1級　・2級　・　

・1級　・3級　・4級　・　

・1級　・2級　・　

・ｵﾚﾌｨﾝ系

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系

１４．壁紙張り

14.2 材　料 防火性能の指定：　・下表による　・図示　・　

14.3 施　工 モルタル面及びプラスター面の下地調整：　・RA種　※RB種　・RC種

コンクリート面の下地調整：　・RA種　※RB種　・RC種

せっこうボード及びその他ボード面の下地調整：　・RA種　※RB種　・RC種

既製目地：　・適用　・不適用

既製目地の形状寸法等：　・図示　・　

床の目地：　・設ける　・設けない

　工法：　※押し目地　・切り目地　・　

15.3 材　料

15.6 工　法

16.1 一般事項 伸縮調整目地の位置：　※@4m(縦･横共)　・図示　・　

タイルの見本焼き：　・行う　・行わない

タイルの試験張り：　・行う　・行わない

壁タイル張り工法：　・改良積上張り　・　

耐凍害性 色 釉薬

有 無 標準 特注 施釉 無釉

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

形式・形状寸法

(mm) 区分

用途による
備　考施工箇所

タイルの種類：　・図示　・下表による　・　

◎タイルの役物

タイルの試験張り：　・行う　・行わない

　使用箇所：　・出隅　・入隅　・幅木　・まぐさ　・窓台

　製造方法：　・接着成型品　・一体成型品

タイルの見本焼き：　・行う　・行わない

壁タイル張り工法：　・改良積上張り　・　

耐凍害性 色 釉薬

有 無 標準 特注 施釉 無釉

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

形式・形状寸法

(mm) 区分

用途による
備　考施工箇所

タイルの種類：　・図示　・下表による　・　

◎タイルの役物

　使用箇所：　・出隅　・入隅　・幅木　・まぐさ　・窓台

　製造方法：　・接着成型品　・一体成型品

16.4 接着剤による陶磁器質タイル張り

１７．セルフレベリング材塗り

17.2 材　料 品質：　・ｾﾒﾝﾄ系　・せっこう系　・　

厚さ：　・10mm　・図示

16.3 セメントモルタル

による陶磁器質タイル張り

７
章
　
塗
装
改
修
工
事

塗料の防火材料の指定：　・図示　・無　・有（　1.3 材　料

種　別塗装面の種類

※RA種　・RB種　・RC種

・RA種　※RB種　・RC種

・RA種　※RB種　・RC種

・RA種　※RB種　・RC種

・RA種　※RB種　・RC種

・RA種　※RB種　・RC種

・RA種　・RB種　・RC種

継目処理工法の場合：　・RA種　※RB種　・RC種

その他の場合：　・RA種　※RB種　・RC種

３．鉄鋼面錆止め塗料塗り

3.2 塗料の種別 亜鉛メッキ鋼面屋外：　※A種　・B種　・C種

亜鉛メッキ鋼面屋内：　※A種　・B種　・C種

亜鉛メッキ鋼面ＥＰ－Ｇ塗装下地：　・A種　・B種　※C種

3.3 錆止め塗料塗り 鉄鋼面見え掛かり部分新規塗り工法：　※A種　・B種　・C種

鉄鋼面見え隠れ部分新規塗り工法：　・A種　※B種　・C種

７
章
　
塗
装
改
修
工
事

3.3 錆止め塗料塗り

4.2 塗料の種別 種別：　※1種　・2種

木部の種別（塗替え）：　・A種　※B種

木部の種別（多孔質広葉樹）：　・A種　・B種

鉄鋼面の種別：　・A種　※B種

亜鉛めっき鋼面の種別（塗替え）：　※A種　・B種

亜鉛めっき鋼面の種別（新規）：　・A種　※B種

鉄鋼面塗替え部分工法：　・A種　・B種　※C種

木部の種別（新規外部）：　※A種　・B種

木部の種別（新規内部）：　・A種　※B種

5.2 塗料塗り

５．クリヤーラッカー塗り（ＣＬ）

種別：　・A種　※B種

７．アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り（ＮＡＤ）

7.2 塗料塗り 種別：　・A種　※B種

８．耐候性塗料塗り（ＤＰ）

鉄鋼面の種別：　・A種　・B種　・C種

亜鉛めっき鋼面の種別：　・A種　・B種　・C種

コンクリート面の種別：　・A-1種　・A-2種　・B-1種　・B-2種　・C-1種　・C-2種

押出成形ｾﾒﾝﾄ板面の種別：　・A-1種　・A-2種　・B-1種　・B-2種　・C-1種　・C-2種

コンクリート面及びモルタル面の種別：　・A種　※B種　・C種

プラスター面の種別：　・A種　※B種　・C種

せっこうボード、及びその他のボード面の種別：　・A種　※B種　・C種

屋内木部の種別（新規）：　※A種　・B種　・C種

屋内木部の種別（多孔質広葉樹）：　・A種　・B種　・C種

屋内木部の種別（塗替え）：　・A種　※B種　・C種

屋内鉄鋼面の種別：　・A種　※B種　・C種

屋内亜鉛めっき鋼面の種別：　・A種　※B種　・C種

９．つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ－Ｇ）

塗替えの場合のしみ止め：　・標準仕様書7.9.2(b)による　・図示　・　

種別：　・A種　※B種　・C種

塗替えの場合のしみ止め：　・標準仕様書7.13.2(b)による　・図示　・　

コンクリート面及びモルタル面の種別：　・A種　※B種　・C-1種　・C-2種　・C-3種

プラスター面の種別：　・A種　※B種　・C-1種　・C-2種　・C-3種

せっこうボード等面の種別：　・A種　※B種　・C-1種　・C-2種　・C-3種

種別：　・A種　※B種

１１．合成樹脂エマルション模様塗料塗り（ＥＰ－Ｔ）

１２．ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ）

種別：　・A種　※B種

１３．ラッカーエナメル塗り（ＬＥ）

種別：　・A種　※B種

１５．木材保護塗料塗り

原図：A2

１３．石こうボード、その他ボード、及び合板張り

１．一般事項

２．下地調整

１５．モルタル塗り

１０．合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ）

４．合成樹脂調合ペイント塗り（ＳＯＰ）

4.3～4.5 SOP塗料塗り

8.2～8.4 DP塗料塗り

9.2～9.5 EP-G塗料塗り

10.2 EP塗料塗り

11.2 EP-T塗料塗り

12.2 UC塗料塗り

13.2 LE塗料塗り

15.2 WP塗料塗り

１６．タイル張り

テラス 100角　ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

・木部（不透明塗料塗り部）

・木部（透明系塗料塗り部）

・鉄鋼面

・亜鉛メッキ鋼面

・モルタル、プラスター

・コンクリート、ＡＬＣパネル

・押出成形セメント板

・せっこうその他のボード
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８
章
　
耐
震
改
修
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事

１．一般事項

1.* コンクリート工事 ・本章の事項は構造特記仕様書による

1.3 ｺﾝｸﾘｰﾄの種類、強度 レディーミクストコンクリートの種別：　※Ｉ類　・Ⅱ類

・構造躯体（　階～　階）

・構造躯体（　階～　階）

使用骨材による種類：　・普通コンクリート（下表による）　・図示

使用骨材による種類：　・軽量コンクリート（下表による）　・図示

・捨てコンクリート

・構造躯体（基礎～　階）

施工部位 設計基準強度(N/mm2)

設計基準強度(N/mm2)

備　考

備　考施工部位

スランプ：　※18cm　・図示　・　　1.4 ｺﾝｸﾘｰﾄの品質

コンクリート部材の許容差及び測定方法：　・標準仕様書8.1.4(d)(1)による　・　

1.* 鉄筋工事 ・本章の事項は構造特記仕様書による

1.* 鉄骨工事 ・本章の事項は構造特記仕様書による

30

24

・18　・21

・18　・21

・18　・21

・18　・21

・打放し補修下地部

・基礎部

・化粧打放し部

打放し仕上げの種別（合板せき板を用いる場合）

備　考種別施工部位

コンクリートの仕上りの平坦さ：　・標準仕様書 表8.1.4による　・　

製作工場のグレードは下記同等以上で大臣認定された工場とする：

施工監理技術者：　・適用する　・適用しない

1.5 鉄骨製作工場

現寸図は必要に応じて作成する

高力ボルト、普通ボルト、アンカーボルトのヘリ、ピッチ、ゲージ等：

　・鉄骨工作標準図による又、同図面に記載なき事項は国土交通大臣官房官庁営繕部

　　「建築鉄骨設計基準及び同解説」による鉄骨設計基準図による。

　・図示　・　

1.6 鉄骨の工作図

A種

B種

C種

　　・Sｸﾞﾚｰﾄﾞ　・Hｸﾞﾚｰﾄﾞ　・Mｸﾞﾚｰﾄﾞ　・Rｸﾞﾚｰﾄﾞ　・Jｸﾞﾚｰﾄﾞ

2.1 鉄　筋

2.2 溶接金網 溶接金網の寸法、径：　・φ6x150x150　・φ6x100x100　・φ4.5x50x50　・図示　・　

鉄筋の種類：　・SR295　・SD295A　・SD295B　・SD345　・SD390　・図示　・　

2.4 あと施工アンカー あと施工アンカーの種類：　・金属系ｱﾝｶｰ　・接着系ｱﾝｶｰ　・図示　・　

あと施工アンカーの性能確認試験：　・行う　・行わない　・　

セメントの種類：　※普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　※混合ｾﾒﾝﾄA種　・高炉ｾﾒﾝﾄ　・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄ

◎金属系アンカー

　引張耐力：　・図示　・　

　せん断耐力：　・図示　・　

◎接着系アンカー

　引張耐力：　・図示　・　

　せん断耐力：　・図示　・　

　アンカー筋の径：　・図示　・　

　アンカー筋の埋込深さ：　・図示　・　

　アンカー筋の種類：　・図示　※異形棒鋼　・　

　アンカー筋の新設壁内への定着長さ：　・図示　※標準仕様書8.2.4(c)(6)による

フェロニッケルスラグ細骨材の使用：　・使用する　・使用しない

　アンカーの種類：　・図示　・ｶﾌﾟｾﾙ型　・　

　アンカー本体のセット方式：　・図示　※本体打込み式改良型　・　

2.5 ｺﾝｸﾘｰﾄの材料・調合

骨材のアルカリシリカ反応性による区分：　※A ・B

鋼スラグ細骨材の使用：　・使用する　・使用しない

電気炉酸化スラグ細骨材の使用：　・使用する　・使用しない

混和剤：　・AE剤　・AE減水剤　・高性能AE減水剤　・　

混和材：　・ﾌﾗｲｱｯｼｭ　・高炉ｽﾗｸﾞ微粉末　・膨張剤　・　

2.5 ｺﾝｸﾘｰﾄの材料・調合

2.6 構造体用ﾓﾙﾀﾙの調合 モルタルの圧縮強度：　・図示　・18N/mm2　・　

モルタルのフロー値：　・図示　・180mm未満　・180mm以上240mm未満　・240mm以上　

スリーブ：　※標準仕様書8.2.6(i,ⅱ)による　・図示

　　　　　　・硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管　　・溶融亜鉛めっき鋼管・鋼管　　・つば付き鋼管

　　　　　　・つば付き鋼管　　・紙ﾁｭｰﾌﾞ

2.6 型枠の材料 型枠の材料等：　・下表による　・図示　・　

・針葉材

※南洋材

※複　合

材質

・合板

種類

※｢ｺﾝｸﾘｰﾄ型枠用合板のJAS｣・12mm

種別・厚さ

・床型枠用鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ

・｢ｺﾝｸﾘｰﾄ型枠用合板のJAS｣・15mm

抜取試験の方法：　※超音波探傷試験　・引張試験　・　3.9 圧接完了後の試験

2.7 鋼　材

・構造躯体（　階～　階）

・構造躯体（　階～　階）

施工部位 備　考材質（種類の記号）

・構造躯体

鋼材の材質：　・下表による　・図示　・　

SS400

SM490A

STKR400

BCR295

SN400C SN400A

SSC400

鋼材の形状及び寸法：　・図示　・　

　　　　・溶融亜鉛めっき高力ﾎﾞﾙﾄ1種(F8T相当)　

高力ボルトの径：　・図示　・　

2.8 高力ボルト

2.9 溶接材料 溶接棒等(標準仕様書表8.2.7)及びガス以外の溶接材料：　・図示　・　

2.10 柱底均しモルタル

2.11 連続繊維ｼｰﾄ及び

　　　含浸接着樹脂等

材料：　・図示　・　　

工法：　・図示　・　　

引張強度、ヤング係数等：　・図示　・　　

モルタルの種類：　・図示　・無収縮ﾓﾙﾀﾙ　・　

引張りを受ける鋼板の試験：　・適用する　・適用しない　・図示　・　2.12 鋼材の材料試験等

無収縮モルタルの調合：　※標準仕様書8.2.10(b)(1)～(4)による　・図示　・　

種類：　・ﾄﾙｼｱ型高力ﾎﾞﾙﾄ2種(S10T)　・JISの高力ﾎﾞﾙﾄ2種(F10T)

3.4 継手及び定着

継手の位置：　・図示　・　

主筋の重ね継手長さ：　※標準仕様書5.3.4(c)(1)による　・図示　・　

耐力壁鉄筋の重ね継手長さ：　※標準仕様書5.3.4(c)(1)による　・図示　・　

３．鉄筋の加工及び組立

継手の種類：　・重ね継手　・ｶﾞｽ圧接継手　・機械継手　・図示　・　

先組み工法等の継手の位置：　・図示　・　

柱への梁引っ張り鉄筋の定着長さ：　※標準仕様書5.3.4(d)(1)による　・図示　・　

3.5 鉄筋のかぶり厚さ

　　　　　　及び間隔 　　　・図示　・40mm　・50mm　・60mm　・　　

土に接する柱、梁、スラブ及び壁の鉄筋のかぶり厚さ（軽量コンクリートの場合）：

塩害を受ける恐れのある部分等の鉄筋のかぶり厚さ：　・図示　・　

特殊な鉄筋継手のあき寸法：　・図示　・　

3.7 壁の配筋及び補強 壁の配筋：　・図示　・　　

開口部の補強筋：　・図示　・　　

機械式継手の種類：　・図示　・　　4.2 機械式継手　

機械式継手の工法及び品質の確認方法等：　・図示　※標準仕様書8.4.2.(c)による

４．鉄筋の機械式継手及び溶接継手

4.3 溶接継手　 溶接継手の工法：　・図示　・　　

品質の確認方法：　・図示　・　　

不良継手部の修正方法：　・図示　※標準仕様書8.4.3.(c)による

型枠セパレーターとしてのシアコネクタの使用：　・適用する　・適用しない

７．コンクリートの工事現場内運搬並びに打込み及び締固め

7.8 型枠工事 外部に面する打放し仕上げの増打厚さ：　・25mm　・20mm　・15mm　・　

施工部位 備　考種類

・1種 ・2種

・1種 ・2種

・1種 ・2種

・屋上防水押え

所要気乾単位容積重量：　・図示　・　　kN/m3

軽量コンクリート種類：　・下表による　・図示　・　

土に接する軽量コンクリートの使用：　・使用する【使用箇所：・図示　・　　　】

水に接する軽量コンクリートの使用：　・使用する【使用箇所：・図示　・　　　】

9.1 一般事項

９．軽量コンクリート

１０．暑中コンクリート

10.2 材料及び調合 構造体強度補正値(S)：　※6 N/mm　・　

１１．あと施工アンカー工事

１３．高力ボルト接合

すべり係数試験の実施：　・行わない　・行う

試験の方法、試験片の摩擦面の状態：　・図示　・　

13.2 摩擦面の性能及び

 　　　　　　　　処理

ﾎﾞﾙﾄ長さがねじの呼びの５倍をJIS型ﾎﾞﾙﾄのﾅｯﾄ回転法の回転量：　・120°　・　13.7 締付け

12.9 仮　組 仮組の実施：　・行わない　・行う

11.5 施工確認試験 施工試験：　※引張試験機による引張試験　・図示　・　

確認強度：　・図示　・　

１２．鉄骨工作

11.2 穿　孔 埋込配管等の調査方法：　・図示　・　

完全溶け込み溶接部の超音波探傷試験：　・適用する　　・適用しない

スカラップの形状：　・図示　・　

14.11 溶接部の試験

放射線透過試験：　・適用する　　・適用しない

　製作工場の社内検査：　・行わない　※行う（全数検査を行い試験結果報告書を提出）

　第三者機関による検査：　※行う　・行わない

　ＡＯＱＬ：　・2.5％　※4.0％

　検査水準：　・第1水準　・第2水準　・第3水準　・第4水準　・第5水準　※第6水準

　第三者機関による検査：　※行う　・行わない

　ＡＯＱＬ：　・2.5％　※4.0％

溶接技能者の技量付加試験：　・行わない　・行う

エンドタブの切除の有無：　・有り　・無し

開先の形状：　・図示　・　

１４．溶接接合

14.3 溶接技能者

14.4 材料準備

14.7 溶接施工

8.3 塗料の種別

１６．鉄骨の錆止め塗装

ＳＲＣ造の鋼製スリーブ（鉄骨に溶接されたもの）の内面：

耐火被覆材の接着面：　・図示　・標準仕様書 表7.3.1【・A種　・B種　・C種】　・　

　・図示　・標準仕様書 表7.3.1【※A種　・B種　・C種】　・　

耐火被覆材の種別及び性能：　※図示　・　

１７．耐火被覆

17.2 種別及び性能

１９．現場打ち鉄筋コンクリート壁の増設工事

19.2 既存部分の撤去等 既存仕上げの撤去範囲：　※標準仕様書8.19.2(a)(1)による　・協議による　・　

設備配管等の撤去範囲：　※標準仕様書8.19.2(a)(2)による　・　

設備配管等の移設範囲等：　※標準仕様書8.19.2(a)(2)による　・　

既存構造体の撤去範囲：　・図示　・協議による　・　

既存構造体の鉄筋、鉄骨の処置：　・図示　・　

既存部分の目荒しの程度：　・図示　・　19.3 既存部分の処理

◎工場溶接の場合

◎工事現場溶接の場合

　【エンドタブの切除の適用箇所：・図示　・　　　　　　　　　　　　　　　　　】

19.6 鉄筋の加工、組立 割裂補強筋の仕様：　・図示　・　

19.8 ｺﾝｸﾘｰﾄの打込み 打込み工法：　・流込み工法　・圧入工法　・図示　・　　

既存構造体と増設壁との取合い：　※標準仕様書8.19.9による　・図示　・　19.9 既存との取合い

２０．鉄骨ブレースの設置工事

増設後の仕上げ：　・図示　・　

20.7 既存との取合い 割裂補強筋の仕様：　・図示　・　

ブレース設置後の仕上げ：　・図示　・　

19.10 仕上げ

20.9 仕上げ

２１．柱補強工事

21.5 溶接金網巻き工法

柱脚の隙間：　・図示　・設ない　・設ける溶接閉鎖フープ巻き工法

工法の種別：　・溶接金網巻き工法　・溶接閉鎖フープ巻き工法

打込み工法：　・流込み工法　・圧入工法　・図示　・　　

21.6 鋼板巻き工法及び

柱脚の隙間：　・図示　・設ない　・設ける

21.7 連続繊維補強工法

柱頭の隙間：　・図示　・設ない　・設ける

柱の隅角部の面取りの形状、寸法：　・図示　・　

連続繊維補強材の引張強度試験の数量：　・図示　

連続繊維補強材の付着強度試験の数量：　・図示　

21.8 仕上げ 補強工事後の仕上げ：　・図示　・　

グラウトの厚さ：　※60mm　・図示　・　

 　　帯板巻き付け工法

工法の種別：　・鋼板巻き工法　・帯板巻き付け工法

ひび割れ部の改修工法：　・特記仕様書4.1.4に準拠する　・図示　・　

柱頭の隙間：　・図示　・設ない　・設ける21.5 溶接金網巻き工法

溶接閉鎖フープ巻き工法 コンクリートの厚さ：　・60mm　・図示　・　

２２．耐震スリット新設工事

22.2 施　工 スリットの幅、及び深さ：　・図示　・　

耐火充填材の仕様箇所、及び仕様：　・図示　・　

遮音充填材の仕様箇所、及び仕様：　・図示　・　

２３．免震改修工事

23.7 支承材・減衰材

減衰材の材質等：　・図示　・　

支承材の材質等：　・図示　・　

製品検査の項目等：　・図示　・　　

性能確認試験の項目：　・図示　・　

性能確認試験の数量：　・図示　・　

23.10 支承材又は

　　　　 減衰材の設置

割裂補強筋の適用：　・図示　・　

材料の防錆処置：　・図示　※ﾒｰｶｰ仕様による　

材料の設置位置寸法の許容差：　・図示　・ﾒｰｶｰ仕様による　

別置の材料の種類、形状、寸法、数量等：　・図示　・ﾒｰｶｰ仕様による　

支承材又は減衰材設置後の仕上げ：　・図示　・　23.13 仕上げ

23.14 耐火被覆 支承材への耐火被覆の適用及び仕様：　・図示　・　

23.15 免震

　　ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ等

23.16 検　査

免震化部に設置するエキスパンションジョイントの仕様及び工法：

検査の項目：　※標準仕様書8.23.17による　・図示　

２４．制振改修工事

24.2 既存部分の撤去等 既存鉄骨の撤去範囲及び方法：　・図示　・　

既存鉄骨の処置：　・図示　・　

24.4 減衰材 減衰材の材質等：　・図示　・　

製品検査の項目等：　・図示　・　　

性能確認試験の項目：　・図示　・　

性能確認試験の数量：　・図示　・　

24.6 減衰材の設置

割裂補強筋の適用：　・図示　・　

24.8 仕上げ 減衰材設置後の仕上げ：　・図示　・　

　・図示　・ﾒｰｶｰ推奨仕様による　・　

材料の防錆処置：　・図示　※ﾒｰｶｰ仕様による　

材料の設置位置寸法の許容差：　・図示　・ﾒｰｶｰ仕様による　

別置の材料の種類、形状、寸法、数量等：　・図示　・ﾒｰｶｰ仕様による　

24.9 検　査 検査の項目：　・図示　・　　

１．アスベスト含有建材の処理工事

アスベスト含有建材撤去後の仕上げ：　・図示　・　

分析によるアスベスト含有の調査：　・行わない　・行う　・図示　・　

1.1 一般事項

アスベスト粉塵濃度測定：　・行わない　・行う　・図示　・　

２．断熱アスファルト防水改修工事

施工部位 備　考工法／種別

・P1BI／・BI-1　・BI-2

・P2AI／・AI-1　・AI-2

断熱材：t=

断熱材：t=

断熱材：t=

断熱材：t=

断熱材：t=

断熱材：t=

・M3DI／・DI-1　・DI-2

・M4DI／・DI-1　・DI-2

・P0DI／・DI-1　・DI-2

・T1BI／・BI-1　・BI-2

３．外断熱改修工事

封じ込め処理：　・適用しない　・適用する【処理方法：　・図示　・　　　　　　】

囲い込み処理：　・適用しない　・適用する【処理方法：　・図示　・　　　　　　】

　　　吹付け材の除去

1.3 アスベスト含有

除去工法：　※標準仕様書9.1.3(b)(1)による　・図示　・　

2.3 改修工法の種類等

3.2 材　料

９
章
　
環
境
配
慮
改
修
工
事

・PHR階屋上

・R階屋上

断熱材の種類及び厚さ：　・図示　・　

外装材の種類及び防火性能：　・図示　・　

既存外壁下地欠損部の改修方法：　・図示　・　

3.4 工　法

外装材の施工：　・図示　・　

既存外壁仕上げ材の撤去：　・図示　・全面撤去　・部分撤去　・　

既存外壁下地面の清掃：　・図示　・　

3.3 既存外壁の処置

４．ガラス改修工事

4.2 材　料 複層ガラスの種類・組合せ・厚さ：　・図示　・　

複層ガラスの断熱性・日射遮蔽性区分：　※U3-1　・U3-2

厚さ(mm)

・25　・　

種　類 種　別

・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

・　

・A種　・　　

・　・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ

・　

・　

吹付け厚さ(mm）　・図示　・25　・30　・20 

・25　・50・3種：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ下端　

5.2 断熱材打込工法

5.3 現場吹付発砲断熱材

種類：　・A種1　・　

難燃材：　・1級　・2級　・3級

５．断熱・防露改修工事

除去物の処理：　※密封処理　・ｾﾒﾝﾄ固化　・図示　・　

断熱材の施工方法：　※ﾒｰｶｰ仕様による　・図示　・　

材料：　・吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ　・　

６．屋上緑化改修工事

6.2 材　料

地被類の樹種／芽立数／コンテナ径／コンテナ数：　・図示　・　　

縁材、舗装材、水抜き管、マルチング材等：　・図示　・　

6.3 工　法 建設省告示第1458号に対応した工法：　・　

灌水装置の設置／種類：　・設置しない　・設置する【種類：　・図示　・　　　　】

既存保護層等の撤去：　・撤去しない　・撤去する

新植芝、地被類の枯保証期間：　・１年　・半年　・　6.4 枯補償

芝の種類：　・ｺｳﾗｲｼﾊﾞ　・ﾉｼﾊﾞ　・　

A-6
原図：A2

　接合筋の径及び長さ：　・図示　・　Ｄ10　Ｌ＝400以上　

　アンカー本体の径：　・図示　　・　φ13

　アンカー本体の埋込深さ：　・図示　　・　65 mm以上

21+S

２．材　料
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外部仕上表

屋根

軒裏

外壁

樋

根廻り

建具

犬走り

改修後

現況

現況

改修後

現況

改修後

現況

改修後

現況

改修後

現況

改修後

現況

改修後

現況

改修後

内部仕上表

階数 室名 巾木 壁 天井 廻り縁 天井高 備考

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押え

※特記なき限り全て既設のまま

旧津市河芸プール管理棟改修工事仕上表

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9　VP吹付け

均しﾓﾙﾀﾙ下地　冷工法ｱｽﾌｧﾙﾄ防水　ｼﾝｸﾞﾙ葺き

LGS下地　石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t6　VP塗

合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上吹付けﾀｲﾙ

ｱﾙﾐｻｯｼ（一部撤去）

軒樋：ｽﾃﾝﾚｽt0.5加工 竪樋：硬質塩ビ管100φ　VP塗

素地ごしらえ（B種）の上　EP塗

現況のまま

現況のまま 一部ｱﾙﾐｻｯｼ取付け

ﾃﾗｽ床：100角磁気ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ貼

小口磁器ﾀｲﾙ貼
現況

改修後
ﾎｰﾙ

ﾓﾙﾀﾙ金鏝押えの上長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt2.0

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt2.0事務室 ﾋﾞﾆｰﾙ巾木　H75 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ9 2,500
ﾓﾙﾀﾙ　AEP塗
一部100角内装ﾀｲﾙ

医務室兼控室 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt2.0 2,500ﾓﾙﾀﾙ　AEP塗

現況

現況

自販機室 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt2.0　貼替え 2,500

撤去

現況器具庫 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 木毛ｾﾒﾝﾄ板ｔ20打込　白ｾﾒﾝﾄ吹付け

現況 2,500石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t6　AEP塗

改修後体育器具庫

現況のまま

現況のまま

TB　H75 現況のまま

ﾋﾞﾆｰﾙ巾木　H75 撤去

撤去

素地ごしらえ（B種）の上EP塗　塗替え

ﾋﾞﾆｰﾙ巾木　H75

ﾓﾙﾀﾙ塗　H75

現況のまま
現況のまま

LGS下地共撤去

現況のまま

現況

改修後

ﾓﾙﾀﾙ金鏝押え 木毛ｾﾒﾝﾄ板ｔ20打込　白ｾﾒﾝﾄ吹付け

機械室
現況のまま

ﾓﾙﾀﾙ塗　H75

現況のまま

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

現況のまま
現況のまま

現況 2,500石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t6　AEP塗ﾓﾙﾀﾙ　AEP塗女子ﾛｯｶｰ室

改修後

改修後

多目的便所

女子便所

男子便所

改修後

改修後

ﾋﾞﾆｰﾙ巾木　H75 撤去

RC壁撤去跡：ﾓﾙﾀﾙ金鏝押え

RC壁撤去跡：ﾓﾙﾀﾙ金鏝押え
長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt2.0　貼

既設ﾓﾙﾀﾙ壁　EP塗替え

既設ﾓﾙﾀﾙ壁　EP塗替え

既設ﾓﾙﾀﾙ壁　EP塗替え

下地（LGS共）撤去

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ9.5（LGS下地）

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ9.5（LGS下地）

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ9.5（LGS下地）

2,500

2,500

2,500

現況 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt2.0 2,500ﾓﾙﾀﾙ　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞVP吹付け
ｱﾙﾐﾙｰﾊﾞｰ

女子洗面所

現況

現況 25角磁器ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼 100角内装ﾀｲﾙ貼 2,400石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t6　AEP塗

女子ｼｬﾜｰ室

女子便所

休憩室1

一部25角磁器ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼 一部100角内装ﾀｲﾙ

ﾓﾙﾀﾙ　AEP塗 石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t6　AEP塗

撤去

撤去

撤去

撤去

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt2.0　貼
床撤去跡：ﾓﾙﾀﾙ金鏝押え

ﾋﾞﾆｰﾙ巾木　H75

ﾋﾞﾆｰﾙ巾木　H75

100角内装ﾀｲﾙ貼

撤去

撤去

撤去

塩ﾋﾞｿﾌﾄ巾木H75

一部塩ﾋﾞｿﾌﾄ巾木H75

塩ﾋﾞｿﾌﾄ巾木H75

塩ﾋﾞｿﾌﾄ巾木H75

塩ﾋﾞｿﾌﾄ巾木H75

塩ﾋﾞｿﾌﾄ巾木H75

撤去

撤去

撤去

既設ﾓﾙﾀﾙ壁　EP塗替え
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ9.5（LGS下地）

現況 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt2.0 2,500ﾓﾙﾀﾙ　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞVP吹付け
ｱﾙﾐﾙｰﾊﾞｰ

現況

現況 25角磁器ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼 100角内装ﾀｲﾙ貼 2,400石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t6　AEP塗

一部25角磁器ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼 一部100角内装ﾀｲﾙ

ﾓﾙﾀﾙ　AEP塗 石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t6　AEP塗

撤去

撤去

撤去

撤去

ﾋﾞﾆｰﾙ巾木　H75

ﾋﾞﾆｰﾙ巾木　H75

100角内装ﾀｲﾙ貼

撤去

撤去

撤去 撤去

撤去

撤去男子洗面所

男子ｼｬﾜｰ室

男子便所

休憩室2 改修後
長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt2.0　貼
床撤去跡：ﾓﾙﾀﾙ金鏝押え

塩ﾋﾞｿﾌﾄ巾木H75
既設ﾓﾙﾀﾙ壁　EP塗替え

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ9.5（LGS下地）

現況 2,500石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t6　AEP塗ﾓﾙﾀﾙ　AEP塗
一部100角内装ﾀｲﾙ

撤去 ﾋﾞﾆｰﾙ巾木　H75 撤去 下地（LGS共）撤去男子ﾛｯｶｰ室

休憩室3 改修後
長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt2.0　貼
床撤去跡：ﾓﾙﾀﾙ金鏝押え

塩ﾋﾞｿﾌﾄ巾木H75
既設ﾓﾙﾀﾙ壁　EP塗替え

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ9.5（LGS下地）

2,500

2,500

2,500

2,500

2,500

現況 100角磁器ﾀｲﾙ貼 吹付ﾀｲﾙ 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9　VP吹付け

廊下
改修後

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt2.0　貼
床撤去跡：ﾓﾙﾀﾙ金鏝押え

TB　H75 現況のまま

一部塩ﾋﾞｿﾌﾄ巾木H75

下地（LGS共）撤去

下地（LGS共）撤去

下地（LGS共）撤去

下地（LGS共）撤去

一部100角内装ﾀｲﾙ

一部100角内装ﾀｲﾙ現況のまま 撤去

改修後

一部小口ﾀｲﾙ貼

その他

玄関ｱﾌﾟﾛｰﾁ

別途工事

石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ9.5（LGS下地）EP塗
既設吹付ﾀｲﾙ　EP塗替え（ﾛｰﾗｰ）

素地ごしらえ（B種）の上EP塗　塗替え

天井裏表し

塩ﾋﾞ廻り縁

塩ﾋﾞ廻り縁

塩ﾋﾞ廻り縁

塩ﾋﾞ廻り縁

塩ﾋﾞ廻り縁

塩ﾋﾞ廻り縁

塩ﾋﾞ廻り縁

塩ﾋﾞ廻り縁 2,500

2,500

ｱｸﾘﾙﾋﾟｸﾄｻｲﾝ150角

ｱｸﾘﾙﾋﾟｸﾄｻｲﾝ150角

ｱｸﾘﾙﾋﾟｸﾄｻｲﾝ150角

ｱｸﾘﾙ室名札（平付）

ｱｸﾘﾙ室名札（平付）

ｱｸﾘﾙ室名札（平付）

撤去

一部ﾓﾙﾀﾙ　AEP塗

ﾓﾙﾀﾙ金鏝　EP塗
一部ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板（LGS100下地）　t10+10　EP塗

ｱｸﾘﾙ室名札（平付）

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ9 LGS下地共撤去

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ9LGS下地　貼替え

RC壁撤去跡：ﾓﾙﾀﾙ金鏝押え
100角内装ﾀｲﾙ撤去跡：そのまま

ﾓﾙﾀﾙ　AEP塗　現況のまま

ﾓﾙﾀﾙ金鏝押え
RC壁撤去跡：

濾過装置撤去（設備工事）

撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝

ﾓﾙﾀﾙ金鏝

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt2.0　貼

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt2.0　貼

一部ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板（LGS100下地）　t10+10　EP塗

一部ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板（LGS100下地）　t10+10　EP塗

一部ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板（LGS100下地）　t10+10　EP塗

一部ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板（LGS100下地）　t10+10　EP塗

一部ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板（LGS100下地）　t10+10　EP塗

一部ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板（LGS100下地）　t10+10　EP塗

一部ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板（LGS100下地）　t10+10　EP塗（ﾛｰﾗｰ）

既設窓廻りｼｰﾘﾝｸﾞ撤去

新設、既設窓廻りｼｰﾘﾝｸﾞ20*10 既設木額縁SOP塗替

西面ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ取付SOP塗、既設ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽSOP塗替え

延べ面積 必要開口面積(1/30)

272㎡ 9.07㎡

有効開口面積

15.515㎡

判定

O K

備　　考

新 新 既 既新

(AD-1)+(AD-2)+(AW-1)+(AW-3)+(AW-4)

(1.8×2)+(1.1×2)+(0.93×1.5×3)+(0.905×2)+(0.93×2×2)=15.515

客利用面積＝101.81/3＝33.9人

■　消防法による有窓階のチェック

■　消防設備

用途:集会場　(1)項ロ 消火器ＡＢＣ10型　2本、誘導灯設備、非常警報設備、防火管理者の選任

（建築工事） （電気設備工事）

下地（LGS共）撤去

下地（LGS共）撤去

下地（LGS共）撤去

既存のまま（水洗いのみ）

一部ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板（LGS100下地）　t10+10　EP塗

小口ﾀｲﾙ部　水洗いﾞ下地調整後複層塗材E吹付（凹凸模様）

原図：A2

多目的便所、ﾛｯｶｰ室

軒樋：現況のまま 竪樋：現況のまま

A-8

ﾃﾗｽ屋根：ｱﾙﾐﾃﾗｽ屋根既成品取付け　W1,800×H2,500程度　DW認定品（ｽﾋﾟｰﾈＲ600ﾀｲﾌﾟ同等以上　LIXIL）

100角磁器ﾀｲﾙ貼

ﾓﾙﾀﾙ金鏝押え

ﾓﾙﾀﾙ金鏝

ﾓﾙﾀﾙ金鏝

：アスベスト含有建材を示す。

床　　※特記なき限り下地共撤去とする。

撤去

撤去（仕上げのみ）

撤去（仕上げのみ）

ﾓﾙﾀﾙ金鏝

ﾓﾙﾀﾙ金鏝

撤去
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：消火器ＡＢＣ10型
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改修前平面図　S=1:100

原図：A2

医務室兼控室

ﾛｯｶｰ室多目的便所

A-9
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改修前、後屋根伏図　S=1:100
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改修前東立面図　S=1:100 改修前西立面図　S=1:100

改修前北立面図　S=1:100

改修前南立面図　S=1:100

改修前立面図

凡例

A

B

改修前外部仕上表

C

D

E

均しﾓﾙﾀﾙ下地　冷工法ｱｽﾌｧﾙﾄ防水　ｼﾝｸﾞﾙ葺き

LGS下地　石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t6　VP塗

合板型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しの上吹付けﾀｲﾙ

竪樋：硬質塩ビ管100φ　VP塗
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既設外壁：RC壁t120ﾓﾙﾀﾙ共撤去範囲

原図：A2
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B 素地ごしらえ（B種）の上　EP塗

小口ﾀｲﾙ部　水洗い

小口ﾀｲﾙ部　水洗い

改修後外部仕上表

D

E

竪樋：EP塗に塗替え

既設のまま

C
ひび割れ補修（Uカットシール充填工法）

※外壁補修施工前に全面調査を実施し、監督員と協議の上、施工数量を決定する。

原図：A2

高圧洗浄後下地調整の上複層塗材E吹付（凹凸模様）
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原図：A2

土間ｺﾝt120
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床：100角磁器ﾀｲﾙ貼　撤去（ﾓﾙﾀﾙ下地共）
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化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ9.5（LGS下地共）

石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ9.5（LGS下地共）EP塗

下地調整（B種）の上　EP塗

下地調整（B種）の上EP塗　
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既設床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt2.0仕上（ﾓﾙﾀﾙ下地共）撤去
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原図：A2
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※排水溝ﾓﾙﾀﾙ撤去あとﾓﾙﾀﾙ埋めとする。
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ｸﾚｾﾝﾄ、ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ　他一式　（AD-3のみ施錠付）

下部：網入り型板ｶﾞﾗｽt=6.8　上部：ﾄｰﾒｲｶﾞﾗｽt=5　ﾗﾝﾏ：ﾄｰﾒｲｶﾞﾗｽt=3
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ｱﾙﾐｶﾞﾗﾘ150X650、その他一式

休憩室1、2、3

鋼製軽量親子ﾄﾞｱ

ﾄﾞｱ見込：40

強化型板ｶﾞﾗｽ 4㎜

女子便所、男子便所

強化型板ｶﾞﾗｽ 4㎜

ﾄﾞｱ見込：40

女子便所 男子便所

ﾗﾊﾞﾄﾘｰﾋﾝｼﾞ、内開きﾛｯｸ、その他一式 ﾗﾊﾞﾄﾘｰﾋﾝｼﾞ、内開きﾛｯｸ、その他一式

改修後建具表

LSD

ｱﾙﾐ（ｶﾞﾗﾘﾗﾝﾏ付）引き違い戸

原図：A2

A-27

下部：網入型板ｶﾞﾗｽt=6.8　上部：ﾄｰﾒｲｶﾞﾗｽt=5　ﾗﾝﾏ：ｱﾙﾐｶﾞﾗﾘ

※新設 ※新設 ※新設 ※新設 ※新設 ※新設

※新設 ※新設 ※新設 ※新設
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内壁取合い部　S=1:10

雑詳細図S=1:10、30

あと施工ｱﾝｶｰD10@150

あと施工ｱﾝｶｰD10@150

（金属拡張）

（金属拡張）

鉄筋：縦横共D10@150

体育器具庫

ﾃﾗｽ体育器具庫

土間ｺﾝ取合い部　S=1:30 面台詳細図　S＝1：30

面台：ｽﾃﾝﾚｽ t=1.5 SUS304 HL

あと施工ｱﾝｶｰD10@400
（金属拡張）

ﾓﾙﾀﾙ金鏝t30

新設土間ｺﾝt120　鉄筋 D10@200縦横共

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.15

新設：ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁

FL

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt2.0　貼

砕石t=120転圧

塩ﾋﾞｿﾌﾄ巾木H75

25 見付25、D120

1,
20

0

120

（LGS100下地）

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ詳細図　S＝1：10

新設ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：木製W150H75　SOP塗

自販機室

砕石t=140転圧

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑt=0.15

新設土間ｺﾝt120　鉄筋 D10@200縦横共

ﾓﾙﾀﾙ金鏝t30

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt2.0　貼

あと施工ｱﾝｶｰD10@400
（金属拡張）

新設土間 既設土間

あと施工ｱﾝｶｰD10@400
（金属拡張）

耐水合板t12+ｹｲｶﾙt6貼　EP塗

外壁取合い部　S=1:30　　※2通り＠C-D軸間腰壁閉塞も同要領とする。

無収縮ﾓﾙﾀﾙ　H＝200

原図：A2

※

A-28

印は，ｼｰﾘﾝｸﾞ（PU-2）とする。

LGS100W下地ｹｲｶﾙt15+15EP塗

LGS100W下地ｹｲｶﾙt15+15EP塗 既設ﾓﾙﾀﾙ

既設RC壁がｔ120の場合

四方ｼｰﾘﾝｸﾞ（PU-2）20×10

既設ﾓﾙﾀﾙLGS100W下地ｹｲｶﾙt10+10EP塗

LGS100W下地ｹｲｶﾙt10+10EP塗

既設RC壁がｔ100の場合

四方ｼｰﾘﾝｸﾞ（PU-2）20×10

テラス屋根　S=1：30　　　　（参考図）
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　　　　DW認定品　ｽﾋﾟｰﾈＲ600ﾀｲﾌﾟ同等以上　LIXIL
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取り付け金物（ﾃﾗｽ屋根工事）
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1項ロ

  壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

名　　　　称 測　　　点 取付高［mm］

ブラケット（一般） 床上～中心 2,100

　　〃　　（踊場） 　 〃　　 2,500

　　〃　　（鏡上） 鏡上端～中心 150

1,500以上避難口誘導灯 床上～下端

1,000以下廊下通路誘導灯 床上～上端

スイッチ（一般） 床上～中心 1,300

　　〃　（多機能トイレ） 〃 1,100

コンセント､電話用アウトレット､直列ユニット（一般） 〃 300

　　　　　　　　　  〃　　　　　　　　　　（和室） 〃 150

　　　　　　　　　  〃　　　　　　　　　　（台上） 台上～中心 150

コンセント（車庫） 床上～中心 800

コンセント（車椅子用） 床上～中心 900

1,500引込開閉器箱（低圧） 床上～中心

分電盤､OA盤、制御盤､実験盤 床上～中心

開閉器箱 〃 1,500

電磁開閉器用押しボタン 〃 1,300

接地用端子箱 地上､床上～中心 500

（上端1,900以下）1,500

雷保護用接地端子箱 床上～下端 800

親時計

（※1）

A. C. D

A

B

C

D

LH

LL

LA

t

Lt

At

Dt 

0

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

（※1）

機材 （１）　本工事に使用する機材は、設計図書に定める品質及び性能を有するもの又は同等以上のも

　　　のとする。ただし、同等以上のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

（２）　本工事に使用する機材のうち、外部機関（（社）公共建築協会 他 ）が下記１）～６）の

　　　品質及び性能等を評価している機材は、その機関が発行する品質及び性能等が評価されたこ

　　　とを示す書面の写しを、監督職員に提出し承諾を受けることにより、その機材について評価

　　　された品質及び性能等の資料は、監督職員への提出を省略することができる。

　　１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　　２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　３）安定的な供給が可能であること。

　　４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。

○化学物質を放散させる 　本工事の建物内部に使用する機材等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

機材等 次の１）から５）を満たすものとする。

　１）　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボー

　　　ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散さ

　　　せないか、放散が極めて少ないものとする。

　２）　保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極め

　　　て少ないものとする。

　３）　接着剤はフタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しない難揮発

　　　性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチル

　　　ベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　４）　塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散

　　　が極めて少ないものとする。

　５）　上記１）、３）及び４）の機材を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等

　　　はホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　　なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムア

　　　ルデヒドの放散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象

　　　外のものを使用する。ただし、該当する機材等がない場合は、第三種のものを使用するもの

　　　とする。

4．指定部分　　　・無　　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1．共通仕様

１）　図面及び特記仕様書に記載されてない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

　　「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）」（以下、「標準仕様書」という。）、

　　「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）

　　及び「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（最新版）」（以下、「標準図」という。）による。

２）　機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

　　なお、機械設備工事の工事仕様書は（　　／　　）図、建築工事の工事仕様書は（　　／　　）図による。

2．特記仕様

1）項目は●印の付いたものを適用する。

2）特記事項において選択する事項は、　 印の付いたものを適用する。

3．工事種目（●印のついたものを適用する）

建物別及び屋外 工 事 種 別

工　事　種　目 屋　外

● 電灯設備

● 動力設備

○ 電熱設備

○ 雷保護設備

○ 受変電設備

○ 電力貯蔵設備

○ 構内情報通信網設備

 　情報表示設備

○ 映像・音響設備

拡声設備

● 誘導支援設備

○ テレビ共同受信設備

○ 駐車場管制設備

○ 防犯・入退室管理設備

自動火災報知設備

○ 中央監視制御設備

○ 構内通信線路

○ 太陽発電設備

○ テレビ電波障害防除設備

○

○

一式

Ⅱ．工事仕様

仕様書

Ⅰ．工事概要

1．工事場所

2．建物概要

延 べ 面 積 消防法施行令
建　物　名　称 構　造 階　　　　数 備　　考

別 表 第 一

（（注）延べ面積は建築基準法による表記 ）

（㎡）

　また、 「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

ホルムアルデヒドの放散量 該当する機材等

規制対象外 ①JIS及びJASのF☆☆☆☆品

②建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

③下記表示のあるJAS適合品

　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ｂ．接着剤等不使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　　させない材料使用

　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　　させない塗料使用

　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　　させない塗料等使用

第　三　種 ①JIS及びJASのF☆☆☆品

②建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品

○室内空気中の化学物質の 　室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定

濃度測定 し、監督職員に報告する。

測定はパッシブ型採取機器により行う。

　　測定時期　　　・　工事着工前　　・　施工終了時

　　測定対象室　　・　図示　　　　　

　　測定箇所数　　・　図示　　　　　

グリーン購入法 　「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（平成12年法律第100号）に基づく特

定調達品目「公共工事」の品目

　・照明制御システム　　　・変圧器

●電源周波数 　・50Hz　　・60Hz

●電気工作物の種類 　・事業用電気工作物　　・一般用電気工作物

○電気保安技術者 　・要　　　・不要

物の保安の業務を行うものとする。

電気工事士 　契約電力500kW以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

工事用電力・水等 　本工事に必要な工事用電力・水等の費用及び官公署その他の関係機関への諸手続等に要する費用

は、請負者の負担とする。

監督員事務所 　・設けない　　・設ける（規模及び仕上げの程度は、現場説明書による。）

○工事用仮設物 　すべて請負者の負担とする。

　構内につくることが　　・できる　　・できない

○足場、さん橋類 　・別契約の関係請負者が定置したものは、無償で使用できる。

　・本工事で設置とする。

　・改修工事の場合は、改修標準仕様書第1編.2.2.2によるほか下記による。

　・内部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）

　・外部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）

工事写真・完成図 　工事写真は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂第3版）建築設備編」に

よるほか、監督職員の指示による。

　・完成図のCADデータの提出　　　・要　　　・不要

　・既存完成図（CADデータ）の修正を行う。

発生材の処理 １）引渡しを要するもの

２）引渡しを要するもの以外

　・構外搬出とし、搬出及びその処理費は別途とする。

３）特別管理産業廃棄物　　　　　　　　

　・有（ PCB使用機器 :   　　　　　　　　　  　　　　　 　　　　　　　）

　　PCB使用機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引渡す。

４）再利用又は再資源化を図るもの　　　　　　　

　・有（・蛍光ランプ　　　　　　　　　　　　   　 　　　 　　　　　　　）

　・現場説明書による。

○残土処理 　・現場説明書による。

　・埋戻し後の建設残土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

耐震施工 　設備機器の固定は、下記によるほか「建築設備耐震設計・施工指針　2005年版」

（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

　なお、施工に先立ち、耐震強度計算書を監督職員に提出し、承諾を受けるものとする。

１）設計用水平地震力

　　機器の重量［kg f］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。

　　なお、特記なき場合、設計用標準水平震度は、次による。

電線本数、管路など 　分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数及び管径等は、監
施工図等の取扱い 　施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

職員の承諾を受けて図面と相違しても差し支えない。

　また、機械室等の床埋込配管が図面上PF管で記載している場合であっても、立上げ部分等の露
施工調査 　・事前調査

出配管部分は金属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。
　　調査項目（　　　　　　　　　　　　　）

呼び線 　長さ1m以上の入線しない電線管には、電線太さ1.2mm以上の被覆鉄線を挿入する。 　　調査範囲（　／　）図による。

　・監督職員の指示による。
金属製電線管の塗装 　下記の露出配管は塗装を行う。

　　調査方法（　／　）図による。
　・屋外　　　・屋内（          　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行うこと。

非常用の照明装置の 　測定数　　　　　　箇所以上 　・非破壊検査　撮影枚数　　　　枚以上
照度測定箇所数

仮設備工事
コンセント 　図面に特記なき場合は、コンセント2P15A（接地極付）は、プラグ不要とする。

プレートの材質 　フラッシュプレート　　　・金属製　　　・樹脂製
○ 養生 　養生範囲　（　／　）図による。

　養生方法　（　／　）図による。インバータ装置の 　三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の数値以上とする。

規約効率

電動機出力（kW） 0.4 0.75 1.5 2.2 3.7 5.5 7.5 11 15 18.5 22 30 37 45

86.0 88.5 93.0 94.0 94.0 94.5 94.5 95.0 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5規約効率（％）

　【備考】（1）規約効率は、JEM-TR 245 「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。

　　　　　（2）規約効率は、JIS C 4212 「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V、

　　　　　　　IP4X、6極、50Hzの電動機を駆動したときの値とする。

地中線の埋設標 　構内線路における埋設標の材質及びその個数は、図面に記載のない場合は次による｡

天井仕上げ表示 　図面において、室名に（　）を付したものは直天井の室、それ以外は二重天井の室を示す。

接地極　 　接地極の材料は下記による。

●

○

●

○

○

●

電線類 　次の記号で使用する電線類は、下記仕様による。

記号 　仕　　　　　　様

耐燃性ポリオレフィンシース カテゴリ5e UTPケーブル(UTP-CAT5E/F)(EM－UTP5)

耐熱性ポリオレフィンシース カテゴリ6 UTPケーブル(UTP-CAT6/F)(EM－UTP6)

耐熱性ポリオレフィンシース カテゴリ6A UTPケーブル(UTP-CAT6A/F)(EM－UTP6A)

取付高さ

接地極埋設標 地上～中心 600

給油ボックス 地上～給油口 1,000

端子盤（EPS・電気室） 床上～中心 1,500

〃 1,500

子時計､スピーカ 〃 （天井高）　　　×0.9

アッテネータ 〃 1,300

出退表示盤　 〃 （天井高）　　　×0.9

1,300発信器（出退表示用）　 〃

1,300インターホン 〃

標準図による。外部受付用インターホン子機 〃

900呼出ボタン（多機能トイレ） 〃

1,800復帰ボタン（　　  〃　　 ） 〃

2,000廊下表示灯（　　  〃　　 ） 〃

1,800テレビ機器収容箱 〃

火報受信機（複合盤） 床上～操作部 800～1,500

1,500副受信機 床上～中心

機器収容箱 〃 800～1,500

発信機 〃 800～1,500

警報ベル 〃 （天井高）　　　×0.9

表示灯 〃 （天井高）　　　×0.8

1,500連動制御器（自動閉鎖） 〃

300ガス漏れ検知器（LPガス） 〃

　　　〃　　　（都市ガス）　 天井面～中心 （天井面）-200

(壁面取付の場合）

【備考】（天井高）　　及び（天井高）　　は、天井高が2,500～3,000mmの場合に適用する。×0.9 ×0.8

○

●

1.5 1.0

　【備考】　（※1）：水槽類には、オイルタンク等を含む。

　　　重要機器

　　・配電盤　・発電装置            ・直流電源装置　　・交流無停電電源装置

　　・交換機　・自動火災報知受信機　・中央監視装置　　・　　　　　　　　　

　　　上層階の定義は次による。

　　2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、

　　13階以上の場合は上層4階とする。

２）設計用鉛直地震力

　　設計用水平地震力の1／2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

設計用標準水平震度

・　特定の施設 ・　一般の施設
設置場所 機器種別

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

2.0 1.5 1.5 1.0
上層階

2.0 2.0 2.0 1.5

2.0 1.5 1.5 1.0

1.5 1.0 1.0 0.6

中間階 1.5 1.5 1.5 1.0

1.5 1.0 1.0 0.6

1.0 0.6 0.6 0.4

地下・1階 1.0 1.0 1.0 0.6

1.0 0.6

機器

防振支持の機器

水槽類

機器

防振支持の機器

水槽類

機器

防振支持の機器

水槽類

（※1）

A. D

　なお、接地棒EB（14φ）の長さは1,500mm以上とし、(10φ)はW＝30、L=900、(14φ)はW＝40、

L=1,200としても差し支えない。（雷保護用を除く。）

記　　号 接地抵抗値 接　　地　　極

Ｅ 10Ω以下 EB（14φ）×3連－  組

共同接地 Ｅ Ω以下 EB（14φ）×3連－  組

Ａ種接地 Ｅ 10Ω以下 EB（14φ）×3連－ 2組

Ｂ種接地 Ｅ 　　Ω以下 EB（14φ）×3連－  組

Ｃ種接地 Ｅ Ω以下 EB（14φ）×3連－  組

Ｄ種接地 Ｅ 100Ω以下 EB（10φ）×1　（L＝1,000mm）

高圧避雷器 Ｅ 10Ω以下 EB（14φ）×3連－ 2組

低圧避雷器 Ｅ 10Ω以下 EB（14φ）×3連－ 2組

雷保護用 Ｅ Ω以下
・EB（14φ）×  連－  組

交換機用 Ｅ EB（14φ）×3連－  組10Ω以下

電話引込口の
EB（10φ）×1　（L＝1,000mm）Ｅ 100Ω以下

保安器

通信用 Ｅ 10Ω以下 EB（14φ）×3連－ 2組

通信用 Ｅ 100Ω以下 EB（10φ）×1　（L＝1,000mm）

測定用 Ｅ EB（10φ）×1　（L＝1,000mm）

接地の種類

共同接地

JCS 5503「耐熱性ポリオレフィンシースLAN用ツイストペアケーブル」EM－UTP

屋上及び塔屋

92.0

●

○

○

　・鉄製（　 箇所）　　 ・コンクリート製（　　箇所）

　仮電源　　（・　　　　　・　　　　　　・　　　　　）

　仮設備期間（・　　　　　・　　　　　・　　　　　）

工事設計図

管理棟 ＲＣ造

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法で定める主任技術者のもと「　　制定の　　　　

事業用電気工作物保安規程　　」に定める工事担当技術者（監督職員）の職務を補佐し、電気工作

平屋

○ 構内交換設備

○ 監視カメラ設備

 ○

○ 構内配電線路

普通教室棟
○

●

○

●
○

管理棟

○ 発電設備

○

○

○

○
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２７２

一式

● 非常警報機設備

一式

一式

●

○

○

○

○

○

　・有（　　　　　　　　　            　　　　　　　　　　　　　）

○

○

津市　河芸町浜田　地内
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引 込 盤 露 出 型

Ｗｈ

1φ３Ｗ
210/105V

ＭＣＢ３Ｐ
１００/１００Ａ

１Ｌ-１へ

Ｗｈ

3φ３Ｗ
210V

ＭＣＢ３Ｐ
２２５/２２５Ａ

1 ２
,

Ｗｈ

1φ３Ｗ
210/105V

ＭＣＣＢ３Ｐ
１００/１００Ａ

ＮＬ-１へ

Ｗｈ

3φ３Ｗ
210V

ＭＣＣＢ３Ｐ
５０/３０Ａ

(　新　設　）

３８° ２２°

ＭＣＣＢ３Ｐ
５０/３０Ａ

ＭＣＣＢ３Ｐ
５０/３０Ａ

ＥＬＣＢ３Ｐ
１００/１００Ａ

1 ２ ３ ４

(　撤　去　）

ＭＣＣＢ３Ｐ
２２５/１２５Ａ

屋外防水仕様(SUS製）,壁掛

動力制御盤送り
　　　   3.7kw× 2（排水ポンプ）

上 部 ダ ク ト

非警誘誘 導 灯

ＭＣＣＢ２Ｐ５０/２０Ａｘ　２

ＥＬＣＢ３Ｐ１００/１００Ａ

露 出 型

ＡＤ

１

ヨ　ビ

２

３ ４

５

Ｃ１ Ｃ２

Ｃ３ Ｃ４

Ｃ５ Ｃ６

Ｃ７ Ｃ８

Ｃ９ C10

ヨ　ビ７

６

自販機室電灯

休憩室電灯

器具庫・用具庫電灯

ホール電灯

廊下電灯

外灯

自動ドア

便所電灯

休憩室コンセント ホール・廊下コンセント

自販機室コンセント 自販機室コンセント

自販機室コンセント 用具庫コンセント

多目的便所コンセント

女子便所コンセント

男子便所コンセント

男子便所コンセント

女子便所コンセント

TM

１ Ｌ -１ 露 出 型

201 202

102

106

108

110

112

101

111

109

107

105

103

113

ＮＴ

ＭＣＢ２Ｐ５０/２０Ａ（２００Ｖ）ｘ　２
ＭＣＢ１Ｐ５０/２０Ａ（１００Ｖ）ｘ１４

誘時時 　 計 誘 導 灯

ＭＣＣＢ２Ｐ５０/２０Ａｘ　２

ＥＬＣＢ３Ｐ１００/１００Ａ

２００V２００V

104

C11 C12

C13 C14

C15 C16 ヨ　ビ

自販機用コンセント１

自販機用コンセント４

自販機用コンセント２ 自販機用コンセント３

Ｐ Ａ Ｃ -１
１．８ｋＷ

Ｐ Ａ Ｃ -１
１．８ｋＷ

Ｐ Ａ Ｃ -１
１．８ｋＷ

空 調
休 憩 室 １

空 調
休 憩 室 ２

空 調
休 憩 室 ３

ＭｇＳＷ　　ｘ　1
タイマ－ 　 ｘ　1

ＭＣＣＢ２Ｐ５０/２０Ａ（１００Ｖ）ｘ２６

Ｌ -１

Ｌ Ｍ -０

E-2
原図：A2
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照　明　器　具　姿　図

（　新　　設　）

一体型ベ－スライト　Ｗ１５０

ＬＥＤダウンライト　１５０形　ＦＨＴ３２形器具相当 ＬＤＬ２０Ｗ×１　ウォールライト

（　撤　　　去　）

Ｆ Ｌ -４ ０ Ｗ ｘ １ （ Ｆ Ｓ Ｓ ３ -４ ０ １ ）Ｆ　４１

Ｆ　２１ Ｆ Ｌ -２ ０ Ｗ ｘ １ （ Ｆ Ｓ Ｓ -２ ０ １ ）

Ｂ　２１ｗＰ Ｆ Ｌ -２ ０ Ｗ ｘ １

Ｎ　４１ Ｆ Ｌ -４ ０ Ｗ ｘ １

ｄ　６ Ｉ Ｌ -６ ０ Ｗ ｘ １

Ｎ　１１ Ｆ Ｌ -１ ０ Ｗ ｘ １ ｍｗ　６ Ｉ Ｌ -６ ０ Ｗ ｘ １

ｍ　６ Ｉ Ｌ -６ ０ Ｗ ｘ １ ＨＦＢ　１０１ Ｈ Ｆ -１ ０ ０ Ｗ ｘ １ （ バ ラ ス ト レ ス ）

ＬＥＤダウンライト　２００形　ＦＨＴ４２形器具相当

ＬＥＤダウンライト　１００形　ＦＤＬ２７形器具相当

公共型番：ＬＲＳ１-１７００ＬＭ　ＬＥ９

公共型番：ＬＢＦ３ＭＰ/ＲＰ－１３００ＬＭ－２参考型番：ＸＮＤＮ１６０９ＷＮＬＥ９

公共型番：ＳＨ１－ＦＳＦ２０－ＢＬ 参考型番：ＸＮＤＮ１０３８ＷＮ　ＬＥ９

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

Ｅ

防湿、防雨型

避難口誘導灯片面型　Ｂ級・ＢＬ形　

E-3
原図：A2

Ｈｆ３２Ｗｘ２

公共型番：ＬＳＳ９－４９００ＬＭ　ＬＥ９
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男子ﾛｯｶｰ室

洗面所 洗面所

女子ﾛｯｶｰ室

女子ｼｬﾜｰ室

ﾎｰﾙ

事務室

器具庫

身障用ﾛｯｶｰ室身障用便所

20,000

4,000 6,000 6,000 4,000 700

3,200 2,800 2,800 3,200

１ ２ ３ ４ ５

27
,0

00

7
,0

00
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00
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0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

7
,0

00
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3,

70
0

27
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00

20,000

700 4,000 6,000 6,000 4,000 700

3,200 2,800 2,800 3,200

男子ｼｬﾜｰ室

Ｎ

女子便所 男子便所

木製棚

腰壁

機械室

20,000

6,000 6,000 4,000 700

3,200 2,800

１ ２ ３ ４ ５

27
,0

00

7
,0

00
6
,0

00
6
,3

00
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,0

00
3,

70
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

7
,0

00
6
,0

00
6
,3

00
4
,0

00
3,

70
0

27
,0

00

20,000

700 4,000 6,000 6,000 4,000 700

3,200 2,800 2,800 3,200

用具庫

ﾃﾗｽ

ﾃﾗｽ

Ｎ

体育器具庫

▲

多目的便所

男子便所

女子便所

自販機室

ﾎｰﾙ

廊下

休憩室1
休憩室2

休憩室3

W150

W100

W
10

0

4,328 4,328

3
,6

21
3,

62
1

3
,6

21
3,

62
1

3
,6

21

1,800

1
,8

00

Ｐ，ＢＯＸ
200ｘ200ｘ100

８°ｘ３Ｅ５．５°（３１）

露 出

ＶＥ（１６）

引 込 盤

ＮＬ－１

上部ダクト

ＮＬＭ－Ｏ

８°

３φ３Ｗ

はつり貫通

はつり貫通

※　すべて撤去とする。

但し、打込配管の場合は配線のみ撤去とする。

（２５）
（３９）

ＷＰ,Ｐ、ＢＯＸ
300ｘ300ｘ200

動力盤

エアコン用

特 　 記 　 事 　 項

１、記入なき配管配線は下記とする。

２、凡　例

；　防水プルボックス　ＳＵＳ製

ＤＶ３８°

ＤＶ２２°

１φ３Ｗ ＣＶＴ３８°ＨＩ（５４）
ＣＶＴ２２°ＨＩ（３６）

１φ３Ｗ

ＰＡＣ-１
３φ１．８ｋＷ

ＰＡＣ-１
３φ１．８ｋＷ

ＰＡＣ-１
３φ１．８ｋＷ

１φ３Ｗ

３φ３Ｗ

CV8°-4C HI(36)

１

２

Ｓ

Ｓ Ｓ Ｓ

1

改修前平面図　S=1:100 改修後平面図　S=1:100

２２°ｘ３Ｅ１４°（３９）

2,800 3,200

；　手元開閉器函

　ＥＬＣＢ３Ｐ５０/３０Ａ

　２００ｘ２００ｘ１００

300ｘ300ｘ200
ＷＰ(ＳＵＳ）

５．５°ｘＥ２．０（２５）

202

Ｐ，ＢＯＸ
300ｘ300ｘ200

２２°ｘ３Ｅ１４°（３９）

３８°ｘ３Ｅ１４°（３９）

１Ｌ－１

700

ＶＶＦ２．０-２Ｃ

(機械設備）

700

既設鋼管ポ－ル

ＥＤ
4,000

１φ３Ｗ
３φ３Ｗ

引込
鋼管ポ－ル（既設のまま）

動力盤(機械設備）

動力制御盤（機械設備）
　 3φ3.7kw×2（排水ポンプ）

２
３ ４

※　二重天井内はケ－ブルころがしとする。

ＩＶ８° ＨＩ（１６）
８°

E-4
原図：A2

ＣＶＴ３８°Ｅ８°ＨＩ（５４）

ＣＶＴ３８°Ｅ８°　ころがし

ＣＶ５．５°-４Ｃ ＨＩ（２８）
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１、記入なき配管配線は下記とする。

既設配管配線

ＷＰ
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▲

▲

▲
▲ ▲

▲
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詳 細 図 参 照
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※　二重天井内はケ－ブルころがしとする。
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女子ﾛｯｶｰ室 男子ﾛｯｶｰ室

身障用便所 身障用ﾛｯｶｰ室

(25）

ﾎｰﾙ

用具庫

L

器具庫

ＶＶＦ１．６-３Ｃ

１．６ｘ２

（１Ｃア－ス）ＰＦ（２２）

ＶＶＦ２．０-３Ｃ （１Ｃア－ス）ＰＦ（２２）

（１９）

▲
１．６ｘ２Ｅ１．６

ＶＶＦ１．６-３Ｃ ＰＦ（２２）

既設配管流用

ＶＶＦ１．６-２Ｃ ＰＦ（２２）

（Ｅ１９）

機械室

体育器具庫

Ｌ－１

Ｊ

記入なき配管配線は下記とする。

特　記　事　項

２．０ｘ２　（１９）
１．６ｘ２　（１９）
２．０ｘ３　（１９）
２．０ｘ４　（２５）
２．０ｘ５　（２５）
２．０ｘ６　（２５）

☆　一時取り外しを示す。

２、凡　例

；　入線替を示す。

；　１種金属線ぴ　Ａ型

；　同上コ－ナ－ボックス

▲

ＭＭ（Ａ）

ＭＣ

Ａ

Ｂ

S

S

☆ ；　移設を示す。

☆

☆

；　人感センサー　親機　参考型番：WTK2411

；　人感センサ－　子機　参考型番：WTK2911

既設と接続

ＶＶＦ２．０-３Ｃ（１Ｃアース） Ｅ２５

レースウェイ吊り
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原図：A2



；　埋込コンセント　2P15A×2（新金属プレート）
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★ ；　配線器具の更新 裏ボックス　流用

▲ ；　入線替を示す。

ＭＭ（Ａ）

ＭＣ

；　１種金属線ぴ　Ａ型

；　同上コ－ナ－ボックス

２、凡　例

１、記入なき配管配線は下記とする。

アンプ用電源

カバ－プレ－ト取付

カバ－プレ－ト取付

カバ－プレ－ト取付

ＭＭ（Ａ）

２

▲

２Ｅ

▲

C5

▲

C12 C13 C14 C15

Ｅ Ｅ Ｅ Ｅ

ＭＣ ＭＣ ＭＣ ＭＣ

カバ－プレ－ト取付

ＭＭ（Ａ）

▲

▲

既設配管流用

既設配管流用

既設配管配線

※　二重天井内はケ－ブルころがしとする。

ＩＶ２．０ｘ２

ＩＶ２．０ｘ２Ｅ２．０

ＶＶＦ２．０-２Ｃ

ＶＶＦ２．０-３Ｃ

ＰＦ（２２）

ＰＦ（２２）

自販機室

キースイッチ

２Ｅ

２

２、ＷＰ

Ｅ

；　埋込コンセント　2P15A×2 ET付（新金属プレート）

；　露出コンセント　2P15A×1 ET付

；　防水コンセント　2P15A×2 ET付

凡　例

２

Ｅ

２、ＷＰ

配管配線は下記とする

２．０×２（１９）

２．０×２Ｅ２．０（１９）

２．０×２ＶＡモール

；埋込コンセント　2P15A×2　新金属プレート

；埋込コンセント　2P15A×1　E付　新金属プレート

；防水コンセント　2P15A×2

；埋込コンセント　2P15A×1　天井取付

身障用便所

E-6
原図：A2



凡　例

ＰＴ

；天井スピーカ　埋込型

；アテネーター　埋込型

；ＴＶ受け口　天井取付

；インターホン親機

；インターホン子機

；電話受け口　ノズルプレート

；公衆電話受け口　ノズルプレート

；電話保安器収納盤

；親時計

；卓上型アンプ

機械室
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改修前Ｒ階平面図　S=1:100

ＮＬ-１

※　二重天井内はころがしとする。

特 　 記 　 事 　 項

２、凡　例

１、記入なき配管配線は下記とする。

ｔ
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ＡＭＰ

Ｂ

Ｆ

非警

改修前平面図　S=1:100 改修後平面図　S=1:100
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ＰＴ
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Ｂ Ｆ ：　非常警報機（一体型）露出

：コール親器（参考品番WQ4302K）

：コール副親器（参考品番WQ4402K）

：呼出し押釦（引きひも付）
（参考型番：NBR-7HWA）
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NC
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NC
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B
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AE

H=1000 H=400

Ｎ Ｎ

配管配線は下記とする

５Ｃ－２Ｖ（１９）

１．２×３（１９）

１．２×２（１９）

ｔ

ｔ

ＡＭＰ

E-7
原図：A2

※　すべて撤去とする。

但し、打込配管の場合は配線のみ撤去とする。
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特 　 記 　 事 　 項

１、記入なき配管配線は下記とする。

ＶＶＦ２．０-３Ｃ（１Ｃア－ス）

※　二重天井内はケ－ブルころがしとする。

ＶＶＦ１．６-３Ｃ（１Ｃア－ス）

２、凡　例

ＰＦ（２２）

ＰＦ（２２）

S

１、記入なき配管配線は下記とする。

ＶＶＦ２．０-３Ｃ（１Ｃア－ス）

※　二重天井内はケ－ブルころがしとする。

；　同上コ－ナ－ボックスＭＣ

；　１種金属線ぴ　Ａ型ＭＭ（Ａ）

２、凡　例

ＰＦ（２２）

特 　 記 　 事 　 項

；　埋込コンセント 2P15A×2 ET付
２Ｅ

；　人感センサー　親機　換気扇連動用　参考型番：WTK2614
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建物別及び屋外建物別及び屋外建物別及び屋外建物別及び屋外建物別及び屋外建物別及び屋外建物別及び屋外

一式一式一式一式一式一式一式

工事種別工事種別工事種別工事種別工事種別工事種別工事種別

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

空気調和設備空気調和設備空気調和設備空気調和設備空気調和設備空気調和設備空気調和設備

換気設備換気設備換気設備換気設備換気設備換気設備換気設備

排煙設備排煙設備排煙設備排煙設備排煙設備排煙設備排煙設備

自動制御設備自動制御設備自動制御設備自動制御設備自動制御設備自動制御設備自動制御設備

衛生器具設備衛生器具設備衛生器具設備衛生器具設備衛生器具設備衛生器具設備衛生器具設備

給水設備給水設備給水設備給水設備給水設備給水設備給水設備

排水設備排水設備排水設備排水設備排水設備排水設備排水設備

給湯設備給湯設備給湯設備給湯設備給湯設備給湯設備給湯設備

消火設備消火設備消火設備消火設備消火設備消火設備消火設備

厨房設備厨房設備厨房設備厨房設備厨房設備厨房設備厨房設備

ガス設備ガス設備ガス設備ガス設備ガス設備ガス設備ガス設備

排水処理設備排水処理設備排水処理設備排水処理設備排水処理設備排水処理設備排水処理設備

夏期夏期夏期夏期夏期夏期夏期

冬期冬期冬期冬期冬期冬期冬期

温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB) 湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH) 温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB) 湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH) 温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB) 湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)

外　　気外　　気外　　気外　　気外　　気外　　気外　　気
一 般 系 統一 般 系 統一 般 系 統一 般 系 統一 般 系 統一 般 系 統一 般 系 統

屋　　　　　　　　　内屋　　　　　　　　　内屋　　　　　　　　　内屋　　　　　　　　　内屋　　　　　　　　　内屋　　　　　　　　　内屋　　　　　　　　　内

35.2℃35.2℃35.2℃35.2℃35.2℃35.2℃35.2℃ 58.0％58.0％58.0％58.0％58.0％58.0％58.0％ ℃℃℃℃℃℃℃

℃℃℃℃℃℃℃

％％％％％％％

％％％％％％％

湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)湿度(RH)

％％％％％％％

％％％％％％％

温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB)温度(DB)

℃℃℃℃℃℃℃

℃℃℃℃℃℃℃

上層階上層階上層階上層階上層階上層階上層階

中間階中間階中間階中間階中間階中間階中間階

屋上及び塔屋屋上及び塔屋屋上及び塔屋屋上及び塔屋屋上及び塔屋屋上及び塔屋屋上及び塔屋

一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器 一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器

1階及び地下階1階及び地下階1階及び地下階1階及び地下階1階及び地下階1階及び地下階1階及び地下階

設置場所設置場所設置場所設置場所設置場所設置場所設置場所 特定の施設特定の施設特定の施設特定の施設特定の施設特定の施設特定の施設 一般の施設一般の施設一般の施設一般の施設一般の施設一般の施設一般の施設

耐震安全性の分類耐震安全性の分類耐震安全性の分類耐震安全性の分類耐震安全性の分類耐震安全性の分類耐震安全性の分類

該当する建築材料該当する建築材料該当する建築材料該当する建築材料該当する建築材料該当する建築材料該当する建築材料
ホルムアルデヒドホルムアルデヒドホルムアルデヒドホルムアルデヒドホルムアルデヒドホルムアルデヒドホルムアルデヒド

規制対象外規制対象外規制対象外規制対象外規制対象外規制対象外規制対象外

②建築基準法施行令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品②建築基準法施行令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品②建築基準法施行令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品②建築基準法施行令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品②建築基準法施行令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品②建築基準法施行令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品②建築基準法施行令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品

③下記表示のあるJAS規格品③下記表示のあるJAS規格品③下記表示のあるJAS規格品③下記表示のあるJAS規格品③下記表示のあるJAS規格品③下記表示のあるJAS規格品③下記表示のあるJAS規格品

　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ｂ．接着剤等不使用　ｂ．接着剤等不使用　ｂ．接着剤等不使用　ｂ．接着剤等不使用　ｂ．接着剤等不使用　ｂ．接着剤等不使用　ｂ．接着剤等不使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

　ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用　ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用　ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用　ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用　ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用　ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用　ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

第　三　種第　三　種第　三　種第　三　種第　三　種第　三　種第　三　種

②建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品②建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品②建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品②建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品②建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品②建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品②建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品

①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品

①JIS及びJASのF☆☆☆規格品①JIS及びJASのF☆☆☆規格品①JIS及びJASのF☆☆☆規格品①JIS及びJASのF☆☆☆規格品①JIS及びJASのF☆☆☆規格品①JIS及びJASのF☆☆☆規格品①JIS及びJASのF☆☆☆規格品

③旧JISのEo規格品③旧JISのEo規格品③旧JISのEo規格品③旧JISのEo規格品③旧JISのEo規格品③旧JISのEo規格品③旧JISのEo規格品

④旧JISのFco規格品④旧JISのFco規格品④旧JISのFco規格品④旧JISのFco規格品④旧JISのFco規格品④旧JISのFco規格品④旧JISのFco規格品
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0.40.40.40.40.40.40.4

<0.6><0.6><0.6><0.6><0.6><0.6><0.6>

1.01.01.01.01.01.01.0

（1.5）（1.5）（1.5）（1.5）（1.5）（1.5）（1.5）
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（0.6）（0.6）（0.6）（0.6）（0.6）（0.6）（0.6）

の放散量の放散量の放散量の放散量の放散量の放散量の放散量

２．工　事　仕　様２．工　事　仕　様２．工　事　仕　様２．工　事　仕　様２．工　事　仕　様２．工　事　仕　様２．工　事　仕　様

章、項目、特記事項共に●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。章、項目、特記事項共に●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。章、項目、特記事項共に●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。章、項目、特記事項共に●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。章、項目、特記事項共に●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。章、項目、特記事項共に●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。章、項目、特記事項共に●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（機（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（機（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（機（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（機（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（機（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（機（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（機

　　　械設備工事編）（最新版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）　　　械設備工事編）（最新版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）　　　械設備工事編）（最新版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）　　　械設備工事編）（最新版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）　　　械設備工事編）（最新版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）　　　械設備工事編）（最新版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）　　　械設備工事編）（最新版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）

　　　（最新版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（最新版）」　　　（最新版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（最新版）」　　　（最新版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（最新版）」　　　（最新版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（最新版）」　　　（最新版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（最新版）」　　　（最新版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（最新版）」　　　（最新版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（最新版）」

1．共通仕様1．共通仕様1．共通仕様1．共通仕様1．共通仕様1．共通仕様1．共通仕様

2．特記仕様2．特記仕様2．特記仕様2．特記仕様2．特記仕様2．特記仕様2．特記仕様

　　　（以下、「標準図」という。）による。　　　（以下、「標準図」という。）による。　　　（以下、「標準図」という。）による。　　　（以下、「標準図」という。）による。　　　（以下、「標準図」という。）による。　　　（以下、「標準図」という。）による。　　　（以下、「標準図」という。）による。

5．設備概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．設備概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．設備概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．設備概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．設備概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．設備概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．設備概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4．指定部分　　　○無　　○有（　　　　　　　　　　工期：平成　　年　　月　　日）4．指定部分　　　○無　　○有（　　　　　　　　　　工期：平成　　年　　月　　日）4．指定部分　　　○無　　○有（　　　　　　　　　　工期：平成　　年　　月　　日）4．指定部分　　　○無　　○有（　　　　　　　　　　工期：平成　　年　　月　　日）4．指定部分　　　○無　　○有（　　　　　　　　　　工期：平成　　年　　月　　日）4．指定部分　　　○無　　○有（　　　　　　　　　　工期：平成　　年　　月　　日）4．指定部分　　　○無　　○有（　　　　　　　　　　工期：平成　　年　　月　　日）

3．工事種目（●印を付けたものを適用する）3．工事種目（●印を付けたものを適用する）3．工事種目（●印を付けたものを適用する）3．工事種目（●印を付けたものを適用する）3．工事種目（●印を付けたものを適用する）3．工事種目（●印を付けたものを適用する）3．工事種目（●印を付けたものを適用する）

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

●●●●●●●

章章章章章章章 特　　　　記　　　　事　　　　項特　　　　記　　　　事　　　　項特　　　　記　　　　事　　　　項特　　　　記　　　　事　　　　項特　　　　記　　　　事　　　　項特　　　　記　　　　事　　　　項特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目項　　　目項　　　目項　　　目項　　　目項　　　目項　　　目

（２）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（グリーン購入法）に規定される特定調達（２）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（グリーン購入法）に規定される特定調達（２）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（グリーン購入法）に規定される特定調達（２）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（グリーン購入法）に規定される特定調達（２）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（グリーン購入法）に規定される特定調達（２）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（グリーン購入法）に規定される特定調達（２）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（グリーン購入法）に規定される特定調達

　　　品目に該当する機材を使用する場合は、その判断の基準、配慮事項を満たすものとする。　　　品目に該当する機材を使用する場合は、その判断の基準、配慮事項を満たすものとする。　　　品目に該当する機材を使用する場合は、その判断の基準、配慮事項を満たすものとする。　　　品目に該当する機材を使用する場合は、その判断の基準、配慮事項を満たすものとする。　　　品目に該当する機材を使用する場合は、その判断の基準、配慮事項を満たすものとする。　　　品目に該当する機材を使用する場合は、その判断の基準、配慮事項を満たすものとする。　　　品目に該当する機材を使用する場合は、その判断の基準、配慮事項を満たすものとする。

（１）本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のものとする。（１）本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のものとする。（１）本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のものとする。（１）本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のものとする。（１）本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のものとする。（１）本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のものとする。（１）本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のものとする。

　　　ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。　　　ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。　　　ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。　　　ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。　　　ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。　　　ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。　　　ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

（３）化学物質を放散する建築材料等（３）化学物質を放散する建築材料等（３）化学物質を放散する建築材料等（３）化学物質を放散する建築材料等（３）化学物質を放散する建築材料等（３）化学物質を放散する建築材料等（３）化学物質を放散する建築材料等

　　　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するもの　　　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するもの　　　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するもの　　　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するもの　　　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するもの　　　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するもの　　　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するもの

　　　とし、次の１）から５）を満たすものとする。　　　とし、次の１）から５）を満たすものとする。　　　とし、次の１）から５）を満たすものとする。　　　とし、次の１）から５）を満たすものとする。　　　とし、次の１）から５）を満たすものとする。　　　とし、次の１）から５）を満たすものとする。　　　とし、次の１）から５）を満たすものとする。

　　　　　ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドをを放散し　　　　　ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドをを放散し　　　　　ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドをを放散し　　　　　ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドをを放散し　　　　　ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドをを放散し　　　　　ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドをを放散し　　　　　ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドをを放散し

　　　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボー　　　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボー　　　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボー　　　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボー　　　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボー　　　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボー　　　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボー

　　　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極めて少な　　　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極めて少な　　　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極めて少な　　　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極めて少な　　　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極めて少な　　　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極めて少な　　　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極めて少な

　　　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性　　　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性　　　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性　　　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性　　　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性　　　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性　　　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性

　　　　　の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、　　　　　の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、　　　　　の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、　　　　　の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、　　　　　の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、　　　　　の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、　　　　　の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、

　　　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が極め　　　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が極め　　　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が極め　　　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が極め　　　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が極め　　　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が極め　　　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が極め

　　　５）上記１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他什器等　　　５）上記１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他什器等　　　５）上記１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他什器等　　　５）上記１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他什器等　　　５）上記１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他什器等　　　５）上記１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他什器等　　　５）上記１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他什器等

　　　　　は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。なお、ホルムアルデ　　　　　は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。なお、ホルムアルデ　　　　　は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。なお、ホルムアルデ　　　　　は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。なお、ホルムアルデ　　　　　は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。なお、ホルムアルデ　　　　　は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。なお、ホルムアルデ　　　　　は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。なお、ホルムアルデ

　　　　　ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するものとす　　　　　ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するものとす　　　　　ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するものとす　　　　　ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するものとす　　　　　ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するものとす　　　　　ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するものとす　　　　　ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するものとす

　　　　　ヒドを放散しないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放散が極めて少　　　　　ヒドを放散しないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放散が極めて少　　　　　ヒドを放散しないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放散が極めて少　　　　　ヒドを放散しないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放散が極めて少　　　　　ヒドを放散しないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放散が極めて少　　　　　ヒドを放散しないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放散が極めて少　　　　　ヒドを放散しないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放散が極めて少

　　　　　るが、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。　　　　　るが、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。　　　　　るが、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。　　　　　るが、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。　　　　　るが、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。　　　　　るが、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。　　　　　るが、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。

　　　　　ないか、放散が極めて少ないものとする。　　　　　ないか、放散が極めて少ないものとする。　　　　　ないか、放散が極めて少ないものとする。　　　　　ないか、放散が極めて少ないものとする。　　　　　ないか、放散が極めて少ないものとする。　　　　　ないか、放散が極めて少ないものとする。　　　　　ないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　　　放散が極めて少ないものとする。　　　　　放散が極めて少ないものとする。　　　　　放散が極めて少ないものとする。　　　　　放散が極めて少ないものとする。　　　　　放散が極めて少ないものとする。　　　　　放散が極めて少ないものとする。　　　　　放散が極めて少ないものとする。

　　　　　いものとする。　　　　　いものとする。　　　　　いものとする。　　　　　いものとする。　　　　　いものとする。　　　　　いものとする。　　　　　いものとする。

　　　　　て少ないものとする。　　　　　て少ないものとする。　　　　　て少ないものとする。　　　　　て少ないものとする。　　　　　て少ないものとする。　　　　　て少ないものとする。　　　　　て少ないものとする。

　　　　　また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。　　　　　また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。　　　　　また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。　　　　　また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。　　　　　また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。　　　　　また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。　　　　　また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、監督室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、監督室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、監督室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、監督室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、監督室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、監督室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、監督

測定はパッシブ型採集機器により行う。測定はパッシブ型採集機器により行う。測定はパッシブ型採集機器により行う。測定はパッシブ型採集機器により行う。測定はパッシブ型採集機器により行う。測定はパッシブ型採集機器により行う。測定はパッシブ型採集機器により行う。

　　測定対象室　　　　　・図示　　　　　　　測定対象室　　　　　・図示　　　　　　　測定対象室　　　　　・図示　　　　　　　測定対象室　　　　　・図示　　　　　　　測定対象室　　　　　・図示　　　　　　　測定対象室　　　　　・図示　　　　　　　測定対象室　　　　　・図示　　　　　

　　測定箇所数　　　　　・図示　　　　　　　測定箇所数　　　　　・図示　　　　　　　測定箇所数　　　　　・図示　　　　　　　測定箇所数　　　　　・図示　　　　　　　測定箇所数　　　　　・図示　　　　　　　測定箇所数　　　　　・図示　　　　　　　測定箇所数　　　　　・図示　　　　　

下記資格を証明する資料を監督職員に提出する。下記資格を証明する資料を監督職員に提出する。下記資格を証明する資料を監督職員に提出する。下記資格を証明する資料を監督職員に提出する。下記資格を証明する資料を監督職員に提出する。下記資格を証明する資料を監督職員に提出する。下記資格を証明する資料を監督職員に提出する。

　　　　　　1級の管工事施工管理の検定種目に合格した者　　　　　　1級の管工事施工管理の検定種目に合格した者　　　　　　1級の管工事施工管理の検定種目に合格した者　　　　　　1級の管工事施工管理の検定種目に合格した者　　　　　　1級の管工事施工管理の検定種目に合格した者　　　　　　1級の管工事施工管理の検定種目に合格した者　　　　　　1級の管工事施工管理の検定種目に合格した者

　　　　　　を「流体機械」又は「暖冷房及び冷凍機械」とするものに限る。）、水道部門又は衛生工学　　　　　　を「流体機械」又は「暖冷房及び冷凍機械」とするものに限る。）、水道部門又は衛生工学　　　　　　を「流体機械」又は「暖冷房及び冷凍機械」とするものに限る。）、水道部門又は衛生工学　　　　　　を「流体機械」又は「暖冷房及び冷凍機械」とするものに限る。）、水道部門又は衛生工学　　　　　　を「流体機械」又は「暖冷房及び冷凍機械」とするものに限る。）、水道部門又は衛生工学　　　　　　を「流体機械」又は「暖冷房及び冷凍機械」とするものに限る。）、水道部門又は衛生工学　　　　　　を「流体機械」又は「暖冷房及び冷凍機械」とするものに限る。）、水道部門又は衛生工学

　　　（ロ）技術士法（昭和58年法律第25号）による第二試験のうち、技術部門を機械部門（選択科目　　　（ロ）技術士法（昭和58年法律第25号）による第二試験のうち、技術部門を機械部門（選択科目　　　（ロ）技術士法（昭和58年法律第25号）による第二試験のうち、技術部門を機械部門（選択科目　　　（ロ）技術士法（昭和58年法律第25号）による第二試験のうち、技術部門を機械部門（選択科目　　　（ロ）技術士法（昭和58年法律第25号）による第二試験のうち、技術部門を機械部門（選択科目　　　（ロ）技術士法（昭和58年法律第25号）による第二試験のうち、技術部門を機械部門（選択科目　　　（ロ）技術士法（昭和58年法律第25号）による第二試験のうち、技術部門を機械部門（選択科目

　　　（ロ）資格の区分1）の資格を有する者　　　（ロ）資格の区分1）の資格を有する者　　　（ロ）資格の区分1）の資格を有する者　　　（ロ）資格の区分1）の資格を有する者　　　（ロ）資格の区分1）の資格を有する者　　　（ロ）資格の区分1）の資格を有する者　　　（ロ）資格の区分1）の資格を有する者

　　　（イ）技術検定のうち、1級又は2級の管工事施工管理の検定種目に合格した者　　　（イ）技術検定のうち、1級又は2級の管工事施工管理の検定種目に合格した者　　　（イ）技術検定のうち、1級又は2級の管工事施工管理の検定種目に合格した者　　　（イ）技術検定のうち、1級又は2級の管工事施工管理の検定種目に合格した者　　　（イ）技術検定のうち、1級又は2級の管工事施工管理の検定種目に合格した者　　　（イ）技術検定のうち、1級又は2級の管工事施工管理の検定種目に合格した者　　　（イ）技術検定のうち、1級又は2級の管工事施工管理の検定種目に合格した者

この工事に必要な工事用電力、水及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。この工事に必要な工事用電力、水及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。この工事に必要な工事用電力、水及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。この工事に必要な工事用電力、水及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。この工事に必要な工事用電力、水及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。この工事に必要な工事用電力、水及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。この工事に必要な工事用電力、水及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。

主な工事の着工前、施工中、完成を黒板を入れずに同一場所、同アングルにて全景撮影する。主な工事の着工前、施工中、完成を黒板を入れずに同一場所、同アングルにて全景撮影する。主な工事の着工前、施工中、完成を黒板を入れずに同一場所、同アングルにて全景撮影する。主な工事の着工前、施工中、完成を黒板を入れずに同一場所、同アングルにて全景撮影する。主な工事の着工前、施工中、完成を黒板を入れずに同一場所、同アングルにて全景撮影する。主な工事の着工前、施工中、完成を黒板を入れずに同一場所、同アングルにて全景撮影する。主な工事の着工前、施工中、完成を黒板を入れずに同一場所、同アングルにて全景撮影する。

版）によるほか、監督職員の指示による。版）によるほか、監督職員の指示による。版）によるほか、監督職員の指示による。版）によるほか、監督職員の指示による。版）によるほか、監督職員の指示による。版）によるほか、監督職員の指示による。版）によるほか、監督職員の指示による。

国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課営繕技術管理室監修の機械設備工事機材承諾図様式集（平成１５年国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課営繕技術管理室監修の機械設備工事機材承諾図様式集（平成１５年国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課営繕技術管理室監修の機械設備工事機材承諾図様式集（平成１５年国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課営繕技術管理室監修の機械設備工事機材承諾図様式集（平成１５年国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課営繕技術管理室監修の機械設備工事機材承諾図様式集（平成１５年国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課営繕技術管理室監修の機械設備工事機材承諾図様式集（平成１５年国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課営繕技術管理室監修の機械設備工事機材承諾図様式集（平成１５年

（1）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。（1）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。（1）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。（1）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。（1）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。（1）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。（1）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

（2）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。（2）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。（2）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。（2）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。（2）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。（2）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。（2）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

設計用水平震度設計用水平震度設計用水平震度設計用水平震度設計用水平震度設計用水平震度設計用水平震度

他）が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受ける。他）が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受ける。他）が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受ける。他）が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受ける。他）が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受ける。他）が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受ける。他）が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受ける。

設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は外部機関（（社）公共建築協会設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は外部機関（（社）公共建築協会設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は外部機関（（社）公共建築協会設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は外部機関（（社）公共建築協会設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は外部機関（（社）公共建築協会設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は外部機関（（社）公共建築協会設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は外部機関（（社）公共建築協会

設備機器の固定等は、すべて「建設省住宅局監修の建築設備耐震設計・施工指針　1997年版」により行設備機器の固定等は、すべて「建設省住宅局監修の建築設備耐震設計・施工指針　1997年版」により行設備機器の固定等は、すべて「建設省住宅局監修の建築設備耐震設計・施工指針　1997年版」により行設備機器の固定等は、すべて「建設省住宅局監修の建築設備耐震設計・施工指針　1997年版」により行設備機器の固定等は、すべて「建設省住宅局監修の建築設備耐震設計・施工指針　1997年版」により行設備機器の固定等は、すべて「建設省住宅局監修の建築設備耐震設計・施工指針　1997年版」により行設備機器の固定等は、すべて「建設省住宅局監修の建築設備耐震設計・施工指針　1997年版」により行

を用いて計算する。設計用水平地震力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。を用いて計算する。設計用水平地震力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。を用いて計算する。設計用水平地震力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。を用いて計算する。設計用水平地震力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。を用いて計算する。設計用水平地震力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。を用いて計算する。設計用水平地震力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。を用いて計算する。設計用水平地震力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。

完成写真完成写真完成写真完成写真完成写真完成写真完成写真

○50Hz　　　○60Hz○50Hz　　　○60Hz○50Hz　　　○60Hz○50Hz　　　○60Hz○50Hz　　　○60Hz○50Hz　　　○60Hz○50Hz　　　○60Hz

○別途とする。○別途とする。○別途とする。○別途とする。○別途とする。○別途とする。○別途とする。

○本工事（調整項目は下記のものとする。）○本工事（調整項目は下記のものとする。）○本工事（調整項目は下記のものとする。）○本工事（調整項目は下記のものとする。）○本工事（調整項目は下記のものとする。）○本工事（調整項目は下記のものとする。）○本工事（調整項目は下記のものとする。）

○完成図のＣＡＤデータ（電子媒体ＣＤ－Ｒ）を１部提出する。○完成図のＣＡＤデータ（電子媒体ＣＤ－Ｒ）を１部提出する。○完成図のＣＡＤデータ（電子媒体ＣＤ－Ｒ）を１部提出する。○完成図のＣＡＤデータ（電子媒体ＣＤ－Ｒ）を１部提出する。○完成図のＣＡＤデータ（電子媒体ＣＤ－Ｒ）を１部提出する。○完成図のＣＡＤデータ（電子媒体ＣＤ－Ｒ）を１部提出する。○完成図のＣＡＤデータ（電子媒体ＣＤ－Ｒ）を１部提出する。

○現場説明書による。○現場説明書による。○現場説明書による。○現場説明書による。○現場説明書による。○現場説明書による。○現場説明書による。

○埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。○埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。○埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。○埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。○埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。○埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。○埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

　　　○外部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）　　　○外部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）　　　○外部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）　　　○外部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）　　　○外部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）　　　○外部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）　　　○外部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）

　　　○内部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）　　　○内部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）　　　○内部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）　　　○内部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）　　　○内部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）　　　○内部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）　　　○内部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）

○改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。○改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。○改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。○改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。○改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。○改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。○改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。

○本工事で設置とする。○本工事で設置とする。○本工事で設置とする。○本工事で設置とする。○本工事で設置とする。○本工事で設置とする。○本工事で設置とする。

構内につくることが　　○できる　  ○できない構内につくることが　　○できる　  ○できない構内につくることが　　○できる　  ○できない構内につくることが　　○できる　  ○できない構内につくることが　　○できる　  ○できない構内につくることが　　○できる　  ○できない構内につくることが　　○できる　  ○できない

○設けない　　　　　○設ける○設けない　　　　　○設ける○設けない　　　　　○設ける○設けない　　　　　○設ける○設けない　　　　　○設ける○設けない　　　　　○設ける○設けない　　　　　○設ける

○熱絶縁施工（保温工事）　○冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の裾付）○熱絶縁施工（保温工事）　○冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の裾付）○熱絶縁施工（保温工事）　○冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の裾付）○熱絶縁施工（保温工事）　○冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の裾付）○熱絶縁施工（保温工事）　○冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の裾付）○熱絶縁施工（保温工事）　○冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の裾付）○熱絶縁施工（保温工事）　○冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の裾付）

○配管施工（配管工事）　　○建築板金施工（ダクト製作および取付け）○配管施工（配管工事）　　○建築板金施工（ダクト製作および取付け）○配管施工（配管工事）　　○建築板金施工（ダクト製作および取付け）○配管施工（配管工事）　　○建築板金施工（ダクト製作および取付け）○配管施工（配管工事）　　○建築板金施工（ダクト製作および取付け）○配管施工（配管工事）　　○建築板金施工（ダクト製作および取付け）○配管施工（配管工事）　　○建築板金施工（ダクト製作および取付け）

　○資格の区分2）　○資格の区分2）　○資格の区分2）　○資格の区分2）　○資格の区分2）　○資格の区分2）　○資格の区分2）

　○資格の区分1）　○資格の区分1）　○資格の区分1）　○資格の区分1）　○資格の区分1）　○資格の区分1）　○資格の区分1）

工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電気工作物の保工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電気工作物の保工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電気工作物の保工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電気工作物の保工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電気工作物の保工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電気工作物の保工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電気工作物の保

安の業務を行うものとする。安の業務を行うものとする。安の業務を行うものとする。安の業務を行うものとする。安の業務を行うものとする。安の業務を行うものとする。安の業務を行うものとする。

　・要　　　・不要　・要　　　・不要　・要　　　・不要　・要　　　・不要　・要　　　・不要　・要　　　・不要　・要　　　・不要

職員に報告すること。職員に報告すること。職員に報告すること。職員に報告すること。職員に報告すること。職員に報告すること。職員に報告すること。

　　　　　　部門に合格した者　　　　　　部門に合格した者　　　　　　部門に合格した者　　　　　　部門に合格した者　　　　　　部門に合格した者　　　　　　部門に合格した者　　　　　　部門に合格した者

機材等機材等機材等機材等機材等機材等機材等●●●●●●●

○○○○○○○ 室内空気中の化学室内空気中の化学室内空気中の化学室内空気中の化学室内空気中の化学室内空気中の化学室内空気中の化学

物質の濃度測定物質の濃度測定物質の濃度測定物質の濃度測定物質の濃度測定物質の濃度測定物質の濃度測定

○○○○○○○ 主任技術者等主任技術者等主任技術者等主任技術者等主任技術者等主任技術者等主任技術者等

機材の品質･性能機材の品質･性能機材の品質･性能機材の品質･性能機材の品質･性能機材の品質･性能機材の品質･性能●●●●●●●

電気保安技術者電気保安技術者電気保安技術者電気保安技術者電気保安技術者電気保安技術者電気保安技術者

○○○○○○○ 技能士の適用技能士の適用技能士の適用技能士の適用技能士の適用技能士の適用技能士の適用

監督員事務所監督員事務所監督員事務所監督員事務所監督員事務所監督員事務所監督員事務所

工事用仮設物工事用仮設物工事用仮設物工事用仮設物工事用仮設物工事用仮設物工事用仮設物

足場・さん橋類足場・さん橋類足場・さん橋類足場・さん橋類足場・さん橋類足場・さん橋類足場・さん橋類

工事用電力・水工事用電力・水工事用電力・水工事用電力・水工事用電力・水工事用電力・水工事用電力・水

・その他・その他・その他・その他・その他・その他・その他

○○○○○○○ 建設発生土の処理建設発生土の処理建設発生土の処理建設発生土の処理建設発生土の処理建設発生土の処理建設発生土の処理

○○○○○○○ 埋め戻し土・盛土埋め戻し土・盛土埋め戻し土・盛土埋め戻し土・盛土埋め戻し土・盛土埋め戻し土・盛土埋め戻し土・盛土

完成図等完成図等完成図等完成図等完成図等完成図等完成図等

工事写真工事写真工事写真工事写真工事写真工事写真工事写真

○○○○○○○ 機材の承諾図機材の承諾図機材の承諾図機材の承諾図機材の承諾図機材の承諾図機材の承諾図

●●●●●●● 総合調整総合調整総合調整総合調整総合調整総合調整総合調整

●●●●●●● 電源周波数電源周波数電源周波数電源周波数電源周波数電源周波数電源周波数

○○○○○○○ 容量等の表示容量等の表示容量等の表示容量等の表示容量等の表示容量等の表示容量等の表示

耐震措置耐震措置耐震措置耐震措置耐震措置耐震措置耐震措置

○○○○○○○ 配管配管配管配管配管配管配管

○○○○○○○ 絶縁継手絶縁継手絶縁継手絶縁継手絶縁継手絶縁継手絶縁継手

地中埋設標等地中埋設標等地中埋設標等地中埋設標等地中埋設標等地中埋設標等地中埋設標等

保温保温保温保温保温保温保温

証明証明証明証明証明証明証明

（注）（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。（注）（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。（注）（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。（注）（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。（注）（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。（注）（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。（注）（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

　　　＜　＞内の数値は水槽類に適用する。　　　＜　＞内の数値は水槽類に適用する。　　　＜　＞内の数値は水槽類に適用する。　　　＜　＞内の数値は水槽類に適用する。　　　＜　＞内の数値は水槽類に適用する。　　　＜　＞内の数値は水槽類に適用する。　　　＜　＞内の数値は水槽類に適用する。

重要機器は次のものを示す。重要機器は次のものを示す。重要機器は次のものを示す。重要機器は次のものを示す。重要機器は次のものを示す。重要機器は次のものを示す。重要機器は次のものを示す。

※上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、※上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、※上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、※上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、※上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、※上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、※上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、

取付け箇所は図示による。取付け箇所は図示による。取付け箇所は図示による。取付け箇所は図示による。取付け箇所は図示による。取付け箇所は図示による。取付け箇所は図示による。

　13階建以上の場合は上層4階　13階建以上の場合は上層4階　13階建以上の場合は上層4階　13階建以上の場合は上層4階　13階建以上の場合は上層4階　13階建以上の場合は上層4階　13階建以上の場合は上層4階

　中間階とは地下階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの（平屋建の場合は無し）　中間階とは地下階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの（平屋建の場合は無し）　中間階とは地下階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの（平屋建の場合は無し）　中間階とは地下階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの（平屋建の場合は無し）　中間階とは地下階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの（平屋建の場合は無し）　中間階とは地下階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの（平屋建の場合は無し）　中間階とは地下階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの（平屋建の場合は無し）

溶接部の非破壊検査　　　 ○要（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）溶接部の非破壊検査　　　 ○要（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）溶接部の非破壊検査　　　 ○要（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）溶接部の非破壊検査　　　 ○要（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）溶接部の非破壊検査　　　 ○要（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）溶接部の非破壊検査　　　 ○要（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）溶接部の非破壊検査　　　 ○要（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　 ○火を使用する設備　　○避難経路上に設置する機器　　○　 ○火を使用する設備　　○避難経路上に設置する機器　　○　 ○火を使用する設備　　○避難経路上に設置する機器　　○　 ○火を使用する設備　　○避難経路上に設置する機器　　○　 ○火を使用する設備　　○避難経路上に設置する機器　　○　 ○火を使用する設備　　○避難経路上に設置する機器　　○　 ○火を使用する設備　　○避難経路上に設置する機器　　○

　 ○防災設備　　　　○監視制御設備　　○危険物貯蔵装置　 ○防災設備　　　　○監視制御設備　　○危険物貯蔵装置　 ○防災設備　　　　○監視制御設備　　○危険物貯蔵装置　 ○防災設備　　　　○監視制御設備　　○危険物貯蔵装置　 ○防災設備　　　　○監視制御設備　　○危険物貯蔵装置　 ○防災設備　　　　○監視制御設備　　○危険物貯蔵装置　 ○防災設備　　　　○監視制御設備　　○危険物貯蔵装置

　 ○給水装置　　　　○排水装置　　　　○換気機器　　　　○空調機器　　　　○熱源機器　 ○給水装置　　　　○排水装置　　　　○換気機器　　　　○空調機器　　　　○熱源機器　 ○給水装置　　　　○排水装置　　　　○換気機器　　　　○空調機器　　　　○熱源機器　 ○給水装置　　　　○排水装置　　　　○換気機器　　　　○空調機器　　　　○熱源機器　 ○給水装置　　　　○排水装置　　　　○換気機器　　　　○空調機器　　　　○熱源機器　 ○給水装置　　　　○排水装置　　　　○換気機器　　　　○空調機器　　　　○熱源機器　 ○給水装置　　　　○排水装置　　　　○換気機器　　　　○空調機器　　　　○熱源機器

設計用温湿度設計用温湿度設計用温湿度設計用温湿度設計用温湿度設計用温湿度設計用温湿度

○○○○○○○ 鋼板製煙道鋼板製煙道鋼板製煙道鋼板製煙道鋼板製煙道鋼板製煙道鋼板製煙道

ダクトダクトダクトダクトダクトダクトダクト

○○○○○○○ 風量測定口風量測定口風量測定口風量測定口風量測定口風量測定口風量測定口

○○○○○○○ チャンバーチャンバーチャンバーチャンバーチャンバーチャンバーチャンバー

○○○○○○○ ダンパーダンパーダンパーダンパーダンパーダンパーダンパー

○○○○○○○ 温度計温度計温度計温度計温度計温度計温度計

○○○○○○○ 圧力計圧力計圧力計圧力計圧力計圧力計圧力計

○○○○○○○ 瞬間流量計瞬間流量計瞬間流量計瞬間流量計瞬間流量計瞬間流量計瞬間流量計

○○○○○○○ 油面制御装置油面制御装置油面制御装置油面制御装置油面制御装置油面制御装置油面制御装置

保温及び消音内貼り保温及び消音内貼り保温及び消音内貼り保温及び消音内貼り保温及び消音内貼り保温及び消音内貼り保温及び消音内貼り

配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料

弁類弁類弁類弁類弁類弁類弁類

ダクトダクトダクトダクトダクトダクトダクト

風量測定口風量測定口風量測定口風量測定口風量測定口風量測定口風量測定口

○○○○○○○ ダンパーダンパーダンパーダンパーダンパーダンパーダンパー

排気ダクトのシール排気ダクトのシール排気ダクトのシール排気ダクトのシール排気ダクトのシール排気ダクトのシール排気ダクトのシール

○○○○○○○ チャンバーチャンバーチャンバーチャンバーチャンバーチャンバーチャンバー

○○○○○○○ 保温保温保温保温保温保温保温

衛生器具付属水栓衛生器具付属水栓衛生器具付属水栓衛生器具付属水栓衛生器具付属水栓衛生器具付属水栓衛生器具付属水栓

○○○○○○○ 和風大便器耐火カバー和風大便器耐火カバー和風大便器耐火カバー和風大便器耐火カバー和風大便器耐火カバー和風大便器耐火カバー和風大便器耐火カバー

洗面器洗面器洗面器洗面器洗面器洗面器洗面器

○○○○○○○

小便器自動洗浄装置小便器自動洗浄装置小便器自動洗浄装置小便器自動洗浄装置小便器自動洗浄装置小便器自動洗浄装置小便器自動洗浄装置

○○○○○○○ 洋風大便器洋風大便器洋風大便器洋風大便器洋風大便器洋風大便器洋風大便器

○○○○○○○ 衛生器具ユニット衛生器具ユニット衛生器具ユニット衛生器具ユニット衛生器具ユニット衛生器具ユニット衛生器具ユニット

○○○○○○○ 水栓水栓水栓水栓水栓水栓水栓

○○○○○○○ 量水器量水器量水器量水器量水器量水器量水器

○○○○○○○ 量水器桝量水器桝量水器桝量水器桝量水器桝量水器桝量水器桝

弁類弁類弁類弁類弁類弁類弁類

建物導入部配管建物導入部配管建物導入部配管建物導入部配管建物導入部配管建物導入部配管建物導入部配管

引込納付金等引込納付金等引込納付金等引込納付金等引込納付金等引込納付金等引込納付金等

管の埋設深さ管の埋設深さ管の埋設深さ管の埋設深さ管の埋設深さ管の埋設深さ管の埋設深さ

水栓柱水栓柱水栓柱水栓柱水栓柱水栓柱水栓柱

○○○○○○○

○○○○○○○

配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料

配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料

洗面器等の排水管洗面器等の排水管洗面器等の排水管洗面器等の排水管洗面器等の排水管洗面器等の排水管洗面器等の排水管

○○○○○○○ 満水試験継手満水試験継手満水試験継手満水試験継手満水試験継手満水試験継手満水試験継手

○○○○○○○ 放流納付金等放流納付金等放流納付金等放流納付金等放流納付金等放流納付金等放流納付金等

配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料

弁類弁類弁類弁類弁類弁類弁類

○○○○○○○ 保温保温保温保温保温保温保温

○○○○○○○ 配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料

○○○○○○○ 建物導入部配管建物導入部配管建物導入部配管建物導入部配管建物導入部配管建物導入部配管建物導入部配管

システムシステムシステムシステムシステムシステムシステム

厨房用熱源厨房用熱源厨房用熱源厨房用熱源厨房用熱源厨房用熱源厨房用熱源

○○○○○○○ 機器の機能等機器の機能等機器の機能等機器の機能等機器の機能等機器の機能等機器の機能等

ガス種別ガス種別ガス種別ガス種別ガス種別ガス種別ガス種別

配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料

ガス漏れ警報器ガス漏れ警報器ガス漏れ警報器ガス漏れ警報器ガス漏れ警報器ガス漏れ警報器ガス漏れ警報器

漏洩検知装置漏洩検知装置漏洩検知装置漏洩検知装置漏洩検知装置漏洩検知装置漏洩検知装置○○○○○○○

引込負担金等引込負担金等引込負担金等引込負担金等引込負担金等引込負担金等引込負担金等○○○○○○○

撤去内容撤去内容撤去内容撤去内容撤去内容撤去内容撤去内容

○○○○○○○ 配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料配管材料

仕様等仕様等仕様等仕様等仕様等仕様等仕様等○○○○○○○

充てん容器充てん容器充てん容器充てん容器充てん容器充てん容器充てん容器

集合装置集合装置集合装置集合装置集合装置集合装置集合装置

転倒防止等転倒防止等転倒防止等転倒防止等転倒防止等転倒防止等転倒防止等

メーターメーターメーターメーターメーターメーターメーター

電気防食電気防食電気防食電気防食電気防食電気防食電気防食

ただし、防凍保温は共通事項による。ただし、防凍保温は共通事項による。ただし、防凍保温は共通事項による。ただし、防凍保温は共通事項による。ただし、防凍保温は共通事項による。ただし、防凍保温は共通事項による。ただし、防凍保温は共通事項による。

屋外露出配管は標準仕様書第2編3.1.5.ｅ ・（ハ）・Ⅴによる保温を行う。屋外露出配管は標準仕様書第2編3.1.5.ｅ ・（ハ）・Ⅴによる保温を行う。屋外露出配管は標準仕様書第2編3.1.5.ｅ ・（ハ）・Ⅴによる保温を行う。屋外露出配管は標準仕様書第2編3.1.5.ｅ ・（ハ）・Ⅴによる保温を行う。屋外露出配管は標準仕様書第2編3.1.5.ｅ ・（ハ）・Ⅴによる保温を行う。屋外露出配管は標準仕様書第2編3.1.5.ｅ ・（ハ）・Ⅴによる保温を行う。屋外露出配管は標準仕様書第2編3.1.5.ｅ ・（ハ）・Ⅴによる保温を行う。

　　　　　　　　　　地中 ○　　　　　　　　　　地中 ○　　　　　　　　　　地中 ○　　　　　　　　　　地中 ○　　　　　　　　　　地中 ○　　　　　　　　　　地中 ○　　　　　　　　　　地中 ○

　　　　　　　　　　地中 ○　　　　　　　　　　地中 ○　　　　　　　　　　地中 ○　　　　　　　　　　地中 ○　　　　　　　　　　地中 ○　　　　　　　　　　地中 ○　　　　　　　　　　地中 ○

（１）屋内消火栓　　一般 ○配管用炭素鋼鋼管（白）○外面塩ビライニング鋼管（VS）（１）屋内消火栓　　一般 ○配管用炭素鋼鋼管（白）○外面塩ビライニング鋼管（VS）（１）屋内消火栓　　一般 ○配管用炭素鋼鋼管（白）○外面塩ビライニング鋼管（VS）（１）屋内消火栓　　一般 ○配管用炭素鋼鋼管（白）○外面塩ビライニング鋼管（VS）（１）屋内消火栓　　一般 ○配管用炭素鋼鋼管（白）○外面塩ビライニング鋼管（VS）（１）屋内消火栓　　一般 ○配管用炭素鋼鋼管（白）○外面塩ビライニング鋼管（VS）（１）屋内消火栓　　一般 ○配管用炭素鋼鋼管（白）○外面塩ビライニング鋼管（VS）

（２）連結送水管　　一般 ○（２）連結送水管　　一般 ○（２）連結送水管　　一般 ○（２）連結送水管　　一般 ○（２）連結送水管　　一般 ○（２）連結送水管　　一般 ○（２）連結送水管　　一般 ○

（３）　　　　　　　　 　○（３）　　　　　　　　 　○（３）　　　　　　　　 　○（３）　　　　　　　　 　○（３）　　　　　　　　 　○（３）　　　　　　　　 　○（３）　　　　　　　　 　○

図示による。図示による。図示による。図示による。図示による。図示による。図示による。

図示による。図示による。図示による。図示による。図示による。図示による。図示による。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○全自動（砂式）○全自動（砂式）○全自動（砂式）○全自動（砂式）○全自動（砂式）○全自動（砂式）○全自動（砂式）

　　（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。　　（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。　　（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。　　（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。　　（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。　　（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。　　（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。

○特別管理産業廃棄物は　（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。○特別管理産業廃棄物は　（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。○特別管理産業廃棄物は　（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。○特別管理産業廃棄物は　（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。○特別管理産業廃棄物は　（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。○特別管理産業廃棄物は　（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。○特別管理産業廃棄物は　（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。

○再生資源化を図るものは（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。○再生資源化を図るものは（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。○再生資源化を図るものは（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。○再生資源化を図るものは（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。○再生資源化を図るものは（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。○再生資源化を図るものは（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。○再生資源化を図るものは（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。

○塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）○塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）○塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）○塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）○塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）○塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）○塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

○要（○別途工事　　○本工事）　　○不要○要（○別途工事　　○本工事）　　○不要○要（○別途工事　　○本工事）　　○不要○要（○別途工事　　○本工事）　　○不要○要（○別途工事　　○本工事）　　○不要○要（○別途工事　　○本工事）　　○不要○要（○別途工事　　○本工事）　　○不要

○要　　○不要○要　　○不要○要　　○不要○要　　○不要○要　　○不要○要　　○不要○要　　○不要

　都市ガス　　　ガス事業者の供給規定による。　都市ガス　　　ガス事業者の供給規定による。　都市ガス　　　ガス事業者の供給規定による。　都市ガス　　　ガス事業者の供給規定による。　都市ガス　　　ガス事業者の供給規定による。　都市ガス　　　ガス事業者の供給規定による。　都市ガス　　　ガス事業者の供給規定による。

　液化石油ガス　（1）一般　液化石油ガス　（1）一般　液化石油ガス　（1）一般　液化石油ガス　（1）一般　液化石油ガス　（1）一般　液化石油ガス　（1）一般　液化石油ガス　（1）一般

　　　　　　　　（2）地中　　　　　　　　（2）地中　　　　　　　　（2）地中　　　　　　　　（2）地中　　　　　　　　（2）地中　　　　　　　　（2）地中　　　　　　　　（2）地中

○ドライシステム　　○○ドライシステム　　○○ドライシステム　　○○ドライシステム　　○○ドライシステム　　○○ドライシステム　　○○ドライシステム　　○

標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領） ○（a）　○（b）　○（c）による。標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領） ○（a）　○（b）　○（c）による。標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領） ○（a）　○（b）　○（c）による。標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領） ○（a）　○（b）　○（c）による。標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領） ○（a）　○（b）　○（c）による。標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領） ○（a）　○（b）　○（c）による。標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領） ○（a）　○（b）　○（c）による。

○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

手洗器は止水栓付とする。手洗器は止水栓付とする。手洗器は止水栓付とする。手洗器は止水栓付とする。手洗器は止水栓付とする。手洗器は止水栓付とする。手洗器は止水栓付とする。

ものとする。ものとする。ものとする。ものとする。ものとする。ものとする。ものとする。

ユニットの配管材料は、別図衛生器具ユニットの仕様表による。ユニットの配管材料は、別図衛生器具ユニットの仕様表による。ユニットの配管材料は、別図衛生器具ユニットの仕様表による。ユニットの配管材料は、別図衛生器具ユニットの仕様表による。ユニットの配管材料は、別図衛生器具ユニットの仕様表による。ユニットの配管材料は、別図衛生器具ユニットの仕様表による。ユニットの配管材料は、別図衛生器具ユニットの仕様表による。

○水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。○水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。○水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。○水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。○水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。○水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。○水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

　（○ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。）　（○ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。）　（○ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。）　（○ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。）　（○ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。）　（○ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。）　（○ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。）

○設ける（ピット内は除く）　　○設けない○設ける（ピット内は除く）　　○設けない○設ける（ピット内は除く）　　○設けない○設ける（ピット内は除く）　　○設けない○設ける（ピット内は除く）　　○設けない○設ける（ピット内は除く）　　○設けない○設ける（ピット内は除く）　　○設けない

洗面器に直結する排水管は、器具トラップより1サイズアップとする。洗面器に直結する排水管は、器具トラップより1サイズアップとする。洗面器に直結する排水管は、器具トラップより1サイズアップとする。洗面器に直結する排水管は、器具トラップより1サイズアップとする。洗面器に直結する排水管は、器具トラップより1サイズアップとする。洗面器に直結する排水管は、器具トラップより1サイズアップとする。洗面器に直結する排水管は、器具トラップより1サイズアップとする。

台所流し等の床上部分の配管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）でもよい。台所流し等の床上部分の配管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）でもよい。台所流し等の床上部分の配管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）でもよい。台所流し等の床上部分の配管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）でもよい。台所流し等の床上部分の配管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）でもよい。台所流し等の床上部分の配管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）でもよい。台所流し等の床上部分の配管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）でもよい。

○要（○別途工事　○本工事）○不要○要（○別途工事　○本工事）○不要○要（○別途工事　○本工事）○不要○要（○別途工事　○本工事）○不要○要（○別途工事　○本工事）○不要○要（○別途工事　○本工事）○不要○要（○別途工事　○本工事）○不要

図示の箇所に取り付ける。図示の箇所に取り付ける。図示の箇所に取り付ける。図示の箇所に取り付ける。図示の箇所に取り付ける。図示の箇所に取り付ける。図示の箇所に取り付ける。

○○○○○○○

桝間　　　　硬質塩化ビニル管（VP）桝間　　　　硬質塩化ビニル管（VP）桝間　　　　硬質塩化ビニル管（VP）桝間　　　　硬質塩化ビニル管（VP）桝間　　　　硬質塩化ビニル管（VP）桝間　　　　硬質塩化ビニル管（VP）桝間　　　　硬質塩化ビニル管（VP）

第一桝まで　硬質塩化ビニル管（VP）第一桝まで　硬質塩化ビニル管（VP）第一桝まで　硬質塩化ビニル管（VP）第一桝まで　硬質塩化ビニル管（VP）第一桝まで　硬質塩化ビニル管（VP）第一桝まで　硬質塩化ビニル管（VP）第一桝まで　硬質塩化ビニル管（VP）

（1）屋　　内（1）屋　　内（1）屋　　内（1）屋　　内（1）屋　　内（1）屋　　内（1）屋　　内

（2）屋　　外（2）屋　　外（2）屋　　外（2）屋　　外（2）屋　　外（2）屋　　外（2）屋　　外

管の上端より原則として、一般敷地は（　３０cm）構内道路は（　６０cm）以上とする。管の上端より原則として、一般敷地は（　３０cm）構内道路は（　６０cm）以上とする。管の上端より原則として、一般敷地は（　３０cm）構内道路は（　６０cm）以上とする。管の上端より原則として、一般敷地は（　３０cm）構内道路は（　６０cm）以上とする。管の上端より原則として、一般敷地は（　３０cm）構内道路は（　６０cm）以上とする。管の上端より原則として、一般敷地は（　３０cm）構内道路は（　６０cm）以上とする。管の上端より原則として、一般敷地は（　３０cm）構内道路は（　６０cm）以上とする。

洗浄水量が10.5Ｌ/回以下のものとする。洗浄水量が10.5Ｌ/回以下のものとする。洗浄水量が10.5Ｌ/回以下のものとする。洗浄水量が10.5Ｌ/回以下のものとする。洗浄水量が10.5Ｌ/回以下のものとする。洗浄水量が10.5Ｌ/回以下のものとする。洗浄水量が10.5Ｌ/回以下のものとする。

（1）給水引込管（直結部分）水道事業者の指定による（○　　　　　　　　）（1）給水引込管（直結部分）水道事業者の指定による（○　　　　　　　　）（1）給水引込管（直結部分）水道事業者の指定による（○　　　　　　　　）（1）給水引込管（直結部分）水道事業者の指定による（○　　　　　　　　）（1）給水引込管（直結部分）水道事業者の指定による（○　　　　　　　　）（1）給水引込管（直結部分）水道事業者の指定による（○　　　　　　　　）（1）給水引込管（直結部分）水道事業者の指定による（○　　　　　　　　）

○親メーター（○貸与品　○　　　　）　○子メーター（○買い取り　○　　　　）○親メーター（○貸与品　○　　　　）　○子メーター（○買い取り　○　　　　）○親メーター（○貸与品　○　　　　）　○子メーター（○買い取り　○　　　　）○親メーター（○貸与品　○　　　　）　○子メーター（○買い取り　○　　　　）○親メーター（○貸与品　○　　　　）　○子メーター（○買い取り　○　　　　）○親メーター（○貸与品　○　　　　）　○子メーター（○買い取り　○　　　　）○親メーター（○貸与品　○　　　　）　○子メーター（○買い取り　○　　　　）

○水道事業者指定品（○貸与品　○買い取り）　○標準図ＭＣ形○水道事業者指定品（○貸与品　○買い取り）　○標準図ＭＣ形○水道事業者指定品（○貸与品　○買い取り）　○標準図ＭＣ形○水道事業者指定品（○貸与品　○買い取り）　○標準図ＭＣ形○水道事業者指定品（○貸与品　○買い取り）　○標準図ＭＣ形○水道事業者指定品（○貸与品　○買い取り）　○標準図ＭＣ形○水道事業者指定品（○貸与品　○買い取り）　○標準図ＭＣ形

○逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。○逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。○逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。○逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。○逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。○逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。○逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。

○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の ○（a）　○（b）　○（c）による。標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の ○（a）　○（b）　○（c）による。標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の ○（a）　○（b）　○（c）による。標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の ○（a）　○（b）　○（c）による。標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の ○（a）　○（b）　○（c）による。標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の ○（a）　○（b）　○（c）による。標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の ○（a）　○（b）　○（c）による。

○要（○別途工事　○本工事）　　○不要○要（○別途工事　○本工事）　　○不要○要（○別途工事　○本工事）　　○不要○要（○別途工事　○本工事）　　○不要○要（○別途工事　○本工事）　　○不要○要（○別途工事　○本工事）　　○不要○要（○別途工事　○本工事）　　○不要

小便器自動洗浄装置及び組込み小便器の洗浄水量は4Ｌ/回以下とし、使用状況により洗浄水量を制御できる小便器自動洗浄装置及び組込み小便器の洗浄水量は4Ｌ/回以下とし、使用状況により洗浄水量を制御できる小便器自動洗浄装置及び組込み小便器の洗浄水量は4Ｌ/回以下とし、使用状況により洗浄水量を制御できる小便器自動洗浄装置及び組込み小便器の洗浄水量は4Ｌ/回以下とし、使用状況により洗浄水量を制御できる小便器自動洗浄装置及び組込み小便器の洗浄水量は4Ｌ/回以下とし、使用状況により洗浄水量を制御できる小便器自動洗浄装置及び組込み小便器の洗浄水量は4Ｌ/回以下とし、使用状況により洗浄水量を制御できる小便器自動洗浄装置及び組込み小便器の洗浄水量は4Ｌ/回以下とし、使用状況により洗浄水量を制御できる

厨房系統厨房系統厨房系統厨房系統厨房系統厨房系統厨房系統

空気調和設備の当該項目による。空気調和設備の当該項目による。空気調和設備の当該項目による。空気調和設備の当該項目による。空気調和設備の当該項目による。空気調和設備の当該項目による。空気調和設備の当該項目による。

取り付け箇所は図示による。取り付け箇所は図示による。取り付け箇所は図示による。取り付け箇所は図示による。取り付け箇所は図示による。取り付け箇所は図示による。取り付け箇所は図示による。

○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）

○厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より1ランク厚いものを使用する。○厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より1ランク厚いものを使用する。○厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より1ランク厚いものを使用する。○厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より1ランク厚いものを使用する。○厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より1ランク厚いものを使用する。○厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より1ランク厚いものを使用する。○厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より1ランク厚いものを使用する。

○多湿箇所のダクト（保温の厚さ25ｍｍ、範囲は図示による）○多湿箇所のダクト（保温の厚さ25ｍｍ、範囲は図示による）○多湿箇所のダクト（保温の厚さ25ｍｍ、範囲は図示による）○多湿箇所のダクト（保温の厚さ25ｍｍ、範囲は図示による）○多湿箇所のダクト（保温の厚さ25ｍｍ、範囲は図示による）○多湿箇所のダクト（保温の厚さ25ｍｍ、範囲は図示による）○多湿箇所のダクト（保温の厚さ25ｍｍ、範囲は図示による）

とする。とする。とする。とする。とする。とする。とする。

伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。

給気管給気管給気管給気管給気管給気管給気管

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

還　管還　管還　管還　管還　管還　管還　管 ○○○○○○○

○○○○○○○

取り付け箇所は図示による。取り付け箇所は図示による。取り付け箇所は図示による。取り付け箇所は図示による。取り付け箇所は図示による。取り付け箇所は図示による。取り付け箇所は図示による。

取り付け箇所は図示による。取り付け箇所は図示による。取り付け箇所は図示による。取り付け箇所は図示による。取り付け箇所は図示による。取り付け箇所は図示による。取り付け箇所は図示による。

取り付け箇所は図示による。取り付け箇所は図示による。取り付け箇所は図示による。取り付け箇所は図示による。取り付け箇所は図示による。取り付け箇所は図示による。取り付け箇所は図示による。

コック付とし、取り付け箇所は図示による。コック付とし、取り付け箇所は図示による。コック付とし、取り付け箇所は図示による。コック付とし、取り付け箇所は図示による。コック付とし、取り付け箇所は図示による。コック付とし、取り付け箇所は図示による。コック付とし、取り付け箇所は図示による。

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

（３）ガラリに直接取り付けるチャンバー類は雨水の滞留のないように施工する。（３）ガラリに直接取り付けるチャンバー類は雨水の滞留のないように施工する。（３）ガラリに直接取り付けるチャンバー類は雨水の滞留のないように施工する。（３）ガラリに直接取り付けるチャンバー類は雨水の滞留のないように施工する。（３）ガラリに直接取り付けるチャンバー類は雨水の滞留のないように施工する。（３）ガラリに直接取り付けるチャンバー類は雨水の滞留のないように施工する。（３）ガラリに直接取り付けるチャンバー類は雨水の滞留のないように施工する。

　　　バーには点検口を設け、大きさは図示による。　　　バーには点検口を設け、大きさは図示による。　　　バーには点検口を設け、大きさは図示による。　　　バーには点検口を設け、大きさは図示による。　　　バーには点検口を設け、大きさは図示による。　　　バーには点検口を設け、大きさは図示による。　　　バーには点検口を設け、大きさは図示による。

（２）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消音内貼りしたチャン（２）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消音内貼りしたチャン（２）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消音内貼りしたチャン（２）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消音内貼りしたチャン（２）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消音内貼りしたチャン（２）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消音内貼りしたチャン（２）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消音内貼りしたチャン

（５）高温水管（５）高温水管（５）高温水管（５）高温水管（５）高温水管（５）高温水管（５）高温水管

（２）冷却水管（２）冷却水管（２）冷却水管（２）冷却水管（２）冷却水管（２）冷却水管（２）冷却水管

（１）冷媒管（１）冷媒管（１）冷媒管（１）冷媒管（１）冷媒管（１）冷媒管（１）冷媒管

（３）油管（３）油管（３）油管（３）油管（３）油管（３）油管（３）油管

（４）蒸気管（４）蒸気管（４）蒸気管（４）蒸気管（４）蒸気管（４）蒸気管（４）蒸気管

（１）防煙ダンパー（１）防煙ダンパー（１）防煙ダンパー（１）防煙ダンパー（１）防煙ダンパー（１）防煙ダンパー（１）防煙ダンパー

（２）ピストンダンパー（２）ピストンダンパー（２）ピストンダンパー（２）ピストンダンパー（２）ピストンダンパー（２）ピストンダンパー（２）ピストンダンパー

定格入力はＤＣ24Ｖ、0.7Ａ以下とする。定格入力はＤＣ24Ｖ、0.7Ａ以下とする。定格入力はＤＣ24Ｖ、0.7Ａ以下とする。定格入力はＤＣ24Ｖ、0.7Ａ以下とする。定格入力はＤＣ24Ｖ、0.7Ａ以下とする。定格入力はＤＣ24Ｖ、0.7Ａ以下とする。定格入力はＤＣ24Ｖ、0.7Ａ以下とする。

○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。

○ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様は別図による。○ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様は別図による。○ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様は別図による。○ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様は別図による。○ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様は別図による。○ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様は別図による。○ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様は別図による。

復帰方式（○遠隔　○　　　　　）復帰方式（○遠隔　○　　　　　）復帰方式（○遠隔　○　　　　　）復帰方式（○遠隔　○　　　　　）復帰方式（○遠隔　○　　　　　）復帰方式（○遠隔　○　　　　　）復帰方式（○遠隔　○　　　　　）

復帰方式（○遠隔　○　　　　　）復帰方式（○遠隔　○　　　　　）復帰方式（○遠隔　○　　　　　）復帰方式（○遠隔　○　　　　　）復帰方式（○遠隔　○　　　　　）復帰方式（○遠隔　○　　　　　）復帰方式（○遠隔　○　　　　　）

○鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。○鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。○鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。○鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。○鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。○鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。○鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。

○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

○　　　　　　　　）の端子を設ける。なおフロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様○　　　　　　　　）の端子を設ける。なおフロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様○　　　　　　　　）の端子を設ける。なおフロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様○　　　　　　　　）の端子を設ける。なおフロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様○　　　　　　　　）の端子を設ける。なおフロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様○　　　　　　　　）の端子を設ける。なおフロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様○　　　　　　　　）の端子を設ける。なおフロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様

制御盤には（○給油ポンプ制御　○満油警報　○遠隔警報　○電磁弁制御　○返油ポンプ制御　○減油警報制御盤には（○給油ポンプ制御　○満油警報　○遠隔警報　○電磁弁制御　○返油ポンプ制御　○減油警報制御盤には（○給油ポンプ制御　○満油警報　○遠隔警報　○電磁弁制御　○返油ポンプ制御　○減油警報制御盤には（○給油ポンプ制御　○満油警報　○遠隔警報　○電磁弁制御　○返油ポンプ制御　○減油警報制御盤には（○給油ポンプ制御　○満油警報　○遠隔警報　○電磁弁制御　○返油ポンプ制御　○減油警報制御盤には（○給油ポンプ制御　○満油警報　○遠隔警報　○電磁弁制御　○返油ポンプ制御　○減油警報制御盤には（○給油ポンプ制御　○満油警報　○遠隔警報　○電磁弁制御　○返油ポンプ制御　○減油警報

○還りダクトの保温　範囲は（○　　　　　　○　　　　　　）○還りダクトの保温　範囲は（○　　　　　　○　　　　　　）○還りダクトの保温　範囲は（○　　　　　　○　　　　　　）○還りダクトの保温　範囲は（○　　　　　　○　　　　　　）○還りダクトの保温　範囲は（○　　　　　　○　　　　　　）○還りダクトの保温　範囲は（○　　　　　　○　　　　　　）○還りダクトの保温　範囲は（○　　　　　　○　　　　　　）

○膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。○膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。○膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。○膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。○膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。○膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。○膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。

○建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。○建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。○建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。○建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。○建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。○建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。○建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。

○空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.5の排水管の項による。○空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.5の排水管の項による。○空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.5の排水管の項による。○空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.5の排水管の項による。○空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.5の排水管の項による。○空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.5の排水管の項による。○空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.5の排水管の項による。
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部数、規格、綴じ方は完成図と同じ。部数、規格、綴じ方は完成図と同じ。部数、規格、綴じ方は完成図と同じ。部数、規格、綴じ方は完成図と同じ。部数、規格、綴じ方は完成図と同じ。部数、規格、綴じ方は完成図と同じ。部数、規格、綴じ方は完成図と同じ。
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１．工　事　概　要１．工　事　概　要１．工　事　概　要１．工　事　概　要１．工　事　概　要１．工　事　概　要１．工　事　概　要
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●完成図の原図サイズは、原則としてＡ２とする。●完成図の原図サイズは、原則としてＡ２とする。●完成図の原図サイズは、原則としてＡ２とする。●完成図の原図サイズは、原則としてＡ２とする。●完成図の原図サイズは、原則としてＡ２とする。●完成図の原図サイズは、原則としてＡ２とする。●完成図の原図サイズは、原則としてＡ２とする。

3333333

○根切り土の中の良質土　　○地中埋設管は山砂の類○根切り土の中の良質土　　○地中埋設管は山砂の類○根切り土の中の良質土　　○地中埋設管は山砂の類○根切り土の中の良質土　　○地中埋設管は山砂の類○根切り土の中の良質土　　○地中埋設管は山砂の類○根切り土の中の良質土　　○地中埋設管は山砂の類○根切り土の中の良質土　　○地中埋設管は山砂の類
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風量調整ダンパー（手動）風量調整ダンパー（手動）風量調整ダンパー（手動）風量調整ダンパー（手動）風量調整ダンパー（手動）風量調整ダンパー（手動）風量調整ダンパー（手動）
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●●●●●●●

●●●●●●●

●●●●●●●

一式一式一式一式一式一式一式

一式一式一式一式一式一式一式

一式一式一式一式一式一式一式 一式一式一式一式一式一式一式

●●●●●●● ●●●●●●●

●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●

（3）その他の一般配管　●硬質塩ビライニング鋼管（SGP-VB） （3）その他の一般配管　●硬質塩ビライニング鋼管（SGP-VB） （3）その他の一般配管　●硬質塩ビライニング鋼管（SGP-VB） （3）その他の一般配管　●硬質塩ビライニング鋼管（SGP-VB） （3）その他の一般配管　●硬質塩ビライニング鋼管（SGP-VB） （3）その他の一般配管　●硬質塩ビライニング鋼管（SGP-VB） （3）その他の一般配管　●硬質塩ビライニング鋼管（SGP-VB） 

●●●●●●● JIS又はJV　 ●水道直結部分（●10Ｋ　○　　　　　　）　JIS又はJV　 ●水道直結部分（●10Ｋ　○　　　　　　）　JIS又はJV　 ●水道直結部分（●10Ｋ　○　　　　　　）　JIS又はJV　 ●水道直結部分（●10Ｋ　○　　　　　　）　JIS又はJV　 ●水道直結部分（●10Ｋ　○　　　　　　）　JIS又はJV　 ●水道直結部分（●10Ｋ　○　　　　　　）　JIS又はJV　 ●水道直結部分（●10Ｋ　○　　　　　　）　

●●●●●●●

●●●●●●● ●●●●●●●

●●●●●●●

汚水管　　　排水用鉛管　○排水用塩ビライニング鋼管　●硬質塩化ビニル管（VP）汚水管　　　排水用鉛管　○排水用塩ビライニング鋼管　●硬質塩化ビニル管（VP）汚水管　　　排水用鉛管　○排水用塩ビライニング鋼管　●硬質塩化ビニル管（VP）汚水管　　　排水用鉛管　○排水用塩ビライニング鋼管　●硬質塩化ビニル管（VP）汚水管　　　排水用鉛管　○排水用塩ビライニング鋼管　●硬質塩化ビニル管（VP）汚水管　　　排水用鉛管　○排水用塩ビライニング鋼管　●硬質塩化ビニル管（VP）汚水管　　　排水用鉛管　○排水用塩ビライニング鋼管　●硬質塩化ビニル管（VP）

雑排水管　　配管用炭素鋼鋼管（白）○排水用鉛管　●硬質塩化ビニル管（VP）雑排水管　　配管用炭素鋼鋼管（白）○排水用鉛管　●硬質塩化ビニル管（VP）雑排水管　　配管用炭素鋼鋼管（白）○排水用鉛管　●硬質塩化ビニル管（VP）雑排水管　　配管用炭素鋼鋼管（白）○排水用鉛管　●硬質塩化ビニル管（VP）雑排水管　　配管用炭素鋼鋼管（白）○排水用鉛管　●硬質塩化ビニル管（VP）雑排水管　　配管用炭素鋼鋼管（白）○排水用鉛管　●硬質塩化ビニル管（VP）雑排水管　　配管用炭素鋼鋼管（白）○排水用鉛管　●硬質塩化ビニル管（VP）

通気管　　　配管用炭素鋼鋼管（白）●硬質塩化ビニル管(VP）通気管　　　配管用炭素鋼鋼管（白）●硬質塩化ビニル管(VP）通気管　　　配管用炭素鋼鋼管（白）●硬質塩化ビニル管(VP）通気管　　　配管用炭素鋼鋼管（白）●硬質塩化ビニル管(VP）通気管　　　配管用炭素鋼鋼管（白）●硬質塩化ビニル管(VP）通気管　　　配管用炭素鋼鋼管（白）●硬質塩化ビニル管(VP）通気管　　　配管用炭素鋼鋼管（白）●硬質塩化ビニル管(VP）

●●●●●●●

●●●●●●●

標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）による。標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）による。標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）による。標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）による。標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）による。標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）による。標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）による。

●●●●●●●

平成　　年　　月平成　　年　　月平成　　年　　月平成　　年　　月平成　　年　　月平成　　年　　月平成　　年　　月

屋　外屋　外屋　外屋　外屋　外屋　外屋　外屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内

※ドレン管屋外露出部は塗装とする。※ドレン管屋外露出部は塗装とする。※ドレン管屋外露出部は塗装とする。※ドレン管屋外露出部は塗装とする。※ドレン管屋外露出部は塗装とする。※ドレン管屋外露出部は塗装とする。※ドレン管屋外露出部は塗装とする。

(屋外露出部：カラーVP)(屋外露出部：カラーVP)(屋外露出部：カラーVP)(屋外露出部：カラーVP)(屋外露出部：カラーVP)(屋外露出部：カラーVP)(屋外露出部：カラーVP)

○○○○○○○ ○低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500ｍｍ以下の部分）○アングルフランジ工法）○低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500ｍｍ以下の部分）○アングルフランジ工法）○低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500ｍｍ以下の部分）○アングルフランジ工法）○低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500ｍｍ以下の部分）○アングルフランジ工法）○低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500ｍｍ以下の部分）○アングルフランジ工法）○低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500ｍｍ以下の部分）○アングルフランジ工法）○低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500ｍｍ以下の部分）○アングルフランジ工法）

○○○○○○○

標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　　８本組。標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　　８本組。標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　　８本組。標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　　８本組。標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　　８本組。標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　　８本組。標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　　８本組。

○低圧ダクト（スパイラルダクト）○低圧ダクト（スパイラルダクト）○低圧ダクト（スパイラルダクト）○低圧ダクト（スパイラルダクト）○低圧ダクト（スパイラルダクト）○低圧ダクト（スパイラルダクト）○低圧ダクト（スパイラルダクト）

○○○○○○○

○○○○○○○ JIS又はJV　（○5Ｋ　　　　○10Ｋ　　（図示部分））JIS又はJV　（○5Ｋ　　　　○10Ｋ　　（図示部分））JIS又はJV　（○5Ｋ　　　　○10Ｋ　　（図示部分））JIS又はJV　（○5Ｋ　　　　○10Ｋ　　（図示部分））JIS又はJV　（○5Ｋ　　　　○10Ｋ　　（図示部分））JIS又はJV　（○5Ｋ　　　　○10Ｋ　　（図示部分））JIS又はJV　（○5Ｋ　　　　○10Ｋ　　（図示部分））

○○○○○○○

別途（　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　　）別途（　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　　）別途（　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　　）別途（　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　　）別途（　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　　）別途（　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　　）別途（　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　　）

○要　　○不要○要　　○不要○要　　○不要○要　　○不要○要　　○不要○要　　○不要○要　　○不要

○○○○○○○

○○○○○○○ ○別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。○別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。○別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。○別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。○別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。○別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。○別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。

●●●●●●●

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○ ○合成樹脂製　○アルミニウム合金製　○人造石とぎ出し製　○ステンレス製○合成樹脂製　○アルミニウム合金製　○人造石とぎ出し製　○ステンレス製○合成樹脂製　○アルミニウム合金製　○人造石とぎ出し製　○ステンレス製○合成樹脂製　○アルミニウム合金製　○人造石とぎ出し製　○ステンレス製○合成樹脂製　○アルミニウム合金製　○人造石とぎ出し製　○ステンレス製○合成樹脂製　○アルミニウム合金製　○人造石とぎ出し製　○ステンレス製○合成樹脂製　○アルミニウム合金製　○人造石とぎ出し製　○ステンレス製

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

○液化石油ガス○液化石油ガス○液化石油ガス○液化石油ガス○液化石油ガス○液化石油ガス○液化石油ガス

○親メーター（○貸与品　○　　　　）　　○子メーター（○買い取り　　　　　）○親メーター（○貸与品　○　　　　）　　○子メーター（○買い取り　　　　　）○親メーター（○貸与品　○　　　　）　　○子メーター（○買い取り　　　　　）○親メーター（○貸与品　○　　　　）　　○子メーター（○買い取り　　　　　）○親メーター（○貸与品　○　　　　）　　○子メーター（○買い取り　　　　　）○親メーター（○貸与品　○　　　　）　　○子メーター（○買い取り　　　　　）○親メーター（○貸与品　○　　　　）　　○子メーター（○買い取り　　　　　）

○本工事（図示による）　○別途工事　　　　　　　　　　　　　　　　）○本工事（図示による）　○別途工事　　　　　　　　　　　　　　　　）○本工事（図示による）　○別途工事　　　　　　　　　　　　　　　　）○本工事（図示による）　○別途工事　　　　　　　　　　　　　　　　）○本工事（図示による）　○別途工事　　　　　　　　　　　　　　　　）○本工事（図示による）　○別途工事　　　　　　　　　　　　　　　　）○本工事（図示による）　○別途工事　　　　　　　　　　　　　　　　）

●●●●●●● ●●●●●●● ●撤去内容は図示による。●撤去内容は図示による。●撤去内容は図示による。●撤去内容は図示による。●撤去内容は図示による。●撤去内容は図示による。●撤去内容は図示による。
○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

●●●●●●●

●●●●●●●

給水管：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ給水管：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ給水管：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ給水管：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ給水管：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ給水管：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ給水管：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ 給湯管：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ給湯管：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ給湯管：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ給湯管：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ給湯管：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ給湯管：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ給湯管：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ

給水管：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ保温筒＋SUS鋼板給水管：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ保温筒＋SUS鋼板給水管：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ保温筒＋SUS鋼板給水管：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ保温筒＋SUS鋼板給水管：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ保温筒＋SUS鋼板給水管：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ保温筒＋SUS鋼板給水管：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ保温筒＋SUS鋼板 給湯管：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒＋SUS鋼板給湯管：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒＋SUS鋼板給湯管：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒＋SUS鋼板給湯管：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒＋SUS鋼板給湯管：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒＋SUS鋼板給湯管：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒＋SUS鋼板給湯管：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒＋SUS鋼板

塗装塗装塗装塗装塗装塗装塗装

○○○○○○○ はつりはつりはつりはつりはつりはつりはつり

○○○○○○○ 電線類電線類電線類電線類電線類電線類電線類

天井仕上区分天井仕上区分天井仕上区分天井仕上区分天井仕上区分天井仕上区分天井仕上区分

○○○○○○○ 吊り及び支持金物吊り及び支持金物吊り及び支持金物吊り及び支持金物吊り及び支持金物吊り及び支持金物吊り及び支持金物

○○○○○○○ 試験試験試験試験試験試験試験

施工調査施工調査施工調査施工調査施工調査施工調査施工調査

下記の金属電線管は塗装を行なう。下記の金属電線管は塗装を行なう。下記の金属電線管は塗装を行なう。下記の金属電線管は塗装を行なう。下記の金属電線管は塗装を行なう。下記の金属電線管は塗装を行なう。下記の金属電線管は塗装を行なう。

下記の保温を施さない亜鉛めっきを施したダクト及び配管は、塗装を行わない。下記の保温を施さない亜鉛めっきを施したダクト及び配管は、塗装を行わない。下記の保温を施さない亜鉛めっきを施したダクト及び配管は、塗装を行わない。下記の保温を施さない亜鉛めっきを施したダクト及び配管は、塗装を行わない。下記の保温を施さない亜鉛めっきを施したダクト及び配管は、塗装を行わない。下記の保温を施さない亜鉛めっきを施したダクト及び配管は、塗装を行わない。下記の保温を施さない亜鉛めっきを施したダクト及び配管は、塗装を行わない。

既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴明けは、ダイヤモンドカッターを用いる。既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴明けは、ダイヤモンドカッターを用いる。既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴明けは、ダイヤモンドカッターを用いる。既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴明けは、ダイヤモンドカッターを用いる。既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴明けは、ダイヤモンドカッターを用いる。既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴明けは、ダイヤモンドカッターを用いる。既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴明けは、ダイヤモンドカッターを用いる。

電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編2.4.1表4.2.12による。電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編2.4.1表4.2.12による。電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編2.4.1表4.2.12による。電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編2.4.1表4.2.12による。電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編2.4.1表4.2.12による。電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編2.4.1表4.2.12による。電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編2.4.1表4.2.12による。

（　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。（　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。（　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。（　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。（　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。（　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。（　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

　　　　事前調査　　　　事前調査　　　　事前調査　　　　事前調査　　　　事前調査　　　　事前調査　　　　事前調査

　　　　　調査項目　　○　　　　　調査項目　　○　　　　　調査項目　　○　　　　　調査項目　　○　　　　　調査項目　　○　　　　　調査項目　　○　　　　　調査項目　　○

（1）各種配管の試験は、新設配管に適用する。（1）各種配管の試験は、新設配管に適用する。（1）各種配管の試験は、新設配管に適用する。（1）各種配管の試験は、新設配管に適用する。（1）各種配管の試験は、新設配管に適用する。（1）各種配管の試験は、新設配管に適用する。（1）各種配管の試験は、新設配管に適用する。

（2）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。（2）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。（2）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。（2）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。（2）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。（2）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。（2）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

　　　　　調査範囲　　○図示　　○　　　　　調査範囲　　○図示　　○　　　　　調査範囲　　○図示　　○　　　　　調査範囲　　○図示　　○　　　　　調査範囲　　○図示　　○　　　　　調査範囲　　○図示　　○　　　　　調査範囲　　○図示　　○

　　　　　調査方法　　○図示　　○　　　　　調査方法　　○図示　　○　　　　　調査方法　　○図示　　○　　　　　調査方法　　○図示　　○　　　　　調査方法　　○図示　　○　　　　　調査方法　　○図示　　○　　　　　調査方法　　○図示　　○

（○槽内　○屋外　）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（SUS304）とする。（○槽内　○屋外　）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（SUS304）とする。（○槽内　○屋外　）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（SUS304）とする。（○槽内　○屋外　）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（SUS304）とする。（○槽内　○屋外　）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（SUS304）とする。（○槽内　○屋外　）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（SUS304）とする。（○槽内　○屋外　）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（SUS304）とする。

○倉庫　　○ 　　　　　○○倉庫　　○ 　　　　　○○倉庫　　○ 　　　　　○○倉庫　　○ 　　　　　○○倉庫　　○ 　　　　　○○倉庫　　○ 　　　　　○○倉庫　　○ 　　　　　○

○屋外露出　　　○（ 　　　　　　　 ）の屋内露出　　　　○屋外露出　　　○（ 　　　　　　　 ）の屋内露出　　　　○屋外露出　　　○（ 　　　　　　　 ）の屋内露出　　　　○屋外露出　　　○（ 　　　　　　　 ）の屋内露出　　　　○屋外露出　　　○（ 　　　　　　　 ）の屋内露出　　　　○屋外露出　　　○（ 　　　　　　　 ）の屋内露出　　　　○屋外露出　　　○（ 　　　　　　　 ）の屋内露出　　　　

●●●●●●●

●●●●●●●

○○○○○○○

○○○○○○○●●●●●●●

○○○○○○○●●●●●●●

○○○○○○○○○○○○○○●●●●●●●

○○○○○○○ ○下記によるほか、改修標準仕様書第1編1.5.1及び1.5.2による。○下記によるほか、改修標準仕様書第1編1.5.1及び1.5.2による。○下記によるほか、改修標準仕様書第1編1.5.1及び1.5.2による。○下記によるほか、改修標準仕様書第1編1.5.1及び1.5.2による。○下記によるほか、改修標準仕様書第1編1.5.1及び1.5.2による。○下記によるほか、改修標準仕様書第1編1.5.1及び1.5.2による。○下記によるほか、改修標準仕様書第1編1.5.1及び1.5.2による。

　呼び径32以上のものは40mmとする。　呼び径32以上のものは40mmとする。　呼び径32以上のものは40mmとする。　呼び径32以上のものは40mmとする。　呼び径32以上のものは40mmとする。　呼び径32以上のものは40mmとする。　呼び径32以上のものは40mmとする。

その他、仕様は標準仕様書第２編３.１.４及び３.１.5とする。厚さは配管の呼び径２５以下のものは５０mm、その他、仕様は標準仕様書第２編３.１.４及び３.１.5とする。厚さは配管の呼び径２５以下のものは５０mm、その他、仕様は標準仕様書第２編３.１.４及び３.１.5とする。厚さは配管の呼び径２５以下のものは５０mm、その他、仕様は標準仕様書第２編３.１.４及び３.１.5とする。厚さは配管の呼び径２５以下のものは５０mm、その他、仕様は標準仕様書第２編３.１.４及び３.１.5とする。厚さは配管の呼び径２５以下のものは５０mm、その他、仕様は標準仕様書第２編３.１.４及び３.１.5とする。厚さは配管の呼び径２５以下のものは５０mm、その他、仕様は標準仕様書第２編３.１.４及び３.１.5とする。厚さは配管の呼び径２５以下のものは５０mm、

水道用耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管水道用耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管水道用耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管水道用耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管水道用耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管水道用耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管水道用耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 一般部：HVA一般部：HVA一般部：HVA一般部：HVA一般部：HVA一般部：HVA一般部：HVA 埋設部：WHTLP埋設部：WHTLP埋設部：WHTLP埋設部：WHTLP埋設部：WHTLP埋設部：WHTLP埋設部：WHTLP

○○○○○○○

○○○○○○○

○○○○○○○

●風量調整　　●水量調整　　○室内外空気の温湿度の測定　　○騒音の測定●風量調整　　●水量調整　　○室内外空気の温湿度の測定　　○騒音の測定●風量調整　　●水量調整　　○室内外空気の温湿度の測定　　○騒音の測定●風量調整　　●水量調整　　○室内外空気の温湿度の測定　　○騒音の測定●風量調整　　●水量調整　　○室内外空気の温湿度の測定　　○騒音の測定●風量調整　　●水量調整　　○室内外空気の温湿度の測定　　○騒音の測定●風量調整　　●水量調整　　○室内外空気の温湿度の測定　　○騒音の測定

○屋外露出部○屋外露出部○屋外露出部○屋外露出部○屋外露出部○屋外露出部○屋外露出部

●●●●●●● ●●●●●●●

○台所流し用の水栓は泡沫式とする。○台所流し用の水栓は泡沫式とする。○台所流し用の水栓は泡沫式とする。○台所流し用の水栓は泡沫式とする。○台所流し用の水栓は泡沫式とする。○台所流し用の水栓は泡沫式とする。○台所流し用の水栓は泡沫式とする。

　　　　　 　●その他の部分（●　5Ｋ　○　　　　　　）　　　　　 　●その他の部分（●　5Ｋ　○　　　　　　）　　　　　 　●その他の部分（●　5Ｋ　○　　　　　　）　　　　　 　●その他の部分（●　5Ｋ　○　　　　　　）　　　　　 　●その他の部分（●　5Ｋ　○　　　　　　）　　　　　 　●その他の部分（●　5Ｋ　○　　　　　　）　　　　　 　●その他の部分（●　5Ｋ　○　　　　　　）

○○○○○○○ ○○○○○○○ ○○○○○○○

一式一式一式一式一式一式一式

旧津市河芸プール管理棟改修工事旧津市河芸プール管理棟改修工事旧津市河芸プール管理棟改修工事旧津市河芸プール管理棟改修工事旧津市河芸プール管理棟改修工事旧津市河芸プール管理棟改修工事旧津市河芸プール管理棟改修工事

●●●●●●● 一式一式一式一式一式一式一式

換気設備換気設備換気設備換気設備換気設備換気設備換気設備

衛生器具設備衛生器具設備衛生器具設備衛生器具設備衛生器具設備衛生器具設備衛生器具設備

給水設備給水設備給水設備給水設備給水設備給水設備給水設備

排水設備排水設備排水設備排水設備排水設備排水設備排水設備

図示の位置に各器具を強固に固定する。図示の既設器具は撤去する。図示の位置に各器具を強固に固定する。図示の既設器具は撤去する。図示の位置に各器具を強固に固定する。図示の既設器具は撤去する。図示の位置に各器具を強固に固定する。図示の既設器具は撤去する。図示の位置に各器具を強固に固定する。図示の既設器具は撤去する。図示の位置に各器具を強固に固定する。図示の既設器具は撤去する。図示の位置に各器具を強固に固定する。図示の既設器具は撤去する。

図示のごとく、既設配管を撤去し新設する。図示のごとく、既設配管を撤去し新設する。図示のごとく、既設配管を撤去し新設する。図示のごとく、既設配管を撤去し新設する。図示のごとく、既設配管を撤去し新設する。図示のごとく、既設配管を撤去し新設する。図示のごとく、既設配管を撤去し新設する。

図示のごとく、既設配管を撤去し新設する。図示のごとく、既設配管を撤去し新設する。図示のごとく、既設配管を撤去し新設する。図示のごとく、既設配管を撤去し新設する。図示のごとく、既設配管を撤去し新設する。図示のごとく、既設配管を撤去し新設する。図示のごとく、既設配管を撤去し新設する。

空調設備空調設備空調設備空調設備空調設備空調設備空調設備 空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ、並びに付帯配管を図示の位置に設置する。空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ、並びに付帯配管を図示の位置に設置する。空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ、並びに付帯配管を図示の位置に設置する。空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ、並びに付帯配管を図示の位置に設置する。空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ、並びに付帯配管を図示の位置に設置する。空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ、並びに付帯配管を図示の位置に設置する。空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ、並びに付帯配管を図示の位置に設置する。

天井扇、並びに付帯ダクトを図示の位置に設置する。天井扇、並びに付帯ダクトを図示の位置に設置する。天井扇、並びに付帯ダクトを図示の位置に設置する。天井扇、並びに付帯ダクトを図示の位置に設置する。天井扇、並びに付帯ダクトを図示の位置に設置する。天井扇、並びに付帯ダクトを図示の位置に設置する。天井扇、並びに付帯ダクトを図示の位置に設置する。

●●●●●●●

●●●●●●●

○○○○○○○ （1）地中埋設標　　　　○要（図示の箇所）　　○不要（1）地中埋設標　　　　○要（図示の箇所）　　○不要（1）地中埋設標　　　　○要（図示の箇所）　　○不要（1）地中埋設標　　　　○要（図示の箇所）　　○不要（1）地中埋設標　　　　○要（図示の箇所）　　○不要（1）地中埋設標　　　　○要（図示の箇所）　　○不要（1）地中埋設標　　　　○要（図示の箇所）　　○不要

（2）埋設表示用テープ　○要（排水管を除く）　○不要（2）埋設表示用テープ　○要（排水管を除く）　○不要（2）埋設表示用テープ　○要（排水管を除く）　○不要（2）埋設表示用テープ　○要（排水管を除く）　○不要（2）埋設表示用テープ　○要（排水管を除く）　○不要（2）埋設表示用テープ　○要（排水管を除く）　○不要（2）埋設表示用テープ　○要（排水管を除く）　○不要

○屋内露出部○屋内露出部○屋内露出部○屋内露出部○屋内露出部○屋内露出部○屋内露出部

●●●●●●●

●●●●●●● ●●●●●●●

●硬質塩化ビニル管●硬質塩化ビニル管●硬質塩化ビニル管●硬質塩化ビニル管●硬質塩化ビニル管●硬質塩化ビニル管●硬質塩化ビニル管

○○○○○○○ JIS又はJV　（○5Ｋ　　　○10Ｋ（図示部分））JIS又はJV　（○5Ｋ　　　○10Ｋ（図示部分））JIS又はJV　（○5Ｋ　　　○10Ｋ（図示部分））JIS又はJV　（○5Ｋ　　　○10Ｋ（図示部分））JIS又はJV　（○5Ｋ　　　○10Ｋ（図示部分））JIS又はJV　（○5Ｋ　　　○10Ｋ（図示部分））JIS又はJV　（○5Ｋ　　　○10Ｋ（図示部分））

○屋外露出冷媒管の外装の種別は（○図示による　　●成形ポリエチレンの上保温外装はSUS鋼板とする。）○屋外露出冷媒管の外装の種別は（○図示による　　●成形ポリエチレンの上保温外装はSUS鋼板とする。）○屋外露出冷媒管の外装の種別は（○図示による　　●成形ポリエチレンの上保温外装はSUS鋼板とする。）○屋外露出冷媒管の外装の種別は（○図示による　　●成形ポリエチレンの上保温外装はSUS鋼板とする。）○屋外露出冷媒管の外装の種別は（○図示による　　●成形ポリエチレンの上保温外装はSUS鋼板とする。）○屋外露出冷媒管の外装の種別は（○図示による　　●成形ポリエチレンの上保温外装はSUS鋼板とする。）○屋外露出冷媒管の外装の種別は（○図示による　　●成形ポリエチレンの上保温外装はSUS鋼板とする。）

○○○○○○○ ○○○○○○○

○○○○○○○

○都市ガス（供給者名：東邦ガス(株)　　　発熱量　46.04655ＭＪ/ｍ　）○都市ガス（供給者名：東邦ガス(株)　　　発熱量　46.04655ＭＪ/ｍ　）○都市ガス（供給者名：東邦ガス(株)　　　発熱量　46.04655ＭＪ/ｍ　）○都市ガス（供給者名：東邦ガス(株)　　　発熱量　46.04655ＭＪ/ｍ　）○都市ガス（供給者名：東邦ガス(株)　　　発熱量　46.04655ＭＪ/ｍ　）○都市ガス（供給者名：東邦ガス(株)　　　発熱量　46.04655ＭＪ/ｍ　）○都市ガス（供給者名：東邦ガス(株)　　　発熱量　46.04655ＭＪ/ｍ　）

（2）地中埋設配管　　　●屋外埋設 ●屋内配管 硬質塩ビライニング鋼管 （SGP-VD）（2）地中埋設配管　　　●屋外埋設 ●屋内配管 硬質塩ビライニング鋼管 （SGP-VD）（2）地中埋設配管　　　●屋外埋設 ●屋内配管 硬質塩ビライニング鋼管 （SGP-VD）（2）地中埋設配管　　　●屋外埋設 ●屋内配管 硬質塩ビライニング鋼管 （SGP-VD）（2）地中埋設配管　　　●屋外埋設 ●屋内配管 硬質塩ビライニング鋼管 （SGP-VD）（2）地中埋設配管　　　●屋外埋設 ●屋内配管 硬質塩ビライニング鋼管 （SGP-VD）（2）地中埋設配管　　　●屋外埋設 ●屋内配管 硬質塩ビライニング鋼管 （SGP-VD）
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記号 名称 寸法 蓋仕様 地盤高さ

φ200

桝リスト

A 汚水桝

管底(基準GL)

建築図参照

※管底は参考

塩ビ蓋

1

2

3

-300

-300

-350

-400MHA300×300

溜め桝

給排水衛生設備

機器仕様　衛生器具表　桝リスト

記号 名称 設置場所 台数 備考・参考型番機器仕様

WPU-1 汚物中継槽ユニット 汚水槽

屋外壁掛制御盤

屋外地中 本体FRP製

樹脂製槽内配管

自動交互運転 ２極

汚物チャッキ弁

フロートスイッチ（３個玉）一式

ケーブル(6m)とも

1

流入管φ100

フランジタイプ 通気口

×２台三相　200V　3.7kW

名称

(LIXIL参考型番)

仕様

(TOTO参考型番)

男
子
便
所

女
子
便
所

多
目
的
便
所

屋
外

合
計

L530,TENA12A(自動水栓),T6PM1(壁排水)カウンター式洗面器

壁掛手洗器 1 1

1

1

11

1

1

22

4121

2

1

1 3

1

KF-701AE,AY-55FN×4 T112CU2,T110D3R×4小便器用手すり(樹脂被覆)

KF-920AE70D12,AY-55FN×3 T112CL10,T110D3R×3

跳上げ手すり(樹脂被覆)

L型手すり(樹脂被覆)

U-A51AP,AY-21×4,AY-34×6 UFS900,HH04060自動洗浄小便器

衛生器具表（新設）

記号 名称

機器表（新設） 機器表（撤去）

P-K1 汚物水中ポンプ

台数 備考・参考型番機器仕様

自動交互運転

φ80 三相　200V　18.5kW

2 制御盤

フロートスイッチ

ケーブル

汚物チャッキ弁、仕切弁280L/min 25mAq

1400L(有効)

洋風大便器(ﾛｰﾀﾝｸ式)

洋風大便器(ﾛｰﾀﾝｸ式)

CS597BMS(手洗無し,蓋固定,ﾘﾓﾃﾞﾙ),TCF4721V81(洗浄便座・蓋無し,金属ﾌﾟﾚｰﾄ),HE35J

ﾏｰﾌﾞﾗｲﾄｶｳﾝﾀｰ,1760L,2方向ｴﾌﾟﾛﾝ,固定金具とも

1

1

SUS製水栓柱

横水栓

S-202A,LF-7KE-19,SF-20SAF-P(AY),SF-10E(AY),SF-202 SK22A,T23AE20,T37SGEP,TK22,T9R,HH04060ﾊﾞｯｸ付掃除用流し

1

11

1

1

2 2

ﾏｰﾌﾞﾗｲﾄｶｳﾝﾀｰ,2000L,1方向ｴﾌﾟﾛﾝ,固定金具とも

4

1

1

棚付二連紙巻器 YH702

φ65

ボルテックスタイプ

汚物水中ポンプ

マンホール(φ600以上)

水中ケーブル

名称

衛生器具表（撤去）

和風大便器

小便器

洗面器

はめ込み洗面器

同上用カウンター

ロータンク

フラッシュバルブ

単水栓　13A

単水栓　13A

1700L

掃除用流し

車いす用便器

単水栓　20A

ロータンク

シャワーヘッド

止水栓

化粧鏡 350×450H

350×450H耐食鏡

自在水栓 13A

散水栓 13A(箱とも)

男
子
便
所

女
子
便
所

男
子
シ
ャ
ワー

室

女
子
シ
ャ
ワー

室

男
子
洗
面
所

女
子
洗
面
所

男
子
ロ
ッ
カー

室

女
子
ロ
ッ
カー

室

2

3

3

2 2

1 1

2 2

1

3 3

3 3

2 2 2 2

3 3

1

1 1

1

身
障
用
便
所

1

1

事
務
室

医
務
室
兼
控
室

1

1

1

合
計

1

1

3

事
務
室

5

4

2

6

6

12

6

1

1 1

仕様

カウンター　1760L

カウンター　2000L

BC-P20H,DT-PA250HCH(手洗無し,蓋固定,ﾘﾓﾃﾞﾙ),CW-PC12(洗浄便座・蓋無し,金属ﾌﾟﾚｰﾄ),CWA-201TJ

BC-P20H,DT-PA250HCH(手洗無し,蓋固定,ﾘﾓﾃﾞﾙ),CW-PB11F-NE(洗浄便座)

CF-63HST

L-2260,AM-130C(自動水栓),LF-105PAL(壁排水)

ﾏｰﾍﾞﾘｲﾅｶｳﾝﾀｰ,1760L,2方向ｴﾌﾟﾛﾝ,固定金具とも

ﾏｰﾍﾞﾘｲﾅｶｳﾝﾀｰ,2000L,1方向ｴﾌﾟﾛﾝ,固定金具とも

SUS製

着脱装置付

溜め桝

溜め桝

φ200

φ200

塩ビ蓋

塩ビ蓋

建築図参照

建築図参照

建築図参照

該当品なし

1 8

手すり 1

1

T112HP7R,T110D17S

L270CM,TEN41A(自動水栓),TS126AR(水石鹸入れ),T7PW1,TL220D,他一式L-275FCRS,AM-200V1(自動水栓),KF-24F(水石鹸入れ),LF-275PAU,他一式

T28AKUH13,ﾎｰｽ接続LF-15G-13-CV,ﾎｰｽ接続

CS597BMS(手洗無し,蓋固定,ﾘﾓﾃﾞﾙ),TCF585R(洗浄便座)
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和風便器撤去

カウンター撤去

洗面器、化粧鏡撤去

カウンター撤去

洗面器、化粧鏡撤去

和風便器撤去

小便器撤去

掃除流し撤去

洗面器、化粧鏡撤去

洗面器、化粧鏡撤去洗面器、化粧鏡撤去

M-5

COA50

40

5
0 2
0

配管切断P止め

配管切断 GV20(B-1)撤去

埋設配管放置

埋設配管放置

屋内配管撤去
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空調・換気設備

機器仕様
M-6

記号 仕様形式・名称 台数 備考・参考型番 記号 仕様形式・名称 台数 備考・参考型番

単相100v

壁付換気扇

換気機器表（新設） 換気機器表（既設撤去）

単相100v

EF-1 壁付換気扇 ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ格子ﾀｲﾌﾟ φ250 風量：350m3/h 電気式ｼｬｯﾀｰ EX-25EK6-C

単相100v

壁付換気扇 φ250 風量：350m3/h 電気式ｼｬｯﾀｰEF-2 窓枠据付格子ﾀｲﾌﾟ EX-25SC3-S1

単相100v

壁付換気扇 φ250 風量：350m3/h 電気式ｼｬｯﾀｰ窓枠据付格子ﾀｲﾌﾟ EX-25SC3-SEF-3

露出型温度ｽｲｯﾁ(自動-切-連続)

消費電力：18.5W

消費電力：38.0W

消費電力：38.0W

EF-K1 φ250 ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ

単相100v

壁付換気扇 φ300 2

7

単相100v

天井換気扇VF-K1 φ150 ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞ1

ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ

VF-1 天井換気扇

単相100v

1

消費電力：23W

低騒音形　格子ｸﾞﾘﾙ φ100 150m3/h　40Pa

天井換気扇

単相100v

低騒音形　格子ｸﾞﾘﾙVF-2 φ150 250m3/h　80Pa

消費電力：46W

OA-1 給気グリル

2

2格子ｸﾞﾘﾙ φ150 P-18GH5

露出型温度ｽｲｯﾁ(自動-切-連続)

2

記号 仕様形式・名称 台数 備考・参考型番

3相200v

冷房能力：天井カセットエアコン

4方向 定格消費電力

暖房能力：

化粧ﾊﾟﾈﾙ ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟ

記号 仕様形式・名称 台数 備考・参考型番

冷房能力： 1

空調機器表（新設） 空調機器表（既設撤去）

PAC-1 7.1(2.9～8.0)Kw 8.0(2.2～10.6)Kw

冷房：1.75kW 暖房：1.80kW

3 RAC-K1 ルームエアコン

床置形

3.5kWクラス

特記事項 １、冷暖房能力は,外気温度、室内温度、湿度ともJIS条件とする。

３、インバーター能力、消費電力は参考値とする。

２、屋内ー屋外機器間電源、リモコン共本工事とする。

特記事項 １、消費電力は参考値とする。

5

EF-K2

深形ﾌｰﾄﾞ(SUS),防虫網(SUS)

取付枠,SUSﾌｰﾄﾞ,防鳥網(SUS)

取付枠,SUSﾌｰﾄﾞ,防鳥網(SUS)

取付枠,SUSﾌｰﾄﾞ,防鳥網(SUS)

天吊金具,深形ﾌｰﾄﾞ(SUS),防鳥網(SUS)

天吊金具,深形ﾌｰﾄﾞ(SUS),防鳥網(SUS)

VD-15ZPC10

VD-20ZX10-C

原図：A2
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1
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1
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個別リモコン個別リモコン個別リモコン

1

PAC
1

PAC

1

PAC

ii
i

液管 ガス管

冷媒配管サイズ

A

記号

φ9.5 φ15.9

記号

S

記号

EM-CE　2.0-3C

室内外連絡線

リモコン線

i CVVS　1.25-2C

S
S

S

×2

ｳ

ｳ

ｳ

RC躯体コア抜きｲ

図中記号凡例

ｱ φ75RC躯体コア抜き

φ125

※外壁部はﾓﾙﾀﾙによる穴埋め補修

RC躯体コア抜き φ175ｳ

※ｻｯｼ取付

※ｻｯｼ取付

※既設壁はつり補修

ｱ

×2ｱ

×2ｱ

VUφ100

ｲ

既設穴利用補修

K1

VF

K1

EF

EF

K2

K1

EF
K1

EF

K1

EF

K1

EF

K1

EF

K1

EF

EF

K2

図中※１部分は既設換気扇(ｻｯｼ取付)撤去後、既設換気扇跡にｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄにて閉鎖処理を施す。

K1

RAC

埋設冷媒管、ﾄﾞﾚﾝ管は残存放置とする。

（機器廻りは撤去）
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